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秘め事は情欲に濡れて





　









　読んでいた雑誌から目を上げると、カフェの外はすでに陽ひが暮れていた。


　小お沢ざわ侑ゆう志しは、きょろ、と店内を見回してから、見える位置に時計がないことに気付くと、自分のバッグからごそごそと携帯電話を取り出した。確かく認にんしてみると、時間はもうそろそろ十八時というところだった。


（……帰るか）


　ぱたん、とその雑誌を閉じると、表紙には、様々な動物がひしめくイラストがある。独特のバランスでデフォルメされた動物たちの集合絵は、どこかシュールなのにおもしろく、目を惹ひいた。


（……うん、なかなかいいでき）


　そのイラストを見て、侑志はひとり小さく笑えみを浮うかべる。自分の描かいた絵が雑誌の表紙を飾かざるなんて、イラストレーターという職業について五年、初めてのことだ。それほど部数の出ていない、比ひ較かく的てきマイナーな雑誌ではあるが、それでも充じゆう分ぶんうれしい。


　無事刊行できた現物を持ってきてくれた編集部の担当だった女性と、お茶がてらこのカフェに入ったが、相手は一時間ほどまえに帰っていた。店の雰ふん囲い気きが、のんびりと長居しても苦ではない感じで、ぼうっとすることが好きな侑志には居い心地ごこちがよかったのもあり、しばらく時間を潰つぶしてしまったが、そろそろ帰ったほうがいいだろう。


　そのまま夕飯までここですませていくという選せん択たく肢しもあったが、昼にパスタを食べたこともあり、夜は和食系が欲しくなった。だが、あいにく料理は得意ではないので、自じ炊すいはあまりしない。どこか別の店に寄るか、コンビニで弁当でも買って帰ることにしよう。


　そんなふうにつらつらと晩ご飯のことを考えながら、雑誌をバッグにしまうと席を立った。


　またどうぞ、と気さくに挨あい拶さつをして見送ってくれる店員に軽く会え釈しやくをして外へ出ると、途と端たんに身の竦すくむような冷気が身体からだを包んだ。思わず「うおっさみっ」と声が漏もれる。


　二月に入ったばかりの外気は、陽が落ちて昼間よりさらに下がったようだ。ボア付きのショートコートに顎あごを埋うずめるように身体を縮こまらせながら、おでんでもいいかもとぼんやり思ったときだった。


「……侑志？」


　低い声に名前を呼ばれ、侑志はつと動きを止めた。どこか確認するようなトーンの、その声のしたほうを反射的に振ふり返って、小さく息を呑のむ。


「……日ひ野の」


　呼ぶと言うよりは、思わず漏もれたというような侑志の呟つぶやきに、相手はぱっと笑顔になった。


　店の灯あかりでしっかり顔が確認できる位置までやってきて、さらに笑みを深める。


「やっぱり、侑志！」


　どうしてこんなところに。という言葉は、今度は声にはならなかった。


　驚おどろきが抜ぬけないまま呆ぼう然ぜんとしている侑志のまえに来たのは、やはり、間ま違ちがいなく日野惇あつしだった。


「うわ、まじで久しぶりだな。つか、俺のこと忘れてないよな？」


「……覚えてるよー」


　侑志よりも少し高い位置から覗のぞき込んでくる、揶や揄ゆを含ふくんだような瞳ひとみに、わずかに鼓こ動どうが跳はね上がった。だが、表には出さず、小さく笑みを返す。すると、日野は、ならひと安心、とわざとらしく息をついた。


「けど、おまえほんとに変わってないな。……五年ぶり？　だってのに、すぐわかったよ」


「……日野は、ちょっと大人おとなっぽくなったかなあ」


　侑志の言葉に、「ちょっとってなんだよ」と言いながらもたのしそうに笑う日野は、侑志の知る日野よりも、やはりどこか雰ふん囲い気きが落ち着いている気がした。


（……そりゃそうか。二十七歳なら、フツーこんくらいだよなあ）


　日野はスーツでこそないが、仕立てのよさそうなジャケットとコートを羽織っていて、大人の余よ裕ゆうのようなものが見える。


　対する侑志は、べつにカジュアルな服装のせいだけでなく、童顔なこともあり、確実に日野と並んでも同い年とは思われないだろう。


（……けどあいかわらず、笑顔は変わんないなあ）


　記き憶おくの中のそれと、あまり変わっていない笑顔に、胸のどこかが、じく、と小さく痛んだ気がして、侑志は目のまえの友人を見返した。


　きっと日野は、侑志の心がいまどれだけ混乱しているかなど、思いつきもしないだろう。


　───日野は、侑志の片かた想おもいの相手だった。








　日野とは、地元の芸術工科大学に通っていた当時の友人だった。侑志は芸術学部の美術科で、日野はデザイン工学部の建築・環かん境きようデザイン学科と学ぶジャンルは若じやつ干かんちがったが、共通の友人を介かいして出会ったのが最初だった。


　日野は気さくで明るい性格と、ひとに気を遣つかうやさしい面のある男で、さらにそこへ、甘めの整った顔立ちという最大のオプションまでついていた。もちろん女の子にももてたが、社交的で人付き合いのうまい日野は、男の友人も多かった。すぐにひとり思考にふけってしまうからか、ぼうっとしていると評されることが多い侑志とは、どちらかというと正反対だ。


　だが、慣れて話すようになると、日野との会話はたのしく、意外に気が合ったのもあり、侑志は彼とふたりでいることを心地よく感じるようになっていた。


　けれど、気が付けば、その立場を異様に喜んでいる自分がいたのだ。それが、日野への恋こい心ごころだと自覚したのは、当時彼が付き合っていた彼女とふたりでいるところを目にしたときだった。


　日野に彼女がいることは知っていたはずなのに、実際に自分の目で捉とらえたその映像は、ひどい胸の痛みと絶望感を、侑志に与あたえた。


　けれどもちろん、その想いを日野に告げることなどしなかった。二年間、少しも萎しぼむことのない想いを胸に秘ひめながら過ごし、卒業間ま際ぎわ、日野が彼女と同どう棲せいするらしいという話を聞いた。本人からではなかったが、同じ仲間内からだったのもあり、疑う理由もなかった。実際日野と彼女は長かったし、となれば、そう経たたないうちに結けつ婚こんでもするのではないかという話も出た。


　その話をほかの友人たちと笑みを浮かべて交かわしながら、侑志は心の中でひとり、卒業後の道を決めたのだ。


　ほぼ就職先の決まっている友人連の中で、侑志だけはひとつも内定すらもらっておらず、フリーランスという形でやっていくつもりだった。傍はたから見れば、それで食べていこうなんて甘いと言われるだろうことも承知の上で、長い間考えて侑志自身がそうしようと決めていたことだった。それは、そのほうが、自分のイラストというものが活いきる気がしたからだ。


　幸いにも、侑志のイラストは、在学中から評価も高いほうで、学内のコンクールや、企き業ぎようのコンテストなどでも何回か賞を獲とるほどのものだった。そのつながりで、小さな仕事ならすでにいくつかもらえていたし、軌き道どうに乗るまではバイトもするつもりでいた。


　結局は、ほかに才能もない自分にできるのは絵を描くことしかないから、自分自身でちゃんと納なつ得とくできるまで、やりたいようにやりたかったのだ。


　当初は、在学中にバイトで貯めた貯金もある程度はあったが、わざわざ出る理由もないと、実家にしばらくはいさせてもらうつもりだった。それを、家を出ることにした。日野の同棲話を聞いて決めたのはそれだけだ。


（……あきらめるため、なんて言いながら結局は、逃にげてるだけだって、そんなのわかってるよ）


　けれど、この先の「もしも」を考えると、つらかったのだ。


　もしも、この日野への想いがこのままいつまでも消えてくれなかったら。


　もしも、それがばれてしまったら。


　もしも、……日野が結婚してしまったら。


（笑顔で式に出席、なんて、ほんとは、絶対にやだ……）


　そうして数ヶ月後、侑志は二十二年間生まれ育った地元を、離はなれたのだ。友人のだれにもなにも知らせず、ひっそりと、ひとりで家を出た。








「で、なんでこんなとこにいんだよ？　侑志は」


「……そういう日野は？　出張かなんか？」


　この近辺に暮らしているということを、なるべくなら言いたくなくて、侑志はそう問い返した。日野は、地元のデザイン会社に就職したはずだった。そのことはもちろん知っていたからの質問だったが、はぐらかしたと気付かれるだろうかとわずかに緊きん張ちようしていると、日野は、ああ、と呟く。


「いや、俺さ、いまこっち住んでんだよ」


「え？」


「入った会社がさ、二年くらいまえにこっちにも事務所作って。んで俺、そっちに配属になったんだよ」


　日野の言葉に、侑志は驚いて軽く混乱した。ということはつまり、日野の家がどの辺にあるのかは知らないが、二年もまえから偶ぐう然ぜんとはいえ、こんなに近くにいたということになる。


　その中でいままで会わなかったことがすごいのか、それともいまこうして会ったことのほうがすごいのか……そんなことまで考え出した侑志は、ふと目線を上げた。


（……え……？）


　日野の向こう側に目をやった侑志は、小さく目を瞠みはった。驚いたというよりは、困こん惑わくというほうが近い。


（……なんだ……？）


　そこには、ひとりの青年が立っていた。知らない顔だ。けれど、あまりにも強い、まっすぐな視線を注がれて、侑志は一いつ瞬しゆん固まってしまう。どくん、と心臓が強く反応したのを感じるほどだった。


「侑志？」


　そんな侑志に気が付いたのか、日野が怪訝けげんそうな視線を寄こして、そちらを振ふり向く。


「ああ、悪い、篠しの田だ。待たせてたな」


　だが、ついで日野はぱっと笑え顔がおになるとそう言って、少し身体からだを避よけた。その途と端たんに、日野の背後、数メートル先にいた青年が、それまで侑志に向けていた視線を外す。


（……いま、俺のこと、見てたよなあ……？）


　日野の言葉に、いいですよ、と笑みを浮うかべている青年は、どうやら連れらしい。日野に対する態度からして、会社の後こう輩はいかなにかだろうか。


「侑志、これ、俺の後輩で、篠田」


「───篠田薫かおるです」


　日野に紹しよう介かいされた青年は、そう名乗って小さく笑みを浮かべた。さっき、なにか強いものを秘めたような視線を向けていたことなど忘れたかのように、いたって普ふ通つうの態度だ。


「あ、小沢です……」


　けれど、それでもひどく印象的な容姿をしている篠田という青年に、侑志は困惑しながら視線を返した。


　長身の上に載のった彫ほりの深い端正な貌かお立だちは、どこかオリエンタルな雰ふん囲い気きを感じさせるような、独特のものがある。とくに、その瞳ひとみはくっきりとした二重瞼まぶたと長い睫毛まつげに縁ふち取どられ、黒々とした虹こう彩さいが意志の強さを見せているようで綺き麗れいだった。少し長めの前まえ髪がみはバランスよく分けられ、セットされている。その艶つやのある黒い髪も相まって、ひどく夜の似合う男だと、侑志はそんな感想を抱いだいた。


　だが、いったいさっき見られていたのはなんだったのだろうかと思っても、それを口に出すタイミングを逃のがしてしまった。わけがわからないと内心で首を傾かしげていると、日野がふいに、そうだ、と声を上げた。


「侑志、晩飯まだだよな？」


「え？　あ、うん」


　唐とう突とつに投げられた問いに、反射的に素す直なおに頷うなずいてから、しまった、と思った。おかげで、続く日野の言葉が想像できても、遮さえぎることができない。


「よし。なら呑のみに行こうぜ。せっかく会えたんだからさ」


「あー……」


「なんだよ？　都合悪いのか？」


「いや、えっと……」


　さすがに、五年も経てば日野への想いは少しは薄うすれていた。だが、だからと言ってそんなに軽く誘さそいに乗れるほどに吹ふっ切れているのかと言われると、自分でもよくわからない。なにせ、本人と会ってまだ数分だ。


　侑志が迷って返事を濁にごしていると、ふと横から声が入ってきた。


「じゃあ、俺、邪じや魔ましちゃなんなんで、帰りますね」


　その言葉に、侑志は思わず心の中で、えっ、と声を上げた。瞬しゆん時じに、いまここでこの青年に帰られてしまったら、余計に気まずいのではという思いが浮かぶ。


　がんとした断る理由を持たないいまの状じよう況きようでは、日野に連れられるまま呑みに行くことになる可能性が高い。だとすれば、せめてふたりきりは避けたかった。それがたとえ、初対面の人間であっても、間にひとり、いるのといないのとでは、心構えがちがう。


「ちょ、待って！」


「え？」


　不思議そうな声を出したのは、呼び止められた篠田ではなく、日野だった。だが、それよりもなぜか、返された篠田の視線のほうにどきっとしながら侑志は口を開いた。


「あのさー、えーと、どうせなら、三人で、行かない……？」


「侑志？」


「いやほら、せっかくだし。ていうか、日野と、篠田、くん？　がそもそも晩飯食べに行くとかだったんじゃないの？」


　だったら俺のほうが邪魔しちゃったわけだし、と少ない語ご彙いの中からたどたどしく、なんとか理由になるものを探して言う侑志に、日野はわずかに怪訝そうな顔をする。だが、すぐに「まあそうだけど」と篠田のほうを見た。


「悪いな、篠田、気、遣つかわせて。侑志もこう言ってるし、いっしょに行かないか？」


　その言葉を受けた篠田は、一瞬だけ侑志に視線を寄こした。それだけでなぜか、ちりっとするような刺し激げきを受けた気がして、また侑志は胸が騒さわぐのを感じる。だが篠田はすぐに日野に顔を向けると笑みを浮かべた。


「小沢さんが、俺がいても気にならないっていうなら、俺はよろこんでいっしょしますけど。日野さんはいいんですか？」


「俺？　あたりまえだろ。つかそもそも俺はおまえに帰れとは言ってねえだろーが」


　おまえが勝手に帰ろうとしたんだろ、と日野に言われ、篠田は笑って「そうですね」と頷いた。その様子をぼんやり見ながら侑志は、仲がいいんだなとそんなことを思う。


「よし。じゃあ決定だな。三人で呑み行くぞ」


　それから日野がそう言うのを聞いて、侑志は我に返ると、そっと内心でため息をついた。


　結局呑みに行くことになってしまったのは、仕方がない。けれど、なんだか、よかれと思って提案した篠田の参加が、ほんとうに助けになるのかどうか、それがわからなかった。


「……っ？」


　そんなことを思いながら勢いよく歩き出す日野のあとをついていこうとして、再度、篠田と目が合い、小さく息を呑む。最初に視線を感じたときと同じように、じっと見つめられ、心臓が騒ぎ出すのを感じながら、篠田を見返した。


「……えと、なに……？」


「……いえ」


　思わず口をついて出た疑問に、篠田はなんでもないというように答えて視線を逸そらす。日野のあとを追う篠田の背中を見つめて、いまいち納なつ得とくいかない思いを抱かかえながら侑志は首を傾げたが、これ以上なにをどう訊きけばいいのかもわからなかった。


（……なんなんだよー、いったい……）


　ただやはり、意味深な……少なくとも、侑志にはそう思える篠田の視線に、困惑を深める。見つめられるとなぜか、鼓こ動どうが変なふうに躍おどってしまうのも、彼の容姿のせいだけでなく、その視線が強すぎるからだという気がした。


　もともと行く予定だったという居酒屋へ三人して向かい、半個室の座ざ敷しきで、侑志は手の中の焼しよう酎ちゆうを呑む仕草に紛まぎれて、視線を落とした。


　円形の座ざ卓たくに、日野を挟はさんで篠田が座っている。つまり、侑志からしても少し離はなれてはいるが隣となりというか、ほぼ向かいに篠田がいるような位置だった。


　だが、意識せずに視界に入ってくる篠田を認にん識しきするたびに、なんだか落ち着かない気分になる。やはりさっき感じた、強い視線がなんだったのか、妙みように気になっていた。


　話を聞いていると、どうやら篠田は、侑志よりもみっつほど年下らしい。顔が派手だからか、態度が落ち着いているからか、思ったよりも年が離れていることに少し驚おどろいた。


　場は、もっぱら喋しやべるのは日野で、篠田は時折そこへ口を挟むという程度だ。流れで侑志とも会話を交かわすが、以上も以下もない、という感じで、篠田の興味はさほどこちらにはないように感じる。なのにどこか、腑ふに落ちない。


（……あ、れ……？）


　日野の話に相づちを打ちながら、もやもやする心の中をさぐっていた侑志は、ふとあることに気が付いた。


「……日野、指輪は？」


　日野の左手薬指には、指輪がなかった。とっくに結けつ婚こんしているだろうと思っていたのに、その証あかしであるものがない。


　だが、疑問に思ったまま口に出してしまい、やばいと侑志は慌あわてて顔を上げた。


　知りたいとか知りたくないとかではなく、それ以前に、いきなり訊いていいようなことでもなかっただろうと、時折考えなしに喋ってしまう自分を恥はじた。


　だが、問いを向けられた日野は、気にした様子どころか、すぐにはなんのことかわからなかったようだった。首を傾げてから、ああ、と笑みを浮かべる。


「結婚してると思ってたか？　残念ながら、独身です」


「……してないの？　でも、彼女は」


「別れた」


「別れた？　うそ」


「ほんとー。大学んときの言ってんだよな？　ならとっくに」


　もう四年くらいになるかなー、と指折り数えている日野に、侑志は、「あ、そう……」と相づちを打って、微かすかに息を吐はいた。なんだか、変な気分だ。肩かたすかしを食くらったような、拍ひよう子し抜ぬけしたような……ただ、確実に予想外だった。


（……四年って結構まえじゃん）


　侑志が地元を離れてから、そう経たっていない頃ころだ。


　けれど、べつにそれで、チャンスだとか、自分が入り込む隙すきがあるなんてことは思わない。それが、日野への想おもいが薄れた証しよう拠こなのか、それとも変わらない自分への自信のなさなのかは、やはりわからなかった。けれど、ただ、そういう結果もあったんだなと思っただけだった。


（……意外とあきらめられてる、のかなあ？　俺……）


　こうして本人をまえにすれば、変わらず、そのやさしい目や向けられる笑え顔がおに、かっこいいなあとは思ってしまう。微かな切なさのような痛みも、もちろん胸に疾はしるけれど、思い詰つめたような苦しさは感じなかった。もしかしたら、まだ、日野といるこの現実に実感が湧わいていないのかもしれない。


　けれど、ほんとうに、自分で思っていたよりも自然に、昔とそう変わらず話ができていることが、少し不思議だった。やはり、五年というのは長かったのだろう。


「でも、じゃあ、新しい彼女は？」


　ふとその可能性に気が付いて、侑志は再度問いを向けた。まえの彼女と別れたからといって、日野ほどの男ならすぐに次の恋こい人びとくらい、候補はあがるだろう。


「ん？　いまはいない」


　いまは、ということは、いたときもあったということだ。予想とそうちがってはいなかった答えに、逆に安心すらして、そうなんだ、と頷うなずく。すると、その横から篠田が会話に入ってきた。


「日野さんがさっさと彼女作ってくれないから、言っとくけど俺が大変なんですよ」


「あ？　なんでだよ」


「呑のみセッティングしろって、日野さん狙ねらいの女の子たちにつつかれるんです。俺が日野さんと仲いいからって」


「おまえそれ、俺じゃなくておまえが狙われてんだよ。おまえだってフリーだろ」


　眉まゆ根ねを寄せて日野が言うのに、篠田は「いや絶対日野さんですって」と小さく笑う。こちらにはまだ一度も向けてはくれない笑みを見せて、日野と話している篠田に、侑志はさっきと同じ感想を抱いだいた。いま篠田本人が会話の中に出した通り、先せん輩ぱい後輩といえど気心の知れた仲なのだろう。


　その様子を眺ながめていると、ふいにこちらを見やった篠田と、ばちっと目が合った。思わずどきっと心臓が跳はねたが、なんとか顔には出さずに見返すと、篠田が口を開く。


「小沢さんは、いないんですか」


「え？」


「恋人。もてそうだけど」


　思わず、は？　と素すで驚いてしまった。もてそう？　だれがだ？


　きょとんとした侑志の顔がおかしかったのか、篠田の瞳ひとみがわずかに、くるっとおもしろそうな動きを見せた。


「あー、だめだめ。こいつ、自覚ないんだよ。それに昔からその手のことに、あんまり興味もなかったみたいだし」


「そうなんですか」


「ちょっと、自覚とか、なんの話だよ」


　まるでわからないと、ふたりの会話に入り込むと、日野と篠田の両方から同じ目を向けられた。妙に納得したような視線に、だからなんだよ、と少しむっとする。すると、日野がおかしそうに笑った。


「な？　こういうやつなんだよ。なあ侑志、いないんだろ、彼女」


「……いないけどさあ」


　訊たずねるというよりは、確かく認にんのように断言されて、侑志は頷いた。なんだかおもしろくないが、事実なので素直に認める。すると、日野が笑いながら「やっぱり」と見るので、小さく睨にらみ返した。


「いいだろ、別に。彼女なんかいなくても、困ってねえもん」


「じゃあ、好きなひとも？」


　また質問を投げてきたのは篠田だった。じっと視線を送ってくる黒い瞳に、もしかして篠田のそれは癖くせなのだろうかとそんなことを思う。けれど、そうされるともはや条件反射のように高鳴る鼓動にも、なんなんだよと自分でつっこみを入れながら、侑志は篠田を見返した。


（……好きな、ひと）


　心の中でその言葉を繰くり返してしまい、即そく答とうできなかった。


「……いないよ」


　だが小さくそう答えると、篠田はふうんというように、しっかりとした眉をわずかに上げてみせる。それなのにどこか信じていないように見えて、もやっとしたものが胸に浮うかんだが、なにをどう言えばいいのかわからなかった。


「よし！　じゃあ俺がだれか紹しよう介かいしてやるよ」


　だがその気分も、唐とう突とつに日野が言い出したことに驚いて吹ふき飛んだ。


「はあ？　や、だからさ、日野、俺、べつにそういうの……」


　いらないんだって、と続けようとした侑志は、口を噤つぐんだ。目が合った日野の笑みが、なぜかさみしそうに見えて驚いていると、彼は携帯電話を取り出した。


「ってのはまあ、建前でさ。侑志、連れん絡らく先、教えてくれるか？」


　言われて、侑志はわずかに胸をひやりとさせた。


　なにげなく日野は訊きいてきたけれど、侑志が五年まえ、連絡を絶ったことを忘れているはずもない。けれどそれを責めることもせず、理由を問うこともせず、ただ少しのさみしさを覗のぞかせながら、なんでもないことのように訊ねる日野に、侑志はわずかにきゅっとてのひらを握にぎり込んだ。


「ん。いいよ」


　けれど侑志は、それからやんわり笑って、バッグから自分の携帯電話を探さぐった。すると日野がじわ、と嬉うれしそうに笑う。


「侑志、おまえの赤外線できるよな？」


　揶や揄ゆを含ふくんでそんなことを訊く日野に、わざとむっとしたふりを見せて「ばかにすんなよ」と言ってから笑みを返した。


　日野への想いが、自分の中でいまどんな形になっているのか、まだきちんと見えてはいない。けれど、たぶんここで首を振ふっていたら、あとできっと自己嫌けん悪おに陥おちいっていたはずだ。いい加減逃にげるのはやめろということなのかもしれないと、この再会の意味を、侑志はそんなふうにふと思った。








　それから他愛たわいない話をしながら過ごし、店を出たときには、日野は立派な酔よっぱらいになっていた。もとから快活ではあったが、酒が入ると若じやつ干かんテンションが上がる日野は、侑志の、肩というよりは首にがしっと腕うでを回して顔を覗き込んでくる。


「メールするから、ぜーったい返事しろよなー」


「はいはい。するよ」


「電話しても着ちやつ拒きよすんなよなー」


「あー、しないって」


　素面しらふでは言いそうにないことを確認してくる日野に、苦く笑しようして侑志は頷いた。


（ていうか、顔、近いって……）


　べつに顔で好きになったわけではなかったが、それでも甘く整った顔にじっと見つめられれば、どきりとはする。けれど、相手に他意がないとわかっているからこそ、そんな自分が浅ましい気がして余計にいたたまれなかった。


　とりあえずタクシーでも拾うかと思って日野から顔を逸そらした侑志は、今度はびくっと肩かたをおののかせた。


「手伝いますよ」


　気付けば篠田が、反対側から日野の腕を取ってこちらを見ていた。


　いま日野に見つめられて感じた、甘さを含んだような切ない気持ちとはまったくちがう、心臓が逸はやるような鼓こ動どうの動きが侑志を襲おそう。篠田の視線を感じると起こるそれは、いきなり近くにいたことに驚おどろいたからだけではない気がしたが、その理由がなにかはわからなかった。


　だが侑志の反応を気にした様子もなく篠田は日野を支えて歩き出す。慌あわててそれについていく侑志の疑問を含んだ視線に、篠田は道路の向こうを指した。


「車、あっちに停とめてるから」


　その言葉に、そういえば、と侑志は思い出す。篠田は呑みの最初に、車があるからと言って酒は断っていたのだ。風邪かぜ気ぎ味みだからとも説明していたのを、すっかり忘れていた。


　見目に反して、比ひ較かく的てき酒には強いつもりだったが、どうやら思ったより酔っているのかもしれない。


「あ、じゃあ日野のことは……」


「送りますよ。小沢さんも」


「え？　俺も？」


「終電は終わってるし、タクシーはもったいないでしょ」


　そう言われると断るのも悪い気がして、じゃあ、と頷うなずいた。どうにもこの篠田という男のペースが摑つかめないままで、躊ちゆう躇ちよする気持ちもあったが、頑かたくなに拒きよ否ひする理由も見つからなかった。


　パーキングに停めてあったワーゲンゴルフが篠田の車らしい。いまにも寝ねそうな日野を後部座席に乗せた篠田に促うながされて、助手席に乗り込んだ。


「小沢さんち、どの辺ですか」


　訊かれて、とりあえずおおまかな住所を言うと、頷いて篠田は車を発進させた。先に日野を届けるというので、構わないと返事をする。そのあとはつと車内に沈ちん黙もくが降りた。


　お世辞にも自分だって社交的とは言えないが、篠田も相当愛あい想そがない。微び妙みような居い心地ごこちの悪さを感じながら侑志は、唯ゆい一いつ車内に抑おさえたボリュームで流れているＦＭの洋楽に耳を傾かたむけた。


　予告通り、篠田は先に日野を彼のマンションまで送り届ける。思っていたよりも侑志のアパートから近く、また驚いた。


　食事のときと画材屋、それに時折書店や服、雑貨などの買い物に行くくらいしかせず、基本的に家にこもりきりの侑志とは、日野の行動範はん囲いに多少のちがいがあったにしろ、いままでよく会わずにいたものだ。


「ここですか」


「うん。わざわざありがとーな」


　そのあと詳くわしい道を説明してアパートのまえに車を着けてもらい、侑志は礼を言って降りようとシートベルトを外した。結局、日野のマンションからここまでの間も、とくに会話が弾はずむこともなく着いてしまった。


　けれど、べつにこれから篠田と関かかわりがあるわけでもなし、まあいいかとも思う。


「───小沢さん」


　そう結論づけて降りようとした侑志を、ふいに篠田の声が引き留めた。それに振り返ったと同時に、肘ひじをぐいっと引っ張られ、侑志は心の中で声を上げる。なにが起こったのかを理解するより先に、目のまえに、真っ黒い瞳ひとみが迫せまっていた。


（───……え……？）


　と思ったら、慣れない感かん触しよくが口唇くちびるを覆おおっていて、侑志は目を見開く。


「……っんぅ……っ!?」


　なに、と出そうとした声は言葉にならなかった。それどころか、自分の口唇をやわく吸うようにしてから離はなれていったものを、呆ぼう然ぜんと見つめることしかできない。


（……なん、だ……？）


　再度、目のまえに黒々とした瞳が現れたが、侑志は目を瞠みはったまま混乱の渦うずの中にいた。すると、その瞳が小さく笑えみを含んで、「反応鈍にぶいね」という声が聞こえる。


「小沢さん」


「……え……？」


　もう一度名前を呼ばれたことで、わずかに我に返って、侑志はようやく瞬まばたきをした。するとじわじわと状じよう況きようが見えてくる。


　未いまだ、ただ話をするにはひどく近い位置にある整った顔は、篠田だ。さっき、視界を塞ふさぐようにして侑志の目のまえにあったのは、その瞳で、そして口唇に触ふれていたのは……。


「……っおま、いま、なに……」


　困こん惑わくした声を出した侑志に、ようやくわかったのかというように小さく笑った篠田は、さらに距きよ離りを縮めた。


「───なああんたさ、日野さんのこと好きなんだろ」


　ついで脈みやく絡らくなく続けられた言葉に、ぎくんっと胸が嫌いやなふうに跳はねた。口の中に唾つばが溜たまるのがわかる。


「……な、に言って……」


「なんでわかったのかって顔してるね。でも合ってるでしょ？……それとも単に男好き？」


　揶揄を含んだような声こわ音ねがそう言って、その言葉の内容を理解した侑志が否定を返すまえに、耳じ朶だに吐と息いきを感じた。いつの間にか敬語ですらなくなっているが、その態度の変化に戸と惑まどう暇ひまもない。


「……同じだから、すぐわかった」


「……っ」


　そのまま囁ささやかれて、びくっと肩が震ふるえる。


　同じ？　なにが？　と混乱している間に、篠田の口唇は、再度侑志の口元へと戻もどってきた。反応を返す間もなく、さっきよりも深く合わさった口唇は侑志のそれを味わうように食はんで、微かすかな音を立てる。


　下した唇くちびるを濡ぬれたものでなぞられ、感じたくすぐったさに無意識に口を開いた。するとその隙すき間まから口内に入ってきたものに驚いて、そこでようやく侑志は自分がされていることをしっかり認にん識しきした。


「っん、ん……っ！」


　キスをされている。さっきと同じだ。


　けれどそれがわかっても、混乱した頭ではどうすればいいのかなんて浮うかんではこない。それでもただぎゅっと目を閉じて、顔を離そうとしたが、首の後ろに回されていた手に気が付いた。強い力で固定されている頭は動きそうになく、さらにパニックに陥ってしまう。


　かろうじて初めてではないが、それでもこんなふうに強ごう引いんに仕し掛かけられるキスは知らなかった。二十七歳にしては経験値が低い自覚もある侑志には、抵てい抗こうする術すべが思いつかない。


「……ぅん、っんん……っ」


　舌を吸われ、妙みような感覚が首の後ろを疾はしっていった。いつの間にか篠田の胸を押し返すようにしていた手が、その服を摑んでいたけれど、指先が震えて力が抜ぬけそうになる。


「……なあ、俺にしとかない？」


　ようやく口唇が離れても、酸素が足りないようにぼうっとした頭ではまともな思考が働かなかった。艶つやめいた篠田の口唇が紡つむいだ言葉にも、ぼんやりした視線を向けることしかできない。そんな侑志を見て、篠田は口の端はしを上げて笑みを浮かべた。


「どうせあのひとはノンケだし、鈍いから、あんたの気持ちなんて理解できないよ。だったら俺と遊んでるほうが得じゃない？」


「……なに……」


　言っていることが理解できない、とわずかに眉まゆ根ねを寄せた侑志は、ふとあることに思い至って篠田を見返した。


　あのひとというのは、日野のことだろう。けれどそれはつまり、裏を返せば篠田はゲイだと、そういうことだろうか。


（……ちょ、待って）


　いま言われたことやされたことを考えれば、それは正解にちがいない。


　それに、もしかしてあの、出会い頭がしらから何度か感じた視線は、篠田が侑志のこともゲイだと思った故ゆえのものだったりするのだろうか。いや、そうなのだ。だからいま、こんな状況になっているわけで……。


　それは誤解だと、慌あわてて侑志は口を開いた。


「ちょっと、待って、あの俺、べつにそういう趣しゆ味みなわけじゃ……」


　同性が好きなわけじゃない。日野が好きだっただけだ。けれど実際日野の名前を出してしまうこともためらわれて、ただちがうと訴うつたえた。


「その、篠田、がどうとかじゃなくて、いきなりんなこと言われても困るっつうか……」


「……キスだけでぼうっとなってたくせに？」


「……っな」


　まるで言い訳を咎とがめるようにそう指し摘てきされて、侑志はかあっと顔を赤くした。同時に恥はずかしさから怒いかりも沸わいてきて、摑まれたままだった腕うでを引き戻そうと力を入れる。だが篠田の手は強く侑志の腕を捕とらえたまま離してはくれず、その力の差にまた怒りがおおきくなって、思わず反対の手を上げた。


　べつにはたこうと思ったわけではなかったが、抵抗を示そうと上げた手は、けれどこちらもまた篠田の手に、やすやすと止められてしまう。


「危ねえな。狭せまいんだから、暴れると怪け我がするよ」


「っ……いきなりなんなんだよ、おまえ。離せよ」


　結果両手の自由を奪われる形になった侑志だったが、諾だく々だくとこの状況を受け入れることはできず、きっと目に力を込めて視線を返した。


　だが、篠田はそんな侑志を見つめたまま小さく笑う。


「気付いてないみたいだから教えてやるけど、あんたにほとんど選せん択たく肢しなんか残ってねえから。……この意味、わかるよな？」


　片手を離した篠田のおおきなてのひらが、す、と伸のびてきて、侑志の首筋に触れた。


「……日野さんにばれてもいいのかって言ってんだけど？」


「っ！」


　指先が愛あい撫ぶするように肌はだを撫なぜ、言われた言葉も相まって、侑志は肩かたをおののかせた。


　それはつまり、篠田のこの誘さそいを断ることを許さないと、そう告げられたも同然だった。


　けれどそんなことをいきなり言われても、はいそうですかとすんなり受け入れることなんて、できるはずもない。そもそも、いま侑志が日野へ向ける想おもいは、昔とは少しちがう。たしかに、焦こがれて仕方がなかったその名残なごりは、まだあるのかもしれない。けれど、どうしようもないほどの切なさや情熱は、小さくなっていることは確実だった。


　それでも、そんな微び妙みような胸の裡うちを篠田に説明したところで、信じてもらえるかどうか疑問だ。とすれば、侑志の想いがどうであれ、篠田が日野に告げてしまえば、それが過去のものになりつつあるとしても事実を含ふくんでいるだけに、誤解だけではすまなくなることはわかる。


　日野に、軽けい蔑べつされてしまうことが怖こわかった。五年まえ地元を離れた理由のひとつでもあるそれは、いまでも同じだ。


　けれど、だとしたらどうこの場を切り抜ければいいのだろうか……。困惑しながらも思考を巡めぐらせていると、不意にひやりとした感かん触しよくを腹に感じて、侑志は息を呑のんだ。篠田の手が服の裾すそから入り込んでいる。


「っ、ちょ、なに……っ」


　ぞくんっと背中を駆かけ抜けた感覚に自分でも驚おどろいて身を捩よじると、首筋に濡れたものが触れた。舐なめられたのだとわかって耳が熱くなる。篠田は、侑志の肩かた口ぐちに埋うずめた顔を上げると、自身の口唇くちびるをひと舐めした。


「……ちょっと触さわっただけでわかるよ。あんたすげえ敏びん感かんじゃん」


「……っ」


　漆しつ黒こくの瞳ひとみにまっすぐ射い貫ぬくように見つめられ、それだけでじんと痺しびれるような感覚を覚えて、侑志は奇き妙みような気持ちになった。動けない。滴したたるような色気というものを、男相手に初めて感じた。


　言われたことはこれ以上なく羞しゆう恥ちを煽あおるのに、顔も耳も首もひどく熱が集まっているのがわかるのに、抵抗する言葉が出てこない。


「なあ、どうする？　気持ちばれて、ひとのいい日野さんに軽蔑されてみる？」


　だめ押しのようにそう選せん択たくを迫せまる篠田の瞳からも、視線を逸そらせなかった。


　それがどのくらいの時間だったのかわからなかったが、その深い深い色から逃にげられないことを、ふいに悟さとる。そうすればもう、侑志の決断は早かった。


（……なんでこいつに逆らえないのかだけは、わかんないけど）


　妙なところで潔いさぎよい自分の性格が、果たしていいことなのかどうなのかと、そんなどうでもいいことを考えながら、篠田をまっすぐに見つめ返した。


　口の中に溜たまった唾つばを、こくん、と呑み込んで、震えそうな声を抑おさえるように口を開く。


「……おまえに付き合ったら、日野には言わないんだな」


「……言わないよ」


　その確かく認にんが答えだとわかったのか、篠田は静かにそう頷うなずいた。








　よくよく考えたら、べつに、頑かたくなに守るような貞てい操そうなんかもとからないのだ。思い返してみれば、篠田にキスをされてもちょっと触られても、その容姿からか嫌けん悪お感は湧かなかった。気持ちが悪くて我が慢まんできないということはないわけだし、そういう意味では篠田でよかったのかもしれない。


　まともに好きになったことのある唯ゆい一いつの相手が男なのは、変わってはいるかもしれないが、ゲイではないと自分では思っていた。恋れん愛あい感情というほど強くはなくても、普ふ通つうにかわいい女の子や綺き麗れいな女性を見れば魅み力りよくも感じていたし、日野以外の男をそういう目で見たこともなかったからだ。


　けれど、もしかしたらそうではなかったのかもしれない。それをたしかめるのにも、いい機会なのではないか。とは言っても、比べるような経験などないに等しいのだけれど。


「……なに考えてんだよ」


「……っ、べつ、に……、っ」


　かじ、と耳じ朶だを軽く嚙かまれて、肩が跳はねた。ほとんど初めての行こう為いに対して、やはり不安や緊きん張ちようが湧き上がってくるのはあたりまえだった。しかも、する側でなくされる側だというのはすぐに理解できたし、となれば多少の困こん惑わくは仕方がない。


　けれど、アパートの自室に篠田を上げたはいいが、多少どころか、心臓は壊こわれそうなほどに騒さわいでいて、いまにもどうにかなってしまいそうだった。指先は震ふるえるどころかがちがちだし、肩の力もいっこうに抜けてくれない。


　それでも、どうにか紛まぎらせようとした結果、ぐるぐる言い訳めいたことばかりで頭の中をいっぱいにしていたのを、やはりというか篠田に気付かれてしまった。


「べつにって顔かよ、それが」


　狭いながらも二間ある部屋のうち、寝しん室しつとして使っているほうへ通してすぐ、壁かべ際ぎわのベッドへ侑志を押し倒たおした篠田だったが、そう言ってひとつ息を吐はいた。そのまま腕を引っ張られ、一いつ旦たん身体からだを起こされた侑志は、端たん正せいな顔に覗のぞき込まれ思わず息を呑む。


「つうか……あのさ、一応確認するけど、もしかして、初めて？」


「っ……悪かったな！」


　まじまじと見つめられ訊きかれた問いに、恥ずかしさから声を荒あららげてしまった。だが篠田は、それに怒るどころか、一いつ瞬しゆん動きを止めてから、ふうん、と相づちを打っただけだった。


「だったら最初からそう言えよ。紛らわしいな」


「最初からって……」


　もしかして、言っていたら篠田はこんなことを言い出さなかったのだろうか。


　ていうか、紛らわしいってなんだ、と思いながら視線を返すと、篠田は微かすかに目を眇すがめるようにした。


「まあ言っても言わなくても変わらないけどな。ここまできてやめられるわけないだろ」


　侑志の心を見み透すかしたようにそう言うと、やんわりと肩を押してくる。さっきまでのようにベッドに倒されて、少し治まりかけていた鼓こ動どうが、また騒がしさを取り戻もどした。


「……こっちの手順がちがうだろって話だよ」


　そんなことを言いながら覆おおい被かぶさってくる。手順？　と疑問が浮うかんだが、篠田の口唇がそのまま色を乗せて笑うのに気を惹ひかれた。


「……あんたは開発のしがいがありそうだしな」


「っな、……んぅっ」


　とんでもないことを言われて声を上げたところを、キスで塞ふさがれた。


　急に再開された行為に驚いて身を硬くした侑志だったが、角度をつけて重ねられた口唇は、意外にもやさしい動きを与あたえてくる。馴な染じませるように啄ついばんでは、時折舌で上下の口唇をなぞり、まるで侑志の緊張を解こうとでもしているかのように思えた。


　事実そうやってやわく食はまれたり舐められたりしているうちに、横一線に結んだままだった口唇は自然と開いてしまった。そこへ、さっきも一度侑志の口内を好きに動き回った、篠田の熱い舌が入り込んでくる。


　二度目でも慣れるにはむずかしい感触に、投げ出していた手の指が震えた。だがそこへ、五指を絡からめるようにてのひらが重ねられ、思わずきゅっと握にぎり返してしまう。


「んん……っ」


　すると、舌同士を擦こすり合わせるように舐められ、喉のどの奥からくぐもった声が漏もれた。決して強ごう引いんではなく、緩ゆるやかに口内を侵しん食しよくしていく篠田の舌の感触が、段々と侑志の中から違い和わ感かんをなくしていく。思考も霞かすみがかったようにぼんやりしてきた。


（……なんで、こんな……）


　緊張を解くだけでなく、ゆっくりと身体の奥の感覚を引き出してもいるようなキスだった。頭が、ベッドのスプリングに沈しずんでしまうような酩めい酊てい感に似たものを感じて、くらくらする。


　本意ではないのに、望んだ行為ではないはずなのに、抗あらがえない強いなにかを、たしかに侑志は篠田の口くち接づけによって植え付けられてしまった。


「……、キス、好きだろ」


「……ぅ、ん……」


　そっと解かれた口唇が紡つむいだ問いに、思わず甘い息が零こぼれた。すると、すげえ気持ちよさそうな顔、と囁ささやいた篠田が頤おとがいに吸い付く。小さく濡ぬれた音がして、そのままそれは首筋を辿たどりだした。


　そこから先も、決して急せいて為なされたものではなかったはずだけれど、侑志にとってはやはりひどくめまぐるしいものだった。


「……っ、ふ、ぁ……っ」


　小さな胸の飾かざりを舐められて、声を殺す我慢をしなければいけないなんて思わなかった。けれど、舌の先でくるくると転がされて、やわく食んだ口唇でそのまま引っ張られたりすれば、いくらも堪こらえられない。それでも下した唇くちびるを嚙んで抑えようとした声は、もう片方を弄いじる篠田の長い指先による悪戯いたずらで無む駄だになった。


「っあ、……っや、もう、そこばっか……っ」


「……なんだよ。ひとつひとつ、あんたのいいところ見つけてこうとしてんだぜ？」


「ぅあ、ん……っ」


　赤くなった粒つぶを軽く指先で弾はじかれて、さらに声が上がる。たしかに、丁てい寧ねいなほどに篠田はじっくりと侑志の身体を開いていっていた。だが、逆にそれがつらい。


「やだ？　胸、弄られんの。気持ちよくない？」


「……っだ、て、もう、なんか、じんじんして、痛い……っ」


　気持ちよくないわけではなかったが、それを口にすることはできず、ただ麻ま痺ひしそうな感覚をどうにかして欲しかった。それに、もうずっとまえから、胸以外の場所が熱くて仕方がない。


　下か肢しの中心に溜まっていくままの熱が、苦しかった。けれど、それを篠田に伝えることは、死ぬほど恥はずかしい。


　行為に慣れていない身体が、きちんと快感を得ていることはすでに知られてしまっていると、そんなことはわかっているけれど、羞しゆう恥ちは消えてくれなかった。


　どうすればいいのかわからない。もどかしい感覚と連動するようにして胸の中までもやもやし出して、じわ、と眦まなじりが熱くなった。


　それもまた情けなくて自分が嫌いやになりそうだと思ったとき、ふっと口唇くちびるに吐と息いきが触ふれて、キスが降りてきた。厚めの篠田の口唇が、侑志の小さなそれをちゅ、と吸って、緩く舌を絡めてくる。


　その口接けに、慣れたというわけではないが、施ほどこされるとなんだか安あん堵ど感かんのようなものが湧わいた。


「……っん、んう……」


　うっすら目を開くと、篠田と目が合って、どきりとする。さっきから時折感じていたが、篠田は、出会って数時間しか経たっていないとは思えないような目をすることがあった。


　単なる勘かんちがいだろうか。想像よりもやさしい抱だきかたに、そんな気がするだけかもしれない。


「……胸、弄られただけでこんな反応してる。こっちがつらい？」


「っあ、んん……っ」


　早々に脱ぬがされていた上半身とはちがい、まだ穿はいたままだったジーンズの上から、篠田のおおきな手が侑志の中心を刺し激げきした。揶や揄ゆされた通り、すでに半分硬くなっているそこへのわずかな刺激だけで、背中が浮く。


「やっぱすげえ敏びん感かんじゃん……やらしいね、侑志さん」


「っん、あぁ……っ」


　ジーンズのファスナーを降ろされ、下着の中に入り込んできた手に直接触さわられる。それだけでなく、名前を呼ばれたことに予想以上に反応してしまい、先せん端たんから雫しずくが滲にじむのが自分でもわかった。


「あ、……っんん、ん……っ」


「早いね、もう溢あふれそう……ああけど、一回いったほうが、もしかしてもっと敏感になるか」


　そう言って篠田は、まるで侑志に同意を求めるように視線を寄こす。その間にも強弱をつけて擦られる動きに、侑志のものは芯しんを硬くするばかりで、そちらにばかり意識が向いた。


　他人の手がそこへ触れることが、こんなふうにどうしようもなく思考をだめにしてしまうなんて、知らなかった。


　上がる息は抑おさえきれず、漏れてしまう声も、そのうちに我が慢まんできなくなってしまいそうだ。それでも、かろうじて残っている冷静な心を必死でつなぎ止め、口唇を嚙かみしめていると、そこへ篠田の親指が伸のびてきて撫なぜる。その動きがまるで嚙むなと言われているようで、ぼんやり視線を返すと、今度は篠田の顔が近付いた。


「それからいろんなとこ、触るから。……あんたの感じるとこ、俺がぜんぶ、教えてやるよ」


　覚かく悟ごして、と口唇に触れる寸前で囁かれ、ぞくんっと背中を痺しびれが駆かけ抜ぬけた。


「っ、ん、ぁ……っ」


　初心者相手の手順を踏ふんでくれるんじゃなかったのかと、そんな文句が頭の中に浮かんだが、それを言葉にする余よ裕ゆうはやはりなくて、ぐるぐると脳内を回るだけになる。


「ふ、んむ、ん……っ」


　また口唇を塞がれて、口内を舐なめ回されながら下肢への刺激を強くされた。舌が震ふるえて、引っ込めようとするのを捕らえられ食まれると、脳の奥がじん、と痺れる。


　加速する快感に頭がぐらぐらして、口唇が離はなれた途と端たん声が上がった。


「っぅん、んぁ、やぁ、あ……っ」


「……すげえよ？　侑志のここ、もう溢れて、止まんねえよ……」


「あっ、あ、やだ、や……っう、んん、ぅ……っ」


　自分でするのとはまったくちがう、予測できない速さで上り詰つめていく感覚をどうすればいいのかわからずに、嫌だと繰くり返すと、宥なだめるようにまたキスを施された。


「……や、じゃねえだろ？」


「だっ、て、あ……っ」


　口接けの合間に、そうじゃないだろうと指し摘てきされて、言い訳にもならない言葉を返す。すると篠田は視線を合わせたまま、ほとんど口唇が触れる位置で続けた。


「……こういうときの、嫌、がほんとかどうかはすぐわかることだって、覚えといたほうがいいんじゃない？」


「っあ、んっ、んん……っ」


　だからやめねえよ、と囁かれる。それどころか促うながすように、扱しごきながら先端をくいっと刺激されて、侑志は呆あつ気けなく到とう達たつしてしまった。


（……なんか、も、わけわかんねえ……）


　一回いくだけで、こんなにも体力も精神力も消しよう耗もうしたのは初めてだった。上がった息を整えることもままならない。


　だが、脱だつ力りよくしてシーツに身を埋うずめていた侑志は、ふいにびくんっと腰こしを跳はねさせた。


「っ、なに……っ」


「なにって、さっきちゃんと言っただろ。ここからは、めいっぱい俺の好きなように弄らしてもらうから」


　臍へそから腰こし骨ぼねのあたりに口接けていた篠田は、顔は上げることなくキスを繰り返しながらそんなことを言って、侑志のまだ穿いたままだったジーンズと下着を脱がせにかかっていた。


「っん……っ、あ、ちょ、やめ、やだ……っ」


　あっという間にすべて剝むかれ、ぐいっと両りよう腿ももを裏から押すように広げられてしまう。恥ずかしすぎる格好に抵てい抗こうを見せる侑志の脚あしの間に入り込んだ篠田と、目が合った。


　その途端に、ついさっき篠田に言われたことが脳内に蘇よみがえる。……嫌、という言葉の効果のなさ。


　小さく口の端はしを上げて笑った篠田の笑えみには、愉ゆ楽らくの色が濃こく刻まれていた。


「……っ」


　その視線に射い貫ぬかれて、逃にげ出したくなる心と同時に、たしかに身体からだに疾はしった痺れが、ひどくアンバランスに侑志を蝕むしばんだ。


「……もうここ、また濡れてきてる」


「っあ、んっ、や……っ」


　ちゅ、と再度緩ゆるく勃たち上がりかけている中心に口接けられ、侑志はびくんっと背中を反らせた。他人の手に触られるのだって初めてなのに、口唇が触れるなんてと混乱していると、先端を吸われ、舐められる。その予想以上の感覚に、抵抗どころか身体の力が抜けてしまって震えるしかできなかった。


「……っぁ、んん……っ、ん、あ……っ」


　慣れない刺激はおおきすぎて、また達してしまうと首を振ふれば、「そんなにすぐ何回もいくと、体力持たなくなるから」と決定打を与あたえてもらえなかった。


　そのあとは、ほんとうに宣言通り、篠田は侑志の身体を隅すみから隅まで侵しん略りやくした。口唇と舌と歯と、てのひらと指先と、言葉。あらゆる手段で刺激を与えられた身体は、所々痛みすら感じるほどの悦えつ楽らくを覚え込まされ、変化していった。


　ほとんど初めて施されることばかりなのに、戸と惑まどいや混乱は最終的に溶とかされてしまう。


　篠田の、段々と低く掠かすれていく声に言われるまま頷うなずいて、意識ごと身体を委ねた。それがひどく気持ちよかった。


　ただ、知識としては一応知っていたが、やはりそこなのかという箇か所しよに触れられたときには、蕩とろけきっていた思考がわずかに理性を取り戻もどした。


「……っや、っぅ、んん……っ」


「んな死にそうな顔すんなよ。べつに無む理り矢や理り挿いれたりしねーから。痛いのは俺も好きじゃないし」


「っん、あ……」


　ほんとうかと視線を向ける侑志に、篠田は口角を上げて色めいた笑みを浮うかべた。


「どうせなら気持ちいいほうがいいだろ？……ちゃんと、あんたのここ、とろとろに溶けさせてやるから」


「っ、あ、んん……っ」


　この辺の借りるよ、と篠田が言ったのがいったいなんだったのか、思考が飛んでいた侑志にはわからなかったが、なにかを潤じゆん滑かつ剤ざいの代わりにして、篠田の指が侑志の奥に入り込んできた。


　違い和わ感かんと、体内に他人のなにかが入り込むことの恐きよう怖ふが滲んで、身体が固まってしまう。


「……なあ」


　すると、つと身体を伸ばしてきた篠田が、吐と息いきが触ふれそうな位置で呼びかけてきた。


「……っな、に」


　涙なみだ目めになっているのを隠かくしもできずに視線を返すと、篠田がふっと笑う。ほんの少しだけ、いままでよりもやさしい気のする笑みに見み惚とれていると、そのままやわく口唇くちびるを食はまれた。下唇を甘あま嚙がみして、口唇の輪りん郭かくを辿たどるように舌で擽くすぐり、やさしく吸う。ただ気持ちのいいだけのキスに指先から力が抜けた。


　すると、そっと口唇を離した篠田が、いままで重ねていた濡ぬれたそこを親指の腹で撫ぜてくる。その淡あわい感かん触しよくに、じん、と身体の奥が痺れて、睫毛まつげが震えた。


「……俺の指、あんたにどんなことした？」


「……え……？」


「気持ちいいことしかしてねーだろ……？」


　ん……？　と低く問うてくる声に、流されるように小さくこくん、と頷く。


「いい子だな。なら、もう少し我慢な」


　まるで子供に言い聞かせるかのように瞼まぶたにキスを落とされ、けれどそのやさしい響ひびきにうっとりしていると、再度奥に指が触れた。


「っあ、……っん」


「ゆっくりしてやるよ。ちゃんと、あんたが気持ちよくなるまで」


　そうしてさっきまでも、初めての感覚ばかりが快感だとわかるまで、篠田の指や口唇に教えられたのだ。すでに身体が、彼の声にも反応するようになってしまっている。


　それからひたすら、時間をかけて後ろを弄いじられて、篠田の言う通りそこは蕩けきってしまったようだった。


「っあ、あ……っあ、ん……っ」


「声、抑おさえられなくなってきてる……いい？」


　ぐちぐちと濡れた音も、連動して蠢うごめく中も、もうそれがどんな状態かなんて考えられずに、ただ頷いた。すると、奥から一いつ旦たん、その感覚が抜ぬかれていく。


　それから同じ場所にゆっくりと当てられた熱に、ひくんっと襞ひだがうずくのがわかった。


「っ、んん、はぁ、あ……っん、ん……っ」


　両脚を広げられ、腰の下に枕まくらを宛あてがわれるまま浮かせた侑志の奥に、篠田のものがじわじわと入り込んでくる。


「……痛く、ないだろ……？」


「ぅ、あ、んん、ん……」


　密度を増す奥の、言葉にできない独特の感覚に、頭の芯しんも溶けてしまっているような気がして、侑志はただ小さく喘あえいだ。


「まあ、あんだけ慣らしたんだから、そうじゃなきゃ困るけどな……つか、中も、すげえ」


　はあ、と色を含ふくんだ息を吐はいて、篠田が口の端を上げた。完全に収まった自身をそのままに、ゆる、と腰を揺ゆらす。


「とろっとろに、溶けてる……なあ、わかる？　自分で……」


「っひあ、あ……っ、ぅん、ん……っなか、熱い……っ」


「熱い……？　へえ……まえも濡れっぱなしだし、じゃあその、熱いの、気持ちいいんだ……？」


「あっ、あ、んっ、い……っ」


　段々とリズムをつけながら、抜き差しの幅はばも間かん隔かくもばらばらに熱を送られて、そんなことを訊きかれても頷くしかできない。自分の意志ではないように止まらないあえかな声も、視界を滲にじませる涙も、そうでなければこんなに溢あふれてはこないだろう。


　痺しびれているような感覚の中で、篠田の熱が行き来するたびに鋭するどい快感を感じる時間が長くなっていく。予想できないタイミングで悦楽を与えられて、追いつめられた。


　そのまま幾いく度ども角度や体勢を変えながら突つかれ、さらに二度いった頃ころにはもう、侑志は全身に震ふるえのようなものさえ感じていた。


「っふ、ぅ……っ、ん、ぁ……っあ、ああ……っ」


　四つん這ばいの体勢すら保てなくなり、枕を抱だきしめて腰だけを上げた状態で、すでに一度達したあとにまた力を取り戻した篠田を受け入れ、声を上げた。


　もうやだ、ほんとうにだめだと泣きながら喘いで、ようやく熱を吐き出した篠田が背中に口くち接づけるのを感じながら、侑志は意識を失うようにして自らもまた終わりを迎むかえた。








　目が覚めた侑志は、あり得ないほどの怠だるさに、起きあがろうとした身体をばふんっと再びベッドに沈しずめた。


「……っ」


　なんだこれ、と言おうとしたはずが、喉のどがからからで、声が出なかった。代わりに、けほんっとすかすかした咳せきが零こぼれる。


　部屋は薄うす暗ぐらかった。ブラインドを下ろしているからというだけでなく、陽ひが暮れかけているからこその暗さのようだ。


（……いま何時だ……？）


　まだ霞かすみがかったような思考の中で、俺いつ寝ねたんだっけ、とぼんやり考える。するとふいにさーっと蘇よみがえってきた記き憶おくに、ひとりで息を呑のんだ。


「……っいて……」


　感じたことのない倦けん怠たい感の理由もすべてわかってしまい、再度ゆっくりと身体からだを起こすことにチャレンジする。すると、節々が筋肉痛のように軋きしんで、思わず声が漏もれた。やはりその声も掠れていて、喉に手をやると、少しだけ熱い気がした。


（……なんで喉まで痛いのかなんて、考えたくない……）


　はあ、と息をついてそっとベッドから降りる。すると、すぐにかくんっと膝ひざの力が抜けた。と、いうよりはもとから入らないというほうが正しいかもしれない。


　時計を見ていないからいまが何時なのかはわからないが、考えるに、きっと半日ほど眠ねむっていたはずだ。充じゆう分ぶんすぎるほどの休息を取っているはずなのに、それでもこれだけ身体がまだ言うことをきかないなんて、いったいどれほどの負ふ荷かが自分の身にかかったのか。


（……なんか……もう俺、なにやってんだろ……）


　常にはない状態の自分の身体をまじまじと見下ろして、侑志は息を吐いた。


　身体のこともそうだが、なにより、こんなことになっている自分自身、心そのものが情けなかった。


　───これで、再会したことで前向きな方向へと向かいそうだった日野への想おもいが、ますます複雑になってしまった。


　彼のことを好きだという、その気持ちを知られたくない。男の自分が同じ性を持つ友人のことを好きになってしまったことが、ほんとうはずっと後ろめたかった。


　それだけで五年も逃にげたのに、今度はほんとうに同性と関係を持ってしまったのだ。


　日野に軽けい蔑べつされたくないから、逃げて、そして同じ理由で、好きでもない男に抱かれた、なんて。


　それは結局、日野に対して、まっすぐに向き合うためのなにかを、侑志は自分でまた減らしてしまったことになるのではないか。───だけど。


『───気持ちいいんだ……？』


　その言葉に、半ば意識を混こん濁だくさせながらも、たしかに頷うなずいた自分が、いた。


　それをふいに記憶に返し、侑志はぎくんっと、ひとり身体を竦すくませた。


　嫌いやだと言いながら、わからないと首を振ふりながら、結局最後は、篠田の熱に溺おぼれていたじゃないか。抵てい抗こうなんか、長く続かなかった。喘いで、腰こしを振って、何度も達して。


　言い訳もできない。……自分の性せい癖へきを、あらためて認にん識しきさせられただけだ。


　いまさらこんなふうに自分を嫌けん悪おして、後こう悔かいしても、どうにもならないとわかっているのに、じわじわと滲んでくるような鈍にぶい衝しよう撃げきは、侑志を惑まどわせた。


　けれど、にわかには頭の中の混乱を整理することができずに、侑志はもう一度おおきく息を吐いて、顔を上げる。あまり考えすぎるとむかむかしてきて気持ちが悪くなりそうだった。


　だが、背中を伸のばしたことで、また痛む箇か所しよがあった。


（くそー……腰も痛え……）


　へたん、とラグの上に座り込んだ侑志は、鈍い痛みを訴うつたえる腰にてのひらを当て、ふと自分がきちんと服を着ていることに、いまさら気が付いた。


　部屋の端はしに、取り込んだ洗せん濯たく物をとりあえず放り込んでおくかごがある。いま侑志が着ているのは、たしかその中にあったロングＴシャツとスウェットだった。


（……げっ、下着もつけてる……）


　思わずたしかめて心の中で声を上げる。たしかに裸はだかで放っておかれるよりはいいかもしれないが、下着まできちんと着せられているなんて、なんだかもう、その経けい緯いを想像でもしようものなら、羞しゆう恥ちで死ねそうな勢いだった。


　しかし、鈍い痛みと怠さは残っていても、べたべたするとかどこか汚よごれているような気持ち悪さは感じない。それはつまり、篠田がきちんと後始末をしてくれたということなのだろう。


　ふと顔を上げた侑志は、ローテーブルの上に、ぴかっ、ぴかっ、と一定の間隔で光を放つものを見つけて、四つん這いになりそちらまで寄った。


　案の定それは侑志の携帯電話で、俺こんなとこにケータイ置いたっけ？　と首を傾かしげながらも、メールの受信を知らせているアイコンを見つけ開く。するとそれは、登録のないアドレスからのものだった。


　その内容を読んで、軽く目を瞠みはる。


（……〝また連れん絡らくする〟……）


　まったく予想外だったそのひと言と、携帯電話の番号のみが記された内容は、すぐにだれからのものかわかった。


　そういえば、一度うっすら意識が戻もどったときに、「あんたの番号とメアドは？」と訊かれた気がすると思い出す。だが、なにせそのときはまだ体力が微み塵じんも回復していなかった。


　だから、すぐに沈みそうな意識に半ば引きずられながら、バッグ、と答えるのが精せい一いつ杯ぱいだったのだ。それ以上は億おつ劫くうで仕方なく、勝手に漁あさるよ、と言う篠田の声に目を閉じたまま、好きにしてくれと思っただけでまたブラックアウトした。


　その意図が正しく伝わったのだろう。べつに携帯電話を他人に見られても気にしない性しよう分ぶんだが、たぶん篠田は、日野と番号とメアド交こう換かんする場を見ていたから、侑志がアドレスに自分のデータも登録しているのを知っていたはずだ。それだと暗証番号なしに、侑志のデータを赤外線で送信できるから、自分の携帯電話で受信し、メールを送ってきたのだろう。


（……よくわかんない男だなあ……）


　ひどく強ごう引いんで、有う無むを言わせないような行動で逃げ場すら与あたえてくれないかと思えば、侑志を身み綺ぎ麗れいに整えたり、携帯電話を弄いじるのにいちいち許可を取ったりと、妙みようなマメさも見せる。


　しかも、鈍どん痛つうを訴えるとはいっても、実は一番心配だった箇所が激痛を覚えるということはなく、慣れないことをしたせいで身体がびっくりしているという感じだった。たしかに合意の上とはいえ、半ば強引にされたことなのに、ひどくされた記憶もない。


　……味わったことのない快楽で、頭がおかしくなりそうだとは思ったけれど、それは、やったことのそもそもの目的を考えれば「ひどいこと」の部類には入らないだろう。


「……なに考えてんだ、俺」


　ふと思考の流れのおかしさに気が付いて、侑志はひとり呟つぶやきを漏らした。


　正しよう真しん正しよう銘めい、初めてだれかときちんと身体を重ねて、しかも相手は男で、自分は抱かれる側で、さらに、望んだ故ゆえのことではなかったのに。


（……充分、ひどいことだろ）


　そう思うのに、行こう為いを受け入れてしまった自己嫌悪には苛さいなまれるのに……この混乱の根元である篠田のことを思い出しても、どうしてだか、責めるような気持ちにはならなかった。


　なぜ嫌悪感を持って憎にくむほどの感情が生まれてこないのだろうか。ほんとうならきっと、こんな体験をすればもう二度と、相手の顔など見たくないと思うだろうに……。


（……きれいな、顔、だったよな）


　とくにあの真っ黒な闇やみ色の瞳ひとみを思い出すと、ざわざわと胸が騒さわぐ。だけどそれがどうしてなのか、あの目に見つめられて感じるものがいったいなんなのか、考えれば考えるほど、気になって仕方がなくなりそうだった。


　あの目が、なにもかもを奪うばったはずなのに───……。


「……っ」


　うっかりと行為まで思い返してしまい、腹の底のほうが熱くなるような感覚を覚えて、侑志はそれを振り切るように深呼吸をした。


　もうこれ以上考え込みたくない。本気で具合が悪くなりそうだ。


「……腹、減ったー……」


　どうにか気を紛まぎらわすように、小さく呟きをもらした。


　水も飲みたいし、実際ほんとうに空腹を感じている。けれどやはり、どうにも動く気力も体力も湧わいてこないと、テーブルに突つっ伏ぷした。


　急ぎの仕事や締しめ切りがなくて、ほんとうによかった。


　そのまままたぼんやりとした思考に揺ゆられながら、手の中に握にぎったままの携帯電話に残るメールに意識が行く。


　また、と篠田は書いていたけれど、本気かな、とそんなことをふと思った。





　　＊　＊　＊





　新しい仕事が舞まい込んできたのは、それから一週間が過ぎたあとのことだった。


　電話で連絡をくれたのは、以前仕事をしたことがある出版社の男性で、正確には彼は仲ちゆう介かい役だった。彼の知っているデザイン事務所が、侑志のイラストを起用したいと考えているらしい。


　おおまかな説明だったが仕事の内容を聞いて、侑志は興味を惹ひかれた。ある程度食べていけるようになったからと言って、仕事を選えり好ごのみする余よ裕ゆうがあるわけではないが、それでも、気が乗る仕事とそうでない仕事というのは、もちろんある。


　だが今回の仕事は、いままでやったことのないもので、なおかつ、やってみたいと思えるようなものだった。


　侑志が話に食いつくと、編集者はくだんのデザイン事務所の担当だという人間の名前と連絡先を教えてくれた。ＯＫなら直接返事をしてくれということだったので、携帯電話の番号らしいそれにかけると、丁てい寧ねいな応対で、一いつ旦たん切ってこちらからかけ直しますと言われた。


　それからすぐに折り返しかかってきた電話を取ると、辻つじと名乗った彼は詳くわしい説明を施ほどこしてくれた。


　仕事の内容は、辻のいるデザイン事務所が施せ工こうを請うけ負ったダイニングバーの、内装に飾かざるイラストの依い頼らいだった。


　トータルプロデュースを任されている、いわゆる空間プロデューサーと呼ばれる人間や、デザイナー、もちろん辻のような営業担当の人間なども含ふくめたほかのスタッフ、施工を依頼したクライアントなどといっしょに、一から創作していく作業ということだ。


　もともと描かいていた作品を指定しての起用でもない限り、依頼されての仕事となれば、大なり小なり、他人と関かかわることになる。もちろん、直接侑志が顔を見ない関係者の人間なら、どんな仕事でもそれなりの人数になるだろうが、今回は、顔を合わせる相手の数も多そうだ。


　それから、顔合わせや打ち合わせがてら、一度お会いしたいんですがと言われ、さらに一週間後の予定が決まった。


　その一週間の間にも、篠田からの連絡はなかった。さすがに先週は、もしほんとうに篠田から連絡がきたらどうしようかと危き惧ぐしていたが、もう一週間も過ぎてしまえば、それほど気にならなくなった。というよりは、気にしないようにした、というのがほんとうかもしれない。なんだかあまり考えてしまうのも、自意識過か剰じようのような気がして恥はずかしかった。


　その合間に、インターネットで空間プロデュースを請け負っている会社のＨＰなどを閲えつ覧らんしたりして、少量だが知識を入れてみた。


　侑志の通っていた大学の人間も多くがそれ系の職種に就ついているはずだが、侑志自身は学部の関係もあり、そういったパソコンなどを使ったデザインはやっていない。純じゆん粋すいに絵を描くことが好きで、どちらかといえばアナログなタイプだったのもあり、いままであまり知識のない職だった。


　クライアントから請け負った依頼を、具体的に形にし、それがどれだけ最終的にすばらしい空間になるかは、プロデューサーの腕うでにかかっている。もちろんそれに従うほかのデザイナーや社員、関係企き業ぎようの協力があってこそなのだろうが、総責任者でもある空間プロデューサーがしっかりと自分の能力を発揮できるスキルも必要なようだ。


　だが、ひどくやりがいのある仕事なのだろうということはわかって、自分がそこへ参加できることがさらにたのしみになった。


　そして辻と約束した日、待ち合わせ場所に指定された店は、駅と併へい設せつしたショッピングモールの中にあって、侑志にもすぐわかった。当日、時間よりも少しだけ早く着いた侑志が店を覗のぞくと、ガラス張りのカフェの奥にいた青年が、こちらに気付いたように立ち上がった。


　たぶん彼が辻なのだろうと店内に入ると、青年は侑志を見つめ静かな笑えみを浮うかべる。


「あらためてはじめまして。私わたくし、イセキ株式会社営業推進部の辻といいます」


　黒目がちなかわいい目をした青年は、そう名乗って名めい刺しをくれた。あまり背が高くなく、一七〇センチに少し届かない侑志と同じくらいの小こ柄がらな体格で、なんだかほっとした。


　一見あまりそうは見られないが、初対面の人間にはひどく緊きん張ちようしてしまう侑志にとって、これから仕事をする相手としては、付き合いやすそうな印象を受ける。


　おそらく年下だろうと思われるが、電話での会話やこの挨あい拶さつで、しっかりした雰ふん囲い気きも感じられた。


　ありがとうございます、と小さな紙し片へんを受け取って、侑志は辻を見返した。


「小沢です。すみません、あの、俺名刺ないんですけど……」


「ああ、いいですよ。小沢さんは、いままでの作品が名刺代わりみたいなものですから」


　もちろんプロフィールも拝見しましたけど、と笑みを浮かべる辻に、ならよかった、と頷うなずくと席を勧すすめられる。促うながされるまま腰こし掛かけて、注文を聞きにきた店員にカフェ・ラテを頼たのんだ。


「写真で拝見したよりも、さらにお若い感じがしますね、小沢さん」


「あー、よく言われます……なんか、童顔なんで」


「実は俺より三つも上だって知って、ちょっと驚おどろきました」


　場を和なごませるためか、少しだけフランクな喋しやべりかたになって、辻が笑う。それに侑志は首を傾かしげるようにして視線を返した。


「でも、辻さんも俺と近いタイプな気しますけど……」


　目のまえの青年も、どちらかというと童顔の部類に入るだろう。如じよ才さいない感じの口調と態度が落ち着いた雰囲気を作っているが、貌かお立だちだけで言えばどこか幼い印象を受ける。


　侑志の言葉に、辻はまた小さく笑った。


「たしかに、知人には、高校生の頃ころから顔変わってないって言われますね」


「あ～、俺も言われるかも……」


「では、童顔同士、仲よくやっていきましょう。よろしくお願いしますね。って説明がまだでしたけど」


　そう言って辻は鞄かばんからファイルを取り出した。企き画かく書しよ、平面レイアウト、イメージパースなどの資料を見せられ、興味深く侑志は目を通していく。


「へえ……」


　素人しろうと目にも、とてもわかりやすい資料だった。そしてそれらを見る限りでは、侑志の好みにも近い。近所にあれば、ふらりと行ってみたくなるかもしれない。


「場所は、新規ではなく、以前の店てん舗ぽが潰つぶれたあとを使用するんですが」


　住所を告げられるが、だいたい決まった店にしか行かない侑志にはわからなかった。


「もちろんまだ全然内装には手をつけてないんで、まえの店のままですけど、よかったら見に行きますか？　空間の広さとか実際に行ってみたほうがイメージの助けになるかもしれませんし。それと、参考までに、今回の施工管理者が以前プロデュースした店にも寄りましょうか」


「いいんですか？」


「ええ。そのあとに事務所のほうへご案内して、チームの人間を紹しよう介かいしますね」


　それは願ってもない提案だと頷く。まだ手つかずとはいえ、実際にその場所を知っているのといないのとではたぶんいろんなものがちがってくるだろう。


　今回の仕事は、侑志にとっておおきなものであるとはいえ、最終的にはそのプロデュースされる店がどれだけの評価を得られるかが要だ。侑志の仕事はあくまでも、その中での一部分にすぎない。調和と、インパクト。そのふたつをバランスよく感じられるイラストを描くためには、店の周囲の環かん境きようや雰囲気なども知っておきたかった。


　それに、すでに施工済みの店舗も見ることができるというのなら、辻の言う通り、よりイメージが浮かびやすくなるかもしれない。


　それから案内してもらった施工予定の場所は、駅から少し歩いた奥まった路地にあった。そう広いわけではなかったが、周りも同じくらいの規模の店が多い。その辺で見かけたのは、比ひ較かく的てき侑志と同年代くらいの人間のようだった。その雰囲気を、自分なりに覚えておく。


　次に、実際もう営業している店へ向かった。そこは飲食店ではなくアパレルショップだったが、むしろそのほうが想像に余計な邪じや魔まが入らずにいい。同じような店だったら、そのイメージが印象に残りすぎてしまうかもしれなかったから、辻の選せん択たくにも感謝した。


「どうですか？　なにか参考になりそうです？」


「そう、ですね……俺、ボキャブラリーないんでうまく言えないんですけど、なんか、すごい落ち着く感じがする、かなあ」


　資料を見たときも、同じような印象を受けた。単に趣しゆ味みが合うだけなのかもしれないが、その感覚の一いつ致ちが実はいちばん重要でもある。


　それから最後に、事務所を訪おとずれ、今回の施工に関わっているひとたちを紹介してもらう。


　仕事中なだけに一気に全員というわけにはいかなかったが、何人か挨拶を交かわしたところで、携帯電話を取り出した辻が、あ、と声を上げた。


「よかった。ちょうどいま、今回の施工管理者の人間が帰ってきたみたいですよ」


　いよいよ空間プロデューサーである総責任者とも会えるらしい。さっきもらった資料もその人物の企き画かくしたものということだから、俄が然ぜん期待度が高まった。


「あ、来ました。篠田！」


　だが、軽く声を上げ辻が呼んだ名前に、え？　と思いながら視線を向けた侑志は、そのまま驚きに目を瞠みはった。……どこかで聞いた名前だと思ったら、まさか。


「小沢さん、こっちが、今回の施工管理者の、篠田です」


　……うそだろ。


　思わず心の中で呟つぶやくも、侑志の目のまえに立っている男の姿は、忘れられるはずもないものだった。


　すらりとしたバランスのいい長身に載のる顔は、まるでモデルかタレントのように綺き麗れいな造り。中でも印象的なのは、その強い意志を秘ひめたような、黒い瞳ひとみ───間ま違ちがいなく、あの日自分を抱だいた、篠田薫、だった。


「俺と同期で、若いんですが実力はさっき見てもらった通りで……小沢さん？」


　驚きよう愕がくがすぎてぼけっとした顔を晒さらしてしまっていた侑志に、辻が怪訝けげんそうな視線を寄こす。それにはっと我に返りはしたが、驚きと混乱はまだ収まってはくれなかった。


「悪い、辻。顔見知りだった」


「え？　ああ、そうなの？　ほんとに？」


　だがそこへ当の篠田が声をかけ、辻も驚いたように声を上げる。ああ、と頷いた篠田の目が一いつ瞬しゆん侑志を捉とらえ、その視線だけでまた、以前と同じように、首の後ろにちりっとした刺し激げきが疾はしった。


　途と端たんに、ばくばくと心臓が暴走を始めて、体温が上がっていく。だが、そんな侑志の変化に気付いているのかいないのか、篠田は辻に説明を施ほどこしている。


「日野さんの、大学のときの同級生なんだよ。このまえ、日野さんといっしょのとき偶ぐう然ぜん会って、俺も呑のみに交ぜてもらった。……ですよね？　小沢さん」


　ふいに話を振ふられて、微かすかに肩かたを揺ゆらした侑志は、なんとか、こく、と頷いてみせた。


「……うん、そんな、感じで……」


「あのときはあまりお話しできませんでしたし、こちらの仕事にも触ふれませんでしたから、驚かせてしまったみたいで申し訳ありません」


　そう言って小さく笑みを浮うかべてみせる篠田の、このまえとはまったくちがう丁てい寧ねいな態度に、いえ、とぎこちなく首を振った。


　どくどくと打つ心臓は収まる気配がない。


　まったく心の準備のないところにこの再会は、冷静に受け止めるには少しむずかしかった。だが、篠田のほうはそんな侑志をよそにひどく涼すずしい顔だ。


　まあ、ここは仕事場なわけだし、このあいだのように接するわけにもいかないことはわかる。だが、よくそんなに平然とした、ふたりの間にあるものを忘れてしまったような顔ができるな、と少しだけ恨うらみがましい気持ちになった。


　ひとりであわあわしている自分だけが、あのことを気にしているみたいだ。


（……まあ、なんか遊んでそうだし、もてそうだし、そりゃそうか）


　男女問わず、この男の色気にやられる人間は多いだろう。相手にはことかかないだろうことは簡単に予想がつく。


　だとすれば、わざわざ篠田のほうからあんな条件を提示してまで、色事に縁えんのなさそうな自分なんかを抱こうとしたのか謎なぞだが、たぶん物もの珍めずらしさだとか、気まぐれだとか、その程度のことだったのだろう。きっと侑志は、いままで篠田の周りにはいなかったタイプなのにちがいない。


　そう思うと、激しい鼓こ動どうは収まってきたが、代わりに、なんだか胸の奥がもやっとしたもので覆おおわれたように気持ちが悪くなった気がした。その変化に困こん惑わくしながら、思わず自分の服の胸むな元もとを摑つかんで眉まゆ根ねを寄せる。


「そしたら小沢さん、向こうで軽い打ち合わせに入ってもらえます？」


　辻にそう言われ、侑志は慌あわてて顔を上げると「あ、はい」と頷うなずいた。


　困惑と混乱は残ったままとはいえ、一度やると決めたことなのだから、とりあえずは篠田との関係についてはまたべつだと半ば無む理り矢や理り割り切るように、思考の隅すみに追いやる。


「じゃあ、がんばってくださいね」


　だが、ひらっと手を振って背を向ける辻に、侑志は「え？」と目を瞠った。まさか、篠田とふたりきりで打ち合わせなのか。


　去っていく辻を呼び止めることはできず、呆ぼう然ぜんとしていると「こっちです」と篠田の声が侑志を促うながした。見ると篠田は、奥に向かってすでに歩き出している。それに、仕方ない、とため息を呑み込んで腹を括くくると、侑志はその後ろを追った。


「また日をあらためて、クライアントとも顔合わせしてもらったりすることになると思いますが」


　ふたりきりになったら、なにか言われたり揶揄からかわれたりするんじゃないかと少しだけ構えていたが、小会議室のようなところに侑志を通した篠田は、資料を取り出して話を進めていく。口調はさっきほどあらたまった敬語ではなくなっているが、やはりこのまえとはちがう。わずかに戸と惑まどいながらも侑志は篠田の話に耳を傾かたむけた。


「店のコンセプトは、気楽に、気軽に、ってことで、ターゲットは二十代半ばくらいからですね。場所はもう聞かれました？」


「え？　ああ、さっき、ここに来るまえに、辻さんに連れてってもらったけど……」


「ならあの辺の雰ふん囲い気きとかも実際感じられたと思いますけど、駅から少し歩くからちょっと静かで落ち着いた感じだったでしょう」


　たしかに、侑志も同じような印象を受けた。頷く侑志に、篠田が続ける。


「二十代も後半になってくると、あんまりごちゃごちゃした、若者向けという感じが強い店からは足が遠のくようになりますよね。けれど、あまりに敷しき居いの高いところや、いかにも落ち着いた店なんかには、正直まだ気き後おくれして入りにくいという人間も、実は多い」


　なるほど、それはそうかもしれない。侑志もたぶんそのひとりで、いい加減多少はどっしり構えてもいいだろう年ねん齢れいだというのに、おしゃれなバーや、いかにもな高級料理店などにはほとんど縁がなかった。興味がそれほどないというのもあるが、やはり躊ちゆう躇ちよする気持ちが湧わいて腰こしが引けてしまうのだ。


「で、今回の店は、そういうひとたちにも、気軽に来てもらえて、堅かた苦くるしくなく呑んで食事もできる……それでいてなおかつ、二十代半ばという年代に見合った、少しだけ落ち着きも備えたダイニングバーにしたい、というのがクライアントの希望です」


　ノートパソコンも持参していた篠田が、タッチパッドを弄いじりながら画面を見せてくれる。それはどうやら、あの出店予定の場所周辺にある他店の評判や、どの店が人気があるのかなどのマーケティングリサーチの結果のようだった。


「まえの店てん舗ぽはどうやら、ちょっとかしこまりすぎてたみたいですね。これを見る限り、人気があるのはやっぱり、ある程度落ち着いてて、ある程度トレンドも取り入れたところですし……問題は、同じような店が並ぶ一画で、この条件をクリアしつつ、そこへどれだけ客の気を惹ひくインパクトを持ってくるかになります」


　そう言って、篠田はまっすぐに侑志のほうを見た。


「もちろん、外観、内装、フードメニューにドリンク、サービス諸もろ々もろに関してのプロデュースは、俺が自信をもってご提供させていただきます。ただ今回は、気軽さと落ち着きがキーワードになってきますので、店内の装そう飾しよく、とりわけ壁かべ掛かけのイラストに力を入れたいと思ってるんです」


　真しん剣けんな、完全に仕事のことだけに集中している目で見つめられ、侑志はどきっと胸を弾はずませた。不覚にも、その強い意志をたたえた色を、かっこいいと思ってしまう。


「……つまり、イラストの善よし悪あしが、店の評価を左右するかもしれないって？」


「極きよく端たんに言えばですが。それくらいの覚かく悟ごで臨のぞんでもらいたいと」


　おおきな仕事だとは思っていたが、ほんとうに、プレッシャーのかかる件らしい。ふうん、と考え込む侑志を見て、そこでふと、少しだけ篠田の目に浮かぶ表情が変わった。わずかに揶や揄ゆするような色が滲にじむのがわかる。


「つまり、私情を挟はさんだり、プライベートに影えい響きようされたりするなら、むずかしい仕事なわけです。ですから……もう少し考える時間が必要なようなら、待ちますが？」


　それはつまり、篠田と自分の関係に戸惑ってきちんと仕事ができないようなら、やめておくかと、そう訊きいているわけだ。篠田の言葉をそう解かい釈しやくして、侑志は顔を上げると静かに目のまえの男を見返した。


「いらない」


　目を逸そらさずにそう言って、続ける。


「おまえと俺がどうだろうと、そんなの仕事とはまったくべつの話だし、混同する気なんかない。あたりまえだろ。……受けるよ、今回の仕事」


　侑志の言葉に、篠田はわずかにだが目を瞠みはったように見えた。それからふっと笑う。


「そうですか。なら、とりあえずはこれからしばらく、よろしくお願いします」


　差し出された手に、握あく手しゆかよ、と一いつ瞬しゆん躊躇ためらってから、侑志は自分の手を出した。


「……よろしく」


　すると、侑志の手を握にぎった篠田は、そのままぐいっと自分のほうへと引き寄せた。向かいでなく隣となりに腰こし掛かけていた侑志は、いきなりのことでその力に逆らえず篠田のほうへと倒たおれ込むように引っ張られてしまう。


「っ、ちょ……っ」


「ぼうっとしてそうで、案外しっかりしてるなと思ったけど、やっぱあんた、隙すきだらけだな」


　ちゅ、という音が耳元で響ひびいて、同時に濡ぬれた感かん触しよくも感じ、侑志は息を呑のんだ。がらりと変わった口調にも驚おどろきを隠かくせない。


「っな、おま……っ、ちょお、離はなせばか……っ」


「離したら逃にげるのがわかってるのに、聞くわけないだろ？」


　胸に抱だき込まれて、耳元に囁ささやきが落ちる。その低い声にびくんっと肩かたを揺ゆらすと、脇わきを摑まれ、ぐいっと持ち上げられてしまった。びっくりしている間に、広い机に背中を乗せられ、篠田が覆い被かぶさってくる。


　あっという間のできごとに呆然とされるがままだった侑志は、はたと我に返って腕うでを突つっぱねた。


「ちょ、待てって！　つか、おまえ、ついいまさっき、私情挟むなって自分で言ったじゃんか……っ」


　あきらかにいまは仕事中だろうと非難すると、篠田は近い距きよ離りで口の端はしを上げ笑う。


「もう仕事の話は終わっただろ」


　しれっとそんなことを嘯うそぶいて、首筋に顔を埋うずめた篠田に、侑志は内心で、なんだその勝手な基準!?　と叫さけぶが、声にはできなかった。ちりっとした痛みが鎖さ骨こつのあたりに疾はしって、零こぼれそうになった息を呑み込む。


「っ、やめ……っ」


「……このまえので終わりじゃねえよ？　わかってるよな？」


　篠田の胸を押し返していた手を取られ、机に縫ぬいつけるように押さえ付けられた。篠田はそうしてゆったりと、けれど確実に侑志の抵てい抗こうを封ふうじる。その言葉にも、侑志は驚きを含ふくんで視線を返した。


　たしかに、また連れん絡らくするとは、あの日メールで言っていたけれど、それから二週間もの間、篠田からほんとうにコンタクトがあったことは一度もなかった。だからさっき再会したときも、その偶ぐう然ぜんに驚いたのだし、態度のそっけなさに、やっぱりあの一回で篠田の気が済んだのだろうと思っていた。


　なのに急にまた態度を変えられて、正直混乱がおおきくてついていけない。けれど。


（……なんで、俺……）


　頤おとがいに口唇くちびるを這はわせられ、睫毛まつげが震ふるえた。手を押さえられているとはいえ、覆い被さられているとはいえ、それでも、全力で抵抗すればきっと逃げられる。なのに、どうして自分は、ろくな抵抗もできずにこんなふうに、篠田の体温を受け入れているのだろう。


　二週間ものブランクがあるのに、あの日篠田に触ふれられて侵しん略りやくされたあの感覚を思い出して、まるで快感のような痺しびれを覚えてしまうなんて、自分で自分が信じられなかった。


　しかもこんな、初めて来た会社の、仕事相手の職場の、会議室なんて場所で。


「……っ、んぅ……っ」


　口唇を塞ふさがれて、じん、と脳が痺れた。キスが気持ちいいものであると、身体からだが覚えてしまっているように、力が抜ぬけていく。


　舌を絡からめられ、吸われて、唾だ液えきが溢あふれる感触すら、嫌いやだと思えない。おおきな手に触れられ、撫なぜられることで、身体が熱くなっていくことを止められなかった。


「……っん、ぁ……っ、なん、で……っ」


「……なに？」


　けれど、ぐるぐる頭を回る戸惑いもやはり消えてはくれずに、口から零れた。服をたくし上げあらわにした胸を舐なめていた篠田が顔を上げ、目線を寄こす。


「わざわざ、俺にこんなこと、しなくても……おまえなら、ほかにもいるだろ……」


　なにが、とは言わなかったが、篠田は侑志の言いたいことを理解したらしく、眉まゆを上げた。


「……ま、たしかに、あんたみたいなタイプは、俺の好みからはちょっと外れてるけど」


　年上は好きだけどあんたはまったくそう見えないし、と言われ、なぜかつきん、と胸に痛みが疾る。予想してた通りの答えだというのに、なぜこんな感情を覚えるのかと困こん惑わくして、侑志は視線を外した。


「っなら、俺がおまえの相手する必要なんかないだろ……っ」


　すると、まるでその視線を追いかけてくるように、篠田の瞳ひとみが覗のぞき込んできて、驚く侑志の口唇をキスで塞ぐ。


　口内を舐めて、口唇を甘あま嚙がみするように愛あい撫ぶした篠田は、口くち接づけを解くと小さく笑ったようだった。


「……けど、こないだ抱いたときのあんたは、結構よかったよ。反応も予想以上だったし、案外素す直なおだしね……？」


「っん……っ」


　それが、すぐに昂たかぶってしまった自分の身体のことを指しているのだということはすぐにわかる。囁くように言葉を落としながら篠田の手が触れた下か肢しは、すでに熱を持っていて、誤ご魔ま化かすこともできなかった。


「っあ、ぅん……っ、んん」


「ほらな？　その顔やらしいし……」


　揶や揄ゆするような篠田の声と、己おのれの浅ましい反応に、羞しゆう恥ちと同時に、切なさのようなものが胸に滲むけれど、それがどうしてだかはわからない。ただ、それでも結局は、きっと抵抗できずにまた、この波に流されてしまう自分だけは知ってしまった。


　篠田のころころ変わる態度や、その気まぐれな行動の謎なぞよりも、それに心底嫌だという感情が湧わいてこない自分のほうが、さらにわからない。どうして最後は逆らえないのか。どうして、与あたえられる体温を突っぱねることができないのか。


　ぐるぐると心の中は困惑でいっぱいになっていくのに、それでも、巧たくみすぎる篠田の愛撫に、くらくらと思考が溶とけていくのを、侑志は自分で止めることがもうできなかった。


　それまで色めいたことにはほとんど縁えんのなかった侑志には、慣れない状じよう況きようへの混乱と困惑もあったが、すぐにあえかな声を我が慢まんできなくなってしまった。


　けれど、あんまり声出すとばれるよ、と揶揄され口唇を嚙かんだら、それを解くようにキスされて、その感触に少しだけほっとしたことは、絶対に言わない。


　ただそのまま吐と息いきまで呑み込むように口接けられながら追い上げられ、限界がくるのは早かった。


　もしかしたらだれかがやってくるかもしれない、気付かれるかもしれない、というシチュエーションで、周りを意識せずにはいられないはずなのに、気付けば篠田の愛撫だけに思考を奪うばわれ、身を委ゆだねていた。


　だが、侑志を追い上げただけで離れた篠田に、思わず「おまえは……？」と訊きいてしまい、しまったと思ったときにはすでに遅おそかった。


　してくれんの？　と意地悪く笑われ、う、と言葉に詰つまったが、そっと篠田の中心に手を伸のばすと、そこは熱く、驚いてしまう。だが、やっぱり自分だって反応してるんじゃないかと思って見上げた、篠田のすました綺き麗れいな顔との対比に、わずかに興こう奪ふんした自分は、たぶん少し思考が麻ま痺ひしていたにちがいない。


　いきなり口はかわいそうだから、手でしてよ。


　そんなことを囁きながら近付いた端たん正せいな顔が、キスをするのに応こたえてしまったら、躊躇ためらいは小さくなった。たどたどしい手つきで触さわる侑志の顔や首筋に時折キスを落としながら、篠田はそれでもゆっくりと中心をおおきくしていき、時間をかけて達した。ただ、耳元にかかる荒あらい息を、色っぽいなと思った自分に気が付いたときには、ひどく動どう揺ようしてしまった。


「……俺のして、感じたの？　また目潤うるんでるよ」


　自分でわかってる？　と耳じ朶だを齧かじられ、かああっと顔が熱くなる。急激な恥はずかしさと同時に、後ろめたさのようなものが襲おそってきて、思わず腕を張って抱き込まれていた身体を離した。


　その勢いのまま、帰る、とひと言呟つぶやいて部屋を出ようとしたら、ぱしっと手首を摑まれて肩が揺れた。


「……また連絡する」


　もしかして続きを催さい促そくされるのかと思った懸け念ねんは外れ、ただ耳の裏のあたりに口唇をあてられ、そこへ直じかに、最初のときのメールと同じ言葉を囁かれた。それからするっと手が離れる。


　結局最後まではされなかったものの、絶対にいま自分は他人に見せられるような顔でないことだけはわかって、辻やほかの人間に挨あい拶さつもできないまま、震える足で侑志は事務所をあとにした。








　三日後の夜、ちょうどキッチンにいたときチャイムが鳴ったのですぐに玄げん関かんに行き、侑志がドアを開けると、同時に「おい」と頭上から低い声が降りてきた。


「あんたいま、相手がだれかも確かく認にんせずに開けただろ」


「え？……え？」


　見ると、篠田が立っていた。すぐに状況を呑のみ込めない侑志に構わず、篠田は眉根を寄せながらドアに手をかけた。


「ただでさえこんなセキュリティの欠片かけらもないようなアパートで、しかも夜中だぞ。インターフォンの相手くらいちゃんと見ろよ」


「え、って、ちょ……っ」


「開けた途と端たんこうやってドア摑まれて、閉められないように足でもひっかけられたらすぐ侵しん入にゆうされんだぞ」


　睨にらむようにして、くどくどと落とされる小言じみたこともそうだが、予想しなかった来訪者にぽかんとしてしまう。……連れん絡らくする、とはたしかに言っていたが、その連絡はまだなかったはずだ。だが篠田は、そんな侑志をさらに鋭するどい視線で射い貫ぬく。


「おい、ちょっと、聞いてんのかよ？」


「え、いや、……あ、うん……？」


「思いっきり聞いてねーじゃねえか」


　曖あい昧まいに頷うなずいた侑志に呆あきれた目を向けて、篠田は「上がるよ」と言うとさっさと玄関の中に入って靴くつを脱ぬいでいる。つかつかと部屋に上がり込む篠田を、侑志は慌あわてて追った。


「って、ちょ、篠田っ」


「仕事は？」


「へ？」


　唐とう突とつにそう聞かれて、またぽかんと篠田を見上げる。だから、と篠田は侑志を見返した。


「いま急がなきゃなんない仕事はあんのかって聞いてんだけど」


「え、あ、仕事？」


「そう。うちからの以外でなんかあんの？」


　篠田のところから以外のものも、ないわけではないが、急ぐほどではない。展開についていけないままだったが、頭の中でスケジュールを思い出して首を振ふった。


「あるけど、べつに急ぎなわけじゃないかな」


　それがいったいなんなんだ、と訊こうとした侑志は、次の瞬しゆん間かん目の前に迫せまっていた黒い瞳に、心の中で声を上げた。


「……っん……！」


　口唇くちびるを塞ふさがれ、甘嚙みされて離れていく篠田の顔に、目を瞠みはったままほかの反応ができない。すると篠田は、侑志の腰こしを引き寄せて、腹の両横をすっと撫なで上げた。


「んっ」


「……なら抱だく」


　顔を傾かたむけた篠田に、耳元でそうひと言囁かれて、いま呑んだ息が口唇から震ふるえて零こぼれた。篠田はそのまま、やわらかい軟なん骨こつを食はむ。


「それと、今日は最後までするから」


「……っ」


　言われた意味を理解した途端、ものすごい熱が、首もとから這はい上がってきた。ちゅ、と湿しめった音が耳に響ひびいて、膝ひざの力が抜ぬけそうになる。首筋をおおきな手に撫なぜられ、腰に回ったままだったもう片方の手が、臀でん部ぶを軽く揉もんだ。


「っ、や、ちょ、ま……っ、篠田、待って……っ」


「なに。あんたに拒こばむ権利ないって、覚えてるよな？」


「覚えてる、けど、だって……っ」


「……だって、なに？」


　混乱して泣きそうに眉まゆ根ねを寄せて篠田を押し返すと、一応話を聞いてくれるということなのか、妖あやしく動いていた手が止まった。先を促うながされ、上がってしまった息を、は、と吐はき出して侑志は俯うつむく。


「や、だっておまえ、連絡するって言ってたから、こんな、いきなり、びっくりして、俺……」


　しかも、まだ事務所で会ったあの日から三日しか経たっていないのだ。前回連絡すると言って二週間もの間が空いていたのもあって、こんなに早く次が来るなんて思っていなかった。


　困こん惑わくと、治まらない胸の鼓こ動どうで、つたない言葉でしか説明できない侑志に、篠田は、つと首を傾かしげるようにして顔を覗のぞき込んできた。


「まあ、連絡するっつってしなかったのは、ぎりぎりまでわかんなかったからなんだけど。たしかに俺が悪いから、先にシャワーでも浴びてくる？」


「え？」


「さすがに明日とか来週とかまでは待てないから。せめてシャワーくらい浴びたいかなって思ったんだけど？」


　譲じよう歩ほして数十分だと告げられて、それがどれほどの効果もないだろうとわかっていても、頷くしか侑志には選せん択たく肢しがなかった。


　こくん、と頷くと、篠田は「じゃ、どうぞ」と笑えみを含ふくんだ声で侑志を促した。躊躇すればもう動けなくなってしまいそうで、くるんと踵きびすを返した侑志は、キッチンから出て短い廊ろう下かの脇わきにある浴室に向かった。


　どくどくと体中を巡めぐるような鼓動を静めたくて頭からシャワーを浴びた侑志は、混乱の中でも無意識にボディーソープを手に取って身体からだを洗いながら、ふとあることに思い至った。


　もしかして、するまえにシャワーなんて、よく考えたら、ものすごく恥ずかしいことなのではないだろうかと思う。慣れない行こう為いの緊きん張ちようを解くためだなんて言いながら、結局は、抱かれるための準備をしているのだ。


　気付いた途端ひどく落ち着かなくなって、まだ洗っている途と中ちゆうだった泡あわのついたままのボディータオルを元の位置に戻もどしたり、慌てて洗い流したりと、妙みような行動を取ってしまった。


「……なにやってんの、俺……」


　身体の泡も洗い流しながらため息を吐く。長くは待てないと言われているのだから、覚かく悟ごを決めるしかないのだ。だいたい、初めてなわけじゃないんだし、一いつ旦たん自分で決めたことだろ、と言い聞かせる。


　だが、このまえの事務所で触ふれられたときには、最後まではしなかった。そして篠田がさっき宣言したとおり、今日は、また、あの日のように、彼に抱かれてしまうということだ。


「……っ」


　そう思った途端、奇き妙みような震えが疾はしった。それが、ずっと燻くすぶり続けている後ろめたさからくるものなのか、それとも、わけがわからないくらいに翻ほん弄ろうされたあのときの記き憶おくが脳のう裏りに返ったからなのか、自分でも判断できない。ただ、怖こわい、とふと思った。


　それはたぶん、行為に対してでなく、そうしていつまでも、はっきりとどちらへも踏ふみ切れない自分自身の覚おぼ束つかなさに対してだ。このまままた、流されていいのかという迷いはいつもあるのに、きっと、このまえみたいに、ろくな抵てい抗こうもできずに受け入れてしまうだろうことを、否定できない。


（……なんかもう、頭ん中ごちゃごちゃで、どうしたらいいかわかんなくなってきた……）


　ひどい緊きん張ちよう感かんにも似た感覚に襲おそわれていると、ふいにがらっと音がして浴室の外の空気を感じる。驚おどろいてそちらを見ると、やはり戸が開いていて、篠田が立っていた。


「っなん……」


「……もしかして、途中で、余計恥はずかしい状じよう況きようになってるってことに気付いて、出てこられなくなったかなと思ったんだけど」


「そ、んなこと……」


　図星を突つかれて動どう揺ようした顔を晒さらしてしまう。さらに、篠田の均整のとれた見事な上半身が露あらわになっていることに気付き、顔が熱くなった。


「それだと困るから、俺のほうから来てみたってわけ」


「っちょ、篠田、なにやって、……っ」


　立ちこめる湯気の向こうで、篠田は止める間もなくボトムも脱ぎ捨ててしまった。なにも覆おおわない姿になった篠田が、浴室内に足を踏み入れてきて、侑志は肩かたを震わせる。


「しのだ……っ、ま……っ」


「待たない」


「っ、ん、んん……っ」


　ぐいっと肘ひじを取られ、出しっぱなしだったシャワーの湯が当たらない位置で壁かべに背中を押しつけられ、口唇を重ねられた。眦まなじりから頰ほおのあたりに手を添そえられ、さっき摑まれた腕うでは、手首を壁に縫ぬいつけるように拘こう束そくされる。


　シャワーの音でうるさいはずなのに、舌で口内をかき回される濡ぬれた音が聞こえた気がして、睫毛まつげが震えた。


「……っふぁ、あ、ん……っん、んぅ」


　角度を変えて、しつこいくらいに篠田の舌が口の中を舐なめ回す。唾だ液えきを吸われて、惑まどっていた自身の舌を捕とらえられると、じん、とした痺しびれが脳の奥から発生して、身体の力が抜けていった。


　そんな自分に、ほらやっぱり流されるんだ、と心のどこかで嘲あざけるような声がするけれど、反論すらできない。事実、逆らえない自分がいるからだ。


「……っ、ん、ぅ、はぁ……っ」


「なあ、あんた自分がどんな目してるか知ってる……？」


「ん、な、に……？」


　眦を指の腹で撫ぜられ、熱い息を吐き出しながら、侑志は篠田の問いの意味がわからないと視線を返した。


「すげえんだぜ、あんたの目……普ふ段だんから濡れたみたいに潤うるんでんの、自覚ある？」


　なんだそれは、と身に覚えのない侑志が、ふる、と首を振ると、篠田は苦く笑しようのようなものを浮うかべた。初めてみる表情に気を惹ひかれてじっと見つめていると、それだよ、と言われる。


「いまなんか、普段以上に濡れて、やばいくらい目で誘さそってくんのに、無意識なわけかよ……タチわりい」


「っん、あ、あ……っ」


　誘ってないと反論したかったが、首筋に吸い付かれ、胸を弄いじられた刺し激げきに意識を持って行かれてしまった。


「……日野さんのことも、そんな目で見てたんじゃねえの……？」


「……っはぁ……、なに……？」


　ぼそっと呟つぶやかれた言葉に、視線を返す。


　性急で強ごう引いんなくせに、溺おぼれそうになるほど的確な篠田の愛あい撫ぶに、段々と思考は浮かされたようになってきていた。


「それに気付かない日野さんもたいがいだけど、このまえは嬉き々きとしてメアド交こう換かんしてたし、案外可能性はあるかもな」


「え……？」


　だが、小さく歪ゆがんだような表情で篠田が言い出したことに、戸と惑まどいを覚えて侑志は上がる息の中視線を返した。


「そのあとメールでも来た？」


　じっと目を向けてくる篠田に、どうしてそんなことを訊きいてくるのだろうと不思議に思いながら見返す。


　その瞳ひとみは変わらず漆しつ黒こくに包まれていて、真意はよくわからない。侑志は、ただ、ふる、と首を振ふった。


「……来てない、けど……」


　それが篠田となにか関係があるのだろうか。


「……なんだよ、いきなり……」


　たしかに篠田は、侑志が日野のことを好きだと思っているはずだけれど、なぜいまそんな話を持ち出すのだろう。ばらさないことを交換条件にこの行為を受け入れてはいるけれど、まるで詮せん索さくでもしているようだ。


　けれど篠田がそんなことをする必要があるようには思えなくて、侑志は怪訝けげんな思いで視線を返す。


　すると篠田は、はっとしたように瞬まばたきをして、なんでもねえよ、と少しぶっきらぼうに呟いて、ひとつ息を吐はいた。それより、と再び侑志の眦に指を這はわせる。


「……あんた、ひとのことじっとみる癖くせあんだろ。あれ、やめとけよな」


「……はあ……？」


「だれかれ構わず誘ってんのかって勘かん違ちがいされるぜって言ってんだよ。そんな無防備で、よくいままで無事だったよなって思うよ」


　癖って、それはおまえのほうだろ、と侑志は篠田の言葉に内心で反論した。


　たしかに、絵を描かく人間の習性とでもいおうか、目に入る景色けしきや物、ひとなどを、記憶に留とどめておくために、無意識にじっと観察しているときはある。


　だが、初対面の人間だった自分を、じろじろと不ぶ躾しつけなくらい見ていた篠田に言われたくない。


　それに、篠田は侑志の視線に不思議な感想を抱いだいたようだったが、それも彼のほうがよっぽど、印象的な目をしていると思う。


　じっと視線を送られることはもちろんそれだけで戸惑いを覚える行こう為いだけれど、篠田の瞳は、ほかの人間よりもさらに強い気がした。


　形がよくて、整っているからというだけでなく、その真っ黒な虹こう彩さいの中に、ひどく強いなにかが潜ひそんでいて、底が見えない。その不可思議な力に一いつ旦たん魅み入いられると、もうどうにも逃にげる術すべが見あたらなくなってしまって、動けなくなるのだ。


　困こん惑わくを抱かかえながらも、捕らえられてしまったら最後、抵抗できなくなる。


　そんな瞳で見つめながら、覚えのない注意を施ほどこされてもよくわからない。


「……篠田って、……ん、なんか変なことばっか言うな」


「……はあ？」


　侑志の感想に、今度は篠田が怪訝そうな声と表情を晒す。


「言っとくけど、俺、もてたことなんかいままでねえもん。だからいまいち、おまえが言ってる意味わかんないんだけど……」


　小首を傾かしげると、侑志はやはり近くで見つめると吸いこまれそうな気がする篠田の瞳を見返した。


（……勘違い、かなあ……）


　そう思いながらも、湿しつ気けと熱気の充じゆう満まんしていく浴室の温度と、いまだ触れ合ったままの篠田の体温に煽あおられるように、緩ゆるむ思考のまま口を開く。


「よくぼうっとしてるとは言われるからさ……心配してくれてんの？」


　だがそう問いかけた瞬しゆん間かん、篠田は眉まゆ根ねを寄せた。


「……なんでそうなんだよ。そもそも俺があんたにしてること、忘れてねえだろーな」


「……っんっ」


　すり、と太ふと腿ももを擽くすぐられて身体からだ全体が震ふるえた。


「……あんたの心配なんか、俺がするわけねえだろ」


「……っん、ふ……っ」


　それから胸を吸われて上がりそうな声を呑のみ込むように息を殺す。


　言われた言葉に、それはそうか、と篠田との関係の歪いびつさを思い出させられて、なぜだか、じくん、と胸の奥のほうが痛んだ。


　篠田が侑志の身の心配などするわけがない。やはり勘違いだったようだ。


（……あたりまえ、か……）


　胸の裡うちでぽつんと呟いて、じわ、と広がりそうなその痛みを抑おさえるように目を閉じる。すると、篠田の口唇くちびるが耳元に戻もどってきた。


「……ほら、経験少ないなんて思えないくらい、感じやすいくせに」


「……っ、あ……っ」


　揶や揄ゆするような言葉を紡つむがれて、羞しゆう恥ち心しんを煽られるのに、ちりちりと脳の奥を灼やくような熾おき火びが、思考に侵しん食しよくしていくのを止められなかった。


（……どうして、俺……っ）


　つと、腰こしを支えていた篠田の片手が、するっと後方に回る。臀でん部ぶに這ったおおきな手は、丸く円を描くようにそこを揉もんで、それから長い指先が、そのまま奥に触ふれた。


「っん、あ、や……っ」


　浴室内の湿気と、自身の汗あせとで湿しめった肌はだは、予想外にやわらかくなっていて、篠田の指の侵入を許してしまう。なにかをまとったようにぬるぬるしているその感かん触しよくに、背中が震えた。


「や、あ、なに……、それ、あ……っ」


「ん？　ボディーソープ。いい香かおりすんね……桃もも？」


「っ、あ、んん、ん……っ」


　そんなことどうでもいいだろと思っても、段々と大だい胆たんな動きになっていく篠田の指が気になって、まともに会話なんてできない。


「なあ、すげー溶とけてきた……そんで、こっちも、我が慢まんできなさそう……？」


「あ、んっ、ぅ、やあ……っ」


　するっと片手を前に回されて、勃たち上がったままとろとろと雫しずくを零こぼしていた中心を握にぎられた。奥を弄られて、まえが萎なえないどころか、初めてのときの凄すさまじかった感覚を思い出してしまう。たまっていく欲も解放したくてたまらなくなった。


　すると肩かたを摑つかまれて、くるんっと壁かべのほうを向かされた。そうして腰を篠田のほうに引き寄せられ、耳にキスが落ちてくる。そのまま、挿いれるよ、と宣言された。だがそれは問いではなくただ決定事じ項こうを告げられただけのことで、待ってを言う暇ひまもなく、熱いものが尻しりの奥に触れた。


「っあ、あ、んん……っ、あ、やぁ……っ」


　ずぶずぶと入り込んでくる篠田があまりに熱すぎて、とうとう我慢できず、侑志は中心を爆はぜさせてしまった。溜たまっていた欲を吐き出しても、身体が軽く痙けい攣れんしたようにひくついてしまう。背後で息を呑むような気配がして、熱い濡ぬれた息が、侑志の耳にかかった。


「……俺の挿いれただけで、限界だった？」


「っは、ぁ……っん、ん……っ」


「不意打ちでびっくりしたけど、……ナカ、またよくなった」


　びくびくしてる、と笑えみを含ふくんだ声が揶揄する。


「ひ、あ……っ、やあ、あ……っ」


　ぐい、と腹を引き寄せられて、臀部が篠田の腰に当たったことで、ぜんぶ入ったことがわかる。体勢のせいなのか、最初から深いところまで埋うめられてしまったようで、わずかな苦しさと、けれど誤ご魔ま化かしようのない快感が侑志を支配していた。


　まだ二回目なのに、篠田の熱に後ろをいっぱいに満たされて緩やかに揺ゆすられるだけで、身体の芯しんが疼うずいてしまう。いままで知らなかったぶんの快楽を、一気に身体が覚えて吸収するように、もっともっとと、求めていた。


　一度いったばかりなのに、また中心に熱が集まりだしてしまう。


　けれど、そんな自分の浅ましさが嫌いやで、目のまえの濡れた壁に爪つめを立てるようにして、送られる快楽に耐たえようと侑志は目を閉じた。


「ん、ん……っ、んん……っ」


「……なに、縋すがるならこっちにしろよ」


　すると、篠田の腕うでが胸に回され後ろから抱きしめられるような体勢になる。壁の手も取られ、こっち、と導かれた篠田の腕を摑んだ。下半身だけでなく、ぴったり背中に合わさる篠田の胸から感じるぬくもりが、ひどく心地ここちいい。


「……気持ちよくなりたくてしてんだから、変に我慢すんなよ」


　そうして低く囁ささやかれて、先ほどの気持ちを見み透すかされていたのだとわかったが、侑志がなにかを返すまえに、顎あごを取られてキスをされた。首を捻ひねる体勢は少しつらかったが、舌を絡からめる深い口くち接づけはもう気持ちよさしか侑志には与あたえず、目を閉じて応こたえてしまう。


　シャワーは依い然ぜん出したままで、浴室内は湯気が充満していたが、それでなくてもきっと、のぼせてしまうほどに身体は熱いままだっただろう。


「んんっや、あ、んん、……っあ、やぁ、また、ああ……っ」


「ん……、また、いく……？」


「んっん、ぅん、あ、やだ……っ」


　ただでさえ自分だけが一度達してしまっているのに、またこんなに早くいきそうになるなんて嫌だと首を振ふったら、いいよ、と意外なほどやさしい声が耳じ朶だに降ってきた。


「俺もそろそろいきそう……」


　あんたのナカ気持ちよすぎ、と荒あらい息も耳にかかって、打ち付ける力が強く、深くなった。


　思考のどこか、隅すみの隅のほうでは、ずっと、どうして、なぜ、という困惑は消えないままだった。どうしてこんなに快楽を感じてしまうのか、なぜそれを嫌だと振り切れないのか、ずっと考えているのに、少しもわからない。


　けれど終わりを促うながすように許しをもらってしまえば、その熱に溺おぼれることだけに身体も心もいっぱいになっていくのに、もう時間はかからなかった。








「おい、起きろよ」


　耳元で低い声に促されて、ううん、と唸うなった侑志は、その声から離はなれるようにさらにもぞっとベッドの中に潜もぐった。すると、少しの間を置いて、ぐいっと布ふ団とんをはぎ取られてしまい、寒さにびっくりしてしまう。


「……っうー、なんだよー……」


　さらには、上から見下ろす篠田にも驚おどろいて、昨夜のことを思い出した。


（……うあー、そうだった……）


　そういえば、結局あのあとベッドでもしばらく翻ほん弄ろうされて、くたくたになったのだ。泊とまっていいかと言う篠田に勝手にしてくれと頷うなずいてすぐ、もういろいろ考えるのも嫌で、そのまま意識を手放した。


　そのこともあり、まともに篠田の顔を見返せず、寝ね返がえりを打つ。するとまた頭上から低い声が落ちてきた。


「起きろっつってんの。もう昼過ぎなんだけど」


「……ねむい……」


「……寝込み襲おそわれたいの？」


　枕まくらに顔を埋めていると、ぼそっと呟つぶやかれ、思わず跳はね起きた。それは嫌だ。身体が持たない。


「そう敏びん感かんに反応されると、余計やりたくなるけど、まああとでな。着き替がえてろよ」


「……っ、え、なに……？」


　ぐしゃっと髪かみの毛をかき混ぜられ、顔を覗のぞき込んだ篠田に息を呑んで視線を返す。すると篠田は、キッチンを指して離れた。


「メシ。食べたくないならいいけど？」


「え、あ」


　もしかして作ったのかと驚きながらもこくこくと頷くと、じゃ持ってくる、と篠田はキッチンに姿を消した。


　そう言われると、なにかいい匂においがする。よたよたとベッドから出て、パーカとジーンズに着替えると、篠田がトレイを手に戻もどってきた。


「……うわ、すげー、パスタじゃん。って、俺んちパスタなんてあったっけ……？」


　鍋なべやフライパン類るい、食器はもらいものがあったはずだが、食料の買いだめはめったにやらない侑志が首を傾かしげると、篠田から冷たい視線が返ってくる。


「ねえよ。これは俺が、さっきコンビニでいろいろ買ってきて、作ったんだよ。あんたんち食料なんもないどころか調味料も揃そろってねーし。あ、冷蔵庫ん中勝手に漁あさったけど、牛乳とかチーズ消費期限切れてんのに、そのままほっとくなよな。ったく、ほとんどなんも入ってねーんだからちゃんと整理しろよ。もしかしてインスタントとレトルトだけで生活してんの？　不健康だぜ」


「……篠田ってさあ」


　些いささかまだぼうっとしている頭で、目のまえのテーブルに、湯気を立てているパスタとフォークと、お茶まで用意してくれている篠田を眺ながめながら、侑志は呟きを漏もらした。なんだよ、という視線に、えーと、と少し考える。


「……そのー、マメなんだなあって。料理とかすんだ、自分で」


　思ったまま、細かいこと気にするね、と言ったら確実に怒おこるだろうなという危機回かい避ひセンサーが働いて、そんなふうに言うと、するよ、と返事が返ってくる。


「あんたは訊きくまでもなくしないんだろうけど。そんなんだから栄養偏かたよって、身体からだ薄うすっぺらいんだよ。もうちょい太ってもいいんじゃねえの？」


「……おおきなお世話なんですけどー」


「そのほうが抱だき心地いいし」


　いただきます、と手を合わせてパスタに口をつけようとした侑志は、思わず噴ふきそうになって篠田を睨にらんだ。


「……お、まえなー、ひとが食べもん口に入れようとしてるときになに言うんだよ……」


「希望だろ。まあべつに、心配しなくてもいまがよくねえわけじゃないから、安心しろよ」


「……してないし、しないっての」


　心配も、安心も。だれがそんなことを気にしたんだと、赤くなりそうな顔を誤魔化すように否定して、吹っ切るように今度こそパスタを口にした。


　ぴりっと唐とう辛がら子しの風味が効いた味は、見てもすぐわかるが、ペペロンチーノだった。具はキャベツとベーコンと、えびまで入っている。


「んま～。篠田、天才」


「……あんたは意外と適当だよな」


「んん？……なんだよー、ほんとにうまいぞ？　これ」


　あまりのおいしさに思わず大げさな感想を口にしてしまったが、噓うそではないと主張する。それに篠田は、わかってるよ、と自分もフォークを取った。


「俺が作ったんだからあたりまえ。緩ゆるい性格してんなあって言ってんの」


「そうか？　まあ、ぼうっとしてるってのはよく言われるけど……」


　緩い性格ってどんなんだと疑問に思いながらも、ふと侑志は篠田を見返した。


「そういや篠田、仕事は？」


　今日平日だよなあと思いながらそう訊くと、ほらやっぱり、という顔をされて、なんだよ、と眉まゆ根ねを寄せる。


「普ふ通つうそれ、起きて俺がいたこと知った瞬しゆん間かんに訊くだろ？　いまさら気付くなよ」


「んなこと言ったって、いま気付いたんだからしょうがねえじゃんか。休みなの？」


「有休。このまえまで休み返上で働いてたから」


　まあまだ忙いそがしいのに変わりないけど、と言う篠田に、ふと、もしかしてあの連れん絡らくがなかった二週間がそうだったのだろうかと思い至った。すると、つと視線を上げた篠田と目が合う。


「……ああ、俺から連絡ない間、疼うずいたりしなかった？」


「っ、あほ！」


　にやりと笑われて、真っ赤になってしまった侑志は、ひと言返してパスタの続きにかかった。耳が熱い。ひとの表情から思考を読むのはやめて欲しかった。


（……つか、なんだこれ……？）


　さっきからなんだか、妙みようにフランクな雰ふん囲い気きになってはいないか？


　数時間まえには濃のう密みつな空気をともにしていた人間と、なぜいまこんななんてことない時間を過ごしているのだろう。抱き合うまえに感じた、震ふるえるほどの緊きん張ちよう感かんもいまはそう感じず、昨夜抱かれながら燻くすぶっていたもやもやした気持ちも、いまは少しなりを潜ひそめている。だからなのか、なんだか普通に軽い会話が弾はずんでしまった。


　そもそも篠田はどうして、前回のように、帰らなかったのだろう。よしんば泊まったとしても、なぜわざわざ買い出しに行ってまで昼食を作って、なおかつ侑志を起こしていっしょに食べたりしているのだろうか。


　たしかに自分も、寝起きの頭の働かなさと、空腹に流されていたが、こんなふうに穏おだやかな空気を作って過ごすような関係ではないはずじゃなかったか？


（……だって、俺と篠田の関係って）


　俗ぞくに言う、身体だけのカンケイ、というものだろう。利害の一いつ致ちと言うには、些いささか侑志には不利だし納なつ得とくいかないが、それにしてもそこには間ま違ちがいなく、こんなほのぼのした雰囲気なんか必要ないはずだ。


（……必要ない、はずなのに）


　この、一見穏やかな空間を、いま、壊こわしたくないと思っている自分がいる。困こん惑わくを深めながらも、そう感じてしまうことを自分に誤ご魔ま化かしきれなかった。


　一応なりとも平和だった侑志の日常に強ごう引いんに踏ふみ込んできて、散々悩なやみの種を植え付けている原因の男なのに。垣かい間ま見みえた意外な顔やなんでもない言葉を、拒きよ絶ぜつしてしまいたくないと思った。


　けれどそれがなぜかも、やはりわからなくて、結局はまた困惑に拍はく車しやがかかっただけのように頭の中が昏こん迷めいする。


　思考に囚とらわれてしまったせいで、なんだかパスタの味がわからなくなりそうだ。とにかくいまはもう考えるのはやめようと、侑志は心の中でひとつ息をついた。








「なあ、仕事部屋ってあんの？」


　後かたづけを買って出た侑志は、篠田の言葉に、ん？　と視線を向けた。どうやら炊すい事じをしない侑志が皿を割ったりしないか気にかかりそばで見ていたらしい。質問に、ああ、と頷いて侑志はキッチンのドアを指した。


「あるよ、一応。そこ出て、右」


　侑志の住んでいるアパートは、単身者向けというよりは夫ふう婦ふやシェア向けといった感じだった。そう広くはないが、部屋はキッチンのほかに二間あり、家を出てから五年、ずっと住んでいる。


　築年数がそれほど新しくないのと、駅から少し歩かなければいけないのもあり、ほかの同じような物件よりはだいぶ安かったが、大学を出たばかりで定職もない人間向きではなかった。それでもここを選んだのは、どうしても、寝しん室しつと仕事部屋を分けたかったからだ。


　集中すれば周りのことは気にならなくなるので、べつにそばにベッドがあろうがテレビがあろうが気は散らないのだが、仕事部屋を作ることで自分を追い込みたかった。


　バイトで疲つかれて帰ってきても、その部屋に入れば、絵を描かくことに専念できる。ほかのことはすべて頭から追い払はらって、絵のことだけを考えることができる。そんな空間を作りたくて、そのうちにやはり、自然と仕事部屋に入ると意識が切り替かわるようにもなってきた。


　だが、だからといって、べつに自分以外の人間が入るのがいやだったり、見せられないほどのすごいなにかがあるわけでもない。


「見てもいい？」


「いいけど……べつにおもしろいもんはないと思うよ」


　だからその篠田の問いにもあっさり頷うなずいてみせた。パソコンもたまに使うが、基本的に手て塗ぬりだし、特別凝こった技法を使っているわけでもないから、おもしろい道具もない。


　仕事部屋へ姿を消した篠田を、後かたづけを済ませてから侑志も追っていくと、彼は机の上の道具を眺めていた。


　まじまじと見るほどのものはやはりないと思うのだが、と思いながら声をかける。


「な？　べつにおもしろくないだろ？」


「そうでもないけど。俺は絵描かないから、逆に興味あるし。……なあこれって、資料？」


　つと、放っておいた雑誌を拾って、篠田が訊く。大型書店で見つけた海外の雑誌だったが、掲けい載さいされていた景色けしきの写真が気に入ったのと、そのときモチーフに使いたかった外国人の女性のイメージに近いモデルがいたので買ったのだ。


「うん、そう。読むなら貸すけど」


　興味があるのだろうかと思って言うと、「いい」と否定の返事が返ってきた。だが、篠田はそのままぱらぱらとページを捲めくる。


　やっぱ興味あんじゃんと思いながら横から見ていると、篠田の手がとあるページで止まった。それは、小特集が組まれているイギリスの女優のインタビューページだった。英語で書かれた特集記事を、篠田の目が追っているのを見て、侑志はふと口を開く。


「……篠田は、こういうひとが好きなの？」


「まあ、タイプってのもあるけど、このまえ観みた映画がよかったかな。彼女らしい強さが出てて、監かん督とくもストーリーも申し分なかったし」


　記事を読む片手間という感じではあったがそう答えて、続きに目を通している篠田に、ふうん、と頷いて、侑志はちらりとその綺き麗れいな横顔を見た。


　真しん剣けんな横顔。軽く流しはしたが、インタビューを読むくらいなのだからやはり好きな女優なのだろう。


　たしか、侑志と同い年くらいだったはずのその女優は、容姿ももちろんだが品がよく、知的なイメージもあるのに、どこか女性らしいやさしさと強さを併あわせ持っていた。だが、この特集の中の写真を見てもわかるが、いやらしくならない色っぽさも兼かね備えていて、ひどく魅み力りよく的だ。


（……なんだよ、ちゃんと女のひと好きなんじゃん……）


　それに、このまえ、年上が好みだと言っていたが、つまりこういうタイプの……落ち着いた雰囲気で、包容力もありそうな美人が好きだというわけだ。


　見た目もそうだが、色っぽいオトナの会話もさらりとできそうな女性が本来この男とは合うのだろう。


　たとえ篠田がバイだとしても、これではいくら年上とはいえ自分なんかが好みのわけがない。本人からそうはっきり聞いていて、さらに納得できる事実を目にしたというのに、なんだか妙に、おもしろくなかった。


（……って、なに考えてんだよ、俺……。だいたい、篠田の好みがどうだろうと、俺には関係ないんだし……）


　なぜかもやもやする胸の裡うちを振ふり払うように篠田から視線を外して、侑志は立ち上がった。


「なに、どうしたの」


「あ、いや……あのさ、俺今日、画材買いに行こうと思ってたんだけど、おまえまだいるんなら、帰り勝手に鍵かぎ閉めて郵便受けに入れといてくれる？」


　見上げられた視線にどきりとしながら、噓うそではない当初の予定を思い出して言うと、篠田は眉まゆを上げて自分も立ち上がった。


「画材？」


「そろそろなくなりそうなのとか、買っとこうと思って。いまセール中なんだよ」


「それって今日までなわけ？」


「え？　いや、たしかあさってくらいまでだったと思うけど……、っな、なに!?」


　週末までセール中です、と書いてあったはずだとダイレクトメールを思い出していると、ふいに篠田の顔が至近距きよ離りにきて、思わずのけぞる。だが無意識に逃にげようとした腰こしを引き寄せられ、顎あごを摑つかまれてしまい、さらに綺麗な顔が近付いた。


「じゃあ明日行けばいいだろ。今日はほかのことすんだから」


「ほかって、なに……っちょ、篠田……っ？」


　さわ、と腰を撫なぜられ、背中が震ふるえてしまう。すると篠田は、目を細めて侑志を見つめ、セックス、と囁ささやいた。


　は、と見開いた目で篠田を見返し、侑志は首から耳まで熱くなってくるのを感じる。


「腹ごなしに、ちょうどいいと思うぜ」


「っば、なに言って、しの、っん……っ」


　つ、と尻しりに降りてきた手が、その合間を辿たどり、思わず篠田の腕うでを縋すがるように摑んだ。


　昼間っからなに考えてんだよとか、昨日あんだけやったのにとか、いろんな文句が頭の中に浮うかぶがどれも声にならない。


「せっかくの休日、有意義に過ごさなきゃな。ただでさえもう半日過ぎてんのに」


「っ、ぁ……っ」


　それもおまえのせいだろ！　と睨にらむが効果はなく、顔にあった篠田の手までも降りて、胸のあたりを撫ぜていく。


「……素す直なおにかわいく啼ないてくれたら、夕方までで勘かん弁べんしてやるよ？　そしたら晩飯奢おごってやるし、外に喰くいに行こうぜ。あと、ついでにあんたんちの合い鍵作りに行くか。駅んとこなら、遅おそくまでやってたし。……な？」


「……っ」


　ぺろ、と耳じ朶だを舐なめられて、色っぽい目で見つめられると、身体からだの奥が、じん、と痺しびれるような気がした。


　夕方までって、いま何時だと空そら恐おそろしくなる。それに正直、晩ご飯を奢ってもらえようがもらえまいが、そこまで貧困なわけではないから、どうでもいい。


　だが、こんなふうに多少強ごう引いんに体温を寄せられることを、なぜだかやはり、心から突つっぱねられない自分がいた。


（……なんで、俺……つか、これじゃほんとの恋こい人びと同士みたいだ……）


　すでに何度も自分自身に向けられた問いが浮かぶ。けれど、篠田の手から放ほうられた雑誌が目に入って、さっきまでの胸のもやもやが小さくなるのを感じ、困こん惑わくした。だが、その気持ちの変化がなんなのかを考えるには、侑志には余よ裕ゆうがなかった。


「昨夜したばっかだから、たぶんあんたの身体、まだ俺のこと、覚えてるよ……？」


「ん……っ」


　くっとジーンズ越ごしに臀でん部ぶの奥をつつく指と、熱くなりはじめた篠田の息に、崩くずれそうになる膝ひざを支えるので精せい一いつ杯ぱいだった。


　囁きに、記き憶おくが昨夜のことへ飛んで、眦まなじりに溜たまる熱を感じながら篠田を見返すと、もう目濡ぬれてる、と揶や揄ゆされる。


　そういう篠田の目も、熱っぽく侑志を映して、欲を隠かくしてはいなかった。


　好みじゃないと言いながら、ただの遊びだと言いながら、どうしてそんなに何度も自分を求めてくるのだろう。どうしてそんな目で見つめて、強引なくせにやさしい手で触ふれて、受け止めきれないと思うほどの熱を注いでくるのだろう。


　そう思うのに、訊きくことも、首を振ることもできなかった。


「……っで、も、ここじゃ、嫌いやだ」


　だがせめてもとそれだけを訴うつたえると、小さく笑って頷いた篠田は、じゃああんたがしたい場所まで連れてってよ、と言って侑志の羞しゆう恥ちをさらに煽あおった。


　いやにたのしそうな篠田に、揶揄からかわれていることはわかるのに、なぜか怒おこることもできない。だが、たとえばあの女優ならどんな風に誘さそうのだろうか、とふと思ってから、侑志は、どうしてそんなことを気にかける必要があるんだと、自分の思考を自分で非難した。そんなもの、関係ない。身体だけのカンケイなのだから、篠田の好みなんか、知るか。


　そう振り切って、きっ、と顔を上げた侑志は篠田の手を取るとそのまま引っ張って、寝しん室しつに連れ込んだ。


　その侑志の行動をおもしろそうに眺ながめていた篠田だったが、部屋に入った途と端たんに抱だき竦すくめるようにキスをしかけてきた。


　その熱に翻ほん弄ろうされながらも、どこか満たされたような気分になる自分に戸と惑まどいを覚える。篠田のすべてがいま自分に向いていることを感じて、心と身体が同時に昂こう揚ようしていくのだ。


（……俺、どうしちゃったんだよ）


　こうして篠田と熱を重ねるごとに、どんどん自分がわからなくなっていく。けれど、だからといってどうすればいいのかなんてこともやはり、わからなかった。





　　＊　＊　＊





「小沢さーん、ね、ね、今日このあと暇ひまですか？　明日休みだし、俺ら呑のみに行くんすけど、いっしょに行きません？」


「え？　呑み？」


　ダイニングバーの仕事も、まだ手て探さぐりの状じよう況きようではあったが、順調に進み、クライアントも交まじえた打ち合わせを終えたあと、今回篠田の下についているチームの人間が、そう話しかけてきた。何度か会った彼ら彼女らは、気さくで、懐なつくというわけではないが、侑志のことを気に入ってくれたようだった。


「今日残業ないんすよ～。内輪の呑みで接待じゃないんですけど。どうですか？」


「却きやつ下か」


　普ふ段だんはあまりそういう機会もないし、たまにはいいかなあと侑志が頷うなずくまえに、横からちがう声が割って入ってきた。


「なんで篠田さんが答えるんすか」


「うるせえ。俺はこのあとまだ仕事残ってんだぞ」


「ちょっとー、そんなの篠田さんの都合じゃないすか。勝手だなあ」


　どうやら篠田の横暴な口調や偉えらそうな態度はいつものことらしく、みんな慣れているようだった。仕事の腕は、悔くやしいが侑志も認めざるを得ないものを持っているのはたしかだし、偉そうとはいっても決してワンマンなわけではないことは、実際その場の雰ふん囲い気きでわかる。


　チーム内には篠田よりも年上の人間ももちろんいるが、衝しよう突とつすることもなくお互たがいを尊重し合っているように見えた。


　篠田と知り合ってひと月近く経たつが、その間に、少しずつ彼への印象が変わりはじめていることを、侑志は感じていた。


　身体を重ねたからというだけでなく、たまになりゆきで食事などもいっしょにしたりしていると、情のようなものは湧わいてくる。行こう為いはともかく、篠田という存在にもだいぶ慣れてしまえば、普段ではそう緊きん張ちようすることもなくなっていた。


　けれどまたそんな慣れともちがうような感覚が生まれつつあるような気がするのに、それがなにかはやはりまだわからない。


　だが、散々悩なやんだ末、こういうのは考えてもどうにもならないと一いつ旦たん、侑志はその思考を意識の底に追いやって放ほう棄きした。どうせすぐに浮き上がってきてしまうものだとわかっているけれど、答えの出ない問題を解いているようで、考えれば考えるほどもやもやは胸に溜まるばかりになってしまい、憂ゆう鬱うつになるだけだったからだ。


　仕事を疎おろそかにしたくないという気持ちもあり、こうして事務所に出向く際などには、篠田とも、多少砕くだけてはいるがお互い普ふ通つうの態度で接する。余計な感情を挟はさまずに会話を交わしていると、篠田とは案外話が合い、意外な思いに囚とらわれると同時に、少しだけやるせない気持ちにもなった。


　純じゆん粋すいに篠田と友人として知り合えたならもっと穏おだやかな気持ちを持てたのだろうかと、そんなことを思い、すぐにあり得ないことだと自分の思考を嗤わらった。結局はぜんぶ、想像でしかない。考えても詮せんないことだ。


　またひとり思考にふけりそうになった侑志は、それを振ふり払はらうように、篠田と会話している青年へと向き直った。


「俺行きたいなー、それ。参加させてよ」


「えっマジっすか！」


　侑志の返事に、やりーっと声を上げた青年が、ほかのメンバーへ報告に行くのを見ていると、ぐいっと肘ひじを取られた。


「おい」


「……なんだよ」


　そのまま部屋の端はしに引っ張られ睨にらむように顔を寄せられる。綺き麗れいな黒い瞳ひとみはいつまでたっても間近で見るとどきりとするのだが、負けじと見返した。


「なんだよじゃねえよ。なに勝手に呑みに行こうとしてんだよ」


「勝手にって、べつに俺がだれと呑もうといいだろー。俺の自由じゃん」


「……あんたこのあとの約束忘れてねえだろうな？」


　そんなところまで指図される覚えはないと、あくまで強気に出てみたが、じっと見つめられたまま一段声を低くされてしまうと、なぜだか弱かった。


「……覚えてるよ」


　弱みを握にぎられているからというだけでなく、どこかその表情の中に、甘えのようなものを感じるのは気のせいだろうか。拗すねているとまではいかないのだけれど、なんというか、意地を張るのが大人おとなげないような気になってしまうのだ。


「どうせおまえ、まだ時間かかるんだろ？　だったらその間じっと待ってるのも暇だし。終わったら連れん絡らくくれればすぐ帰るよ」


　実はこのあと篠田が家に来る予定だったのだが、残業だというので先に帰ろうと思っていたのだ。だから呑みの誘いに乗ったとはいえ、篠田の仕事が終われば帰るつもりで、少しの間付き合おうかなというだけだった。


　侑志の言葉に、なにかを考えているようだった篠田だが、つと納なつ得とくしたように視線を返してくる。


「……あんま呑みすぎんなよな。あんた隙すきがあんだから」


「俺酒強いもん。ていうか……おまえじゃないんだから、俺に隙があるからってべつになんてことないだろ」


「自覚がねえのがいちばん厄やつ介かいなんだよ……」


「……なんの自覚だよ」


　わけがわからないと眉まゆ根ねを寄せて返しながら、侑志は、なんだかこの会話変じゃないか？　と内心で首を捻ひねった。これではまるで、恋こい人びとにともだちとの呑みを心配されているようだ。


（……またなに考えてんの、俺）


　たしかに篠田とはあれ以来、身体からだを重ねる回数は増えるばかりだが、そんな甘ったるい関係などではないと、充じゆう分ぶんにわかっている。


　確かく認にんするまでもなく、篠田はもの珍めずらしさからか興味を惹ひかれて、侑志を振り回しているだけだ。そして侑志はなぜか逆らえずにいる。だけど決して、自分から望んだ関係なんかじゃなかった。だから、……篠田が飽あきたら、終わり。それだけだ。


　けれどそう考えると、ちくん、と痛みを訴うつたえる胸はなんなのだろう。それが日に日におおきくなるのはなぜなのだろう。


　今回の施せ工こうの総責任者である篠田には、かかるプレッシャーも半はん端ぱではない。だが、その責任もすべて背負ってなお、揺ゆるぎない姿勢で部下に指示を与あたえ、まっすぐに立つ篠田の横顔を見ていると、少しだけ見み惚とれてしまうときがある。


　綺麗なだけではない、[image: ]りんとした強さを感じる表情は、篠田の仕事に対する姿勢そのもののようで、だから、目を奪うばわれてしまうのはそのせいだと、侑志は自分に言い訳をした。


（たしかに仕事はすごいけど、普段は俺様だし、強ごう引いんだし、仕事で尊敬すんのと私生活はべつもんだよな……うん）


　そんなことをつらつらと考えながら、歩いていると、隣となりにいた辻が話しかけてきた。


「小沢さん、ほんとに篠田と仲いいんですねえ。意外だなあ」


「えっ？　あ、ああ……そう？　そーか、やっぱ……」


　そんなことを言われ、驚おどろきながらも頷いた。


　仲がいいと言われるとどうだろうと思うが、ただ仕事だけの関係ではないから、それが事実どんなものであるかまではわからずとも、どうしても雰囲気に出てしまうのかもしれなかった。


　だが、やはり傍はたから見ても、自分と篠田は微び妙みような組み合わせなのか。


　たしかにともだちではないから、共通点があるわけでもなし、普通だったらあまり縁えんのないタイプではある。


（……でもなんか、居い心地ごこちそんなに悪くないとか思ってる俺は、ほんとに……どうかしちゃってんのかなあ……）


　最初ほど、違い和わ感かんというものがなくなってきている気がするのだ。強引に、半ば無む理り矢や理りに与えられた初めての感覚は、たしかに困こん惑わくが大きかったが、不思議と怒いかりなどはない。行為自体にも、まだ慣れるなんてことはないし、いつでも羞しゆう恥ちと後ろめたさに見み舞まわれる。快感に流されていく自分に戸と惑まどいも消えないままだ。


　けれど、それが段々と、変化している。篠田に対する印象が変わっていくのと同時に、侑志自身の中のなにかも動いているような気がしていた。


　……篠田のことをもっと知りたい、という思いが浮うかび、そして、日野のことを考えなくなっていた。


　それがなんなのか、どういうことなのか、まだはっきりとはわからないのだけれど……。


「あーでも、べつに、篠田と小沢さんが仲いいのが悪いって言ってるわけじゃないですよ？　むしろ微笑ほほえましいなあって俺個人では思ってたりして。あれでいて篠田って、年上好きだから」


「……それってやっぱ俺とは合わないって言ってんじゃないの？」


　侑志は年上には思えないとはっきり言われているのだ。……だから好みからは外れている、と、そうきっぱり断言までされたのだから。


　べつにそのことを思い出したからというだけでなく、侑志が一いつ般ぱん的に見ても童顔だと辻も初対面のときに言っていたではないかと、じとっとした視線を辻に返す。すると彼はひとつ瞬まばたきをして、おかしそうに笑った。


「やー、まあ、小沢さんはたしかに、チーム内でも下に見えるくらい若いですけどね。でも、精神的にはやっぱ年上だなーって感じますよ。それはべつに、俺ひとりが思ってることじゃないと思いますけどね」


「……そう、かなあ……？」


「なんか、妙みように落ち着いてるところあるでしょ。かわいいのに、実は肝きもが据すわってる感じ」


「かわいいは余計だろー」


　それはいらないと小さく睨んで、侑志は評されたことを自分の中で繰くり返した。


　これでいて意外とひとりで内心わたわたすることも多いのだが、たしかに、一いつ旦たん腹を括くくるともう動じないようなところはあるかもしれない。最初は若じやつ干かん人見知りするくせに、慣れてしまえば相手のどんなとこでもたいてい受け入れてしまえるところなんかは、それに通じている気がした。


　自分でも、後ろ向きなんだか前向きなんだか、よくわからない性格だ。


（……だけど、逃にげたのは、あのときだけ、か……）


　現実を受け入れて、消化するまでに、あのときだけは───日野に勝手に失しつ恋れんしたときだけは、時間がかかってしまった。それで乗り越えるまでの時間に耐たえられなくて、逃げたのだ。


「あ、そうだ、日野さん」


「……へっ？」


　入り込んだ思考の中で思っていた名前を突とつ然ぜん出されて、間ま抜ぬけな声を上げてしまった。だが辻は気にしていないようで、そのまま続ける。


「今日の呑のみね、日野さんも誘さそってあるんですよ。ほら、小沢さんの大学んときからのともだちなんでしょ？　俺、まえに日野さんともチーム組んだことあって」


　あーそうなんだ、と頷うなずきながらも侑志は複雑な気分になった。どうやら日野も忙いそがしかったらしく、あの再会した日から直接会ったことはない。一度、仕事がたてこんでるから落ち着いたらまた呑もう、という内容のメールが来たから、当たり障さわりなく、そのうちな、と返信して、それきりだ。


　日野の後こう輩はいである篠田との関係を思うと、どうにも顔が合わせづらいが、もう行くと言ってしまったので仕方がない。


　そっと小さな息をついて侑志は、事務所から歩いていける距きよ離りにあるという、彼らがよく利用しているらしい居酒屋へと歩みを進めた。








　店に着くと、奥の座敷に案内された。和風居酒屋とはいえ、若者向けのしゃれた感じの雰ふん囲い気きが漂ただよう店で、さすがデザイン事務所の人間の行きつけ、とひとりで妙な感心をする。だが、居心地は悪くなさそうだし、創作料理が多めのメニューもどれもおいしそうだった。


　それとどうやら、日野は遅おくれて合流するらしい。まだ店が開店してすぐの時間だ。日野も篠田に負けず優ゆう秀しゆうらしいから、仕事に追われているのだろう。


（それにしても、こんなはじけた呑みはひさびさかもなー）


　カンパーイ！　とまずは運ばれてきたそれぞれ好みのアルコールを手に始まった場は、最初からテンションが高い。それにそんな、だからあんた見た目に反して言動がオヤジくさいっつうんだよ、と篠田に言われそうな感想を心の中で呟つぶやいて、侑志は焼しよう酎ちゆうを口に含ふくんだ。


「小沢さーん、小沢さん、いけるクチなんすねえ！」


「俺ー、お湯割りでお湯少なめにしてくださいって注文するひと、初めて見ましたよ～」


「うん、ストレートでもいいんだけど、寒いから」


　わらわらっと周りに集まってこられて、なんで俺んとこ？　と驚きながらも、侑志は笑えみを浮かべてそう返した。ビールも好きだが、冬は焼酎のお湯割りが多い。とは言っても、だれかが言ったように、お湯の割合は通常より少ない。ならストレートで呑め、という話だが、理由は言った通りだ。


　性格上慣れないうちは自分からはあまり近寄っていかないが、向こうから来るぶんには拒こばまない。きっかけさえあって気が合えば、話すことも嫌きらいではなかった。だから、こんなふうに寄ってこられると少しうれしい。


　男女入り交じって十人近くいる面子メンツに、辻以外、まだきちんと個々の名前と顔が一いつ致ちしないのが申し訳ないが、まだ会って日がないこともあるので仕方なかった。


「俺、小沢さんの絵、すっげー好きなんですよ！　だから今回仕事できて、ほんっとうれしくて」


「あたしもです！　この前雑誌の表紙描かかれてましたよね、あれもすごい好きで、棚たなに飾かざってるんですよ！」


　きゃっきゃっとまるで有名イラストレーターのごとく褒ほめ上げられ、面くらいながら、ええー、と侑志は困ったような声を上げた。だがうれしさがやはり勝って、笑みがこぼれる。


「みんな結構マイナーなんだねー。俺の仕事なんてそうそう目立つようなのやってないのに……でも、そう言ってもらえんの、うれしいや。ありがと」


　半分くらいはお世辞だろうなと思いながらも、純じゆん粋すいにきらきらして見える目でファンですと言われれば、気き恥はずかしいような気持ちとともにお礼の言葉が出た。思わず笑みが深まってしまう。


「今回、すげーいい仕事になりそうで、自分も関かかわってるのに単純に完工がたのしみで仕方ないんですよー」


「あー俺、絶対開店したら個人的に通いそー。篠田さんの施せ工こうした店って、ほんと居心地いいんだもんなあ」


　まだ先は長いはずのその日を、たのしそうに語る彼らに、また思わず笑みが零こぼれる。


　篠田はもちろん、彼らの仕事に対する熱意に触ふれ、プロとしていいイラストを描こうとあらためて強く思った。彼らと、いい仕事ができたと喜びを分かち合いたい。


「……篠田のこともみんな尊敬してんだねー」


　感じてはいたが、実際そうやって他人の口から訊きくと、プライベートでの彼に振ふり回されている自分が思い出されて、そんな呟きが漏もれる。


「そりゃそうですよー。なんたってデザイン業界の貴公子だし」


「……は？」


　予想しなかった単語が聞こえて、思わず眉まゆ根ねを寄せた。なんだって？


「やーほら、篠田さんて、あの容姿でしょ？　だからそんなニックネームが」


「まー、本人は相当嫌いやがってたみたいですけどねー？」


　トイレに立った人間の代わりに、侑志の横にやってきた辻が、会話に入ってくる。


「外見だけでもてはやされたりすんのがいちばん頭に来るらしくて。まあそれでなおさら、実力で認めさせたいって気持ちが強いんでしょうねえ」


「でもそれで、俺とそう変わんない歳でほんとにすごい実力があるんだから、篠田さんはやっぱすげー」


　さきほど篠田の施工した店を居い心地ごこちがいいと言っていた青年が、感かん嘆たんしたように呟く。


「たまーに不ふ機き嫌げんなときとか怖こわいですけどねー」


「まあ八つ当たりはしないひとだから、実際被ひ害がいはないけどな」


　様々な篠田の評価は、けれど総じて彼を慕したっている雰囲気が感じ取れて、ふうん、と侑志は頷いた。


（けど貴公子って……あとで揶揄からかってやろうかなあ）


　だがそんなことをしたら倍以上のなにかを返されそうで怖いような気もする。サドっ気のある男にそんな機会を与あたえてしまっては、こちらの身が持たないかもしれない。


（……って、なに考えてんだよ俺は……）


　篠田との行こう為いを思い出しそうになって、思考を振り払はらっていると、あ、と辻が声を上げた。


「初代貴公子が来ましたよー、小沢さん」


　初代？　と怪訝けげんに思いながら振り返ると、日野がやってきたところだった。侑志に気が付いた日野は、あいかわらずさわやかな笑顔を浮うかべる。


　なるほど、ということは篠田は二代目ということかと妙な感心をしていると、辻が、ここどうぞー、と日野に席を譲ゆずった。


「おつかれー」


　やはり隣となりにされるのかと思いながらも、笑みを浮かべてねぎらいの言葉をかけると、日野も「おつかれ」と笑う。


「結構早かったねー。仕事忙しいんじゃないの？」


「やー、それで全然おまえと呑みに行けないからさー、辻に誘われてもうここで行くしかねえかなって、とりあえずきりのいいとこで上がってきた」


　そこまでして行きたいと思うほど、自分との呑みがたのしいとは思えないのだが、日野は情の厚い男だから、やはり久しぶりに再会した友人のさみしい生活が気になるのだろうと思っておくことにした。


　日野が注文したビールが届いたところで、あらためてふたりで乾かん杯ぱいをする。


「え、侑志まだ免めん許きよ持ってねえの？」


「うん。だって必要ないし」


　どうということもない会話を交かわしているうちに、話の流れで車の運転免許を持っていないと言うと、驚おどろかれた。侑志は酒には強いほうで、酔よいで感覚がおかしくなるということは滅めつ多たになかった。けれどいま、そんな効果などないはずなのに、日野とこうして隣に並んで、近い位置で話していても、胸が騒さわがない自分がいる。その自分の心のほうに、静かに侑志は戸と惑まどいを感じていた。


　ひどく穏おだやかに、ほんとうにただの友人相手に、酒と気楽な会話を交わしているだけの心持ちだ。


　篠田といるときとはひどいちがいだと思って、だからそれがどうしたと慌あわてて思考を振り払う。どうしてそこで篠田のことを思い出すのか。日野が目のまえにいるのに。


（……仕事、終わったかな）


　けれど、一いつ旦たん思考に浮かぶと、ひとり呑のみにも参加せず事務所に残った篠田のことが気になってしまう。そんな義理もないはずなのに、やっぱり家で待っていたほうがよかっただろうかなどと、いまごろ妙みような心配が湧わいてきた。


「まあ侑志はぼうっとしてるから、逆に危ないかもなあ……。あ、じゃあさ、侑志。単に乗るだけは？」


　侑志がひとり思考を飛ばしている間にも会話は進んでいて、慌てて日野へ意識を戻もどした。気が付けば篠田のことを考えてしまうなんて、ほんとうに自分はどうしてしまったのかと困こん惑わくしながら、え？　と訊き返す。すると日野は、話聞いてるか？　と笑いながら続けた。


「運転じゃなくてさ、乗るだけならどうかって訊いてんの。おまえバスとか、酔ったりとかってしてなかったよな？」


「え、あー……それはべつに俺の労力いらないし、酔いもしないけど」


「おっ、じゃあ、今度俺が運転するからどっか行こう」


　ぱっと笑顔を深めた日野にそう誘さそわれて、思わず内心で、えっ、と声を上げる。それはふたりで、ということだろうか。


　たしかに日野に対して、いままでにないくらいの冷静さで向き合えてはいるけれど、いきなりそんなことを言われても、やはりまだ、躊躇ためらいが勝ってしまう。


　日野の後こう輩はいである篠田と寝ねているという負い目も、ないわけではない。


　そりゃ、いますぐにというわけではないだろうし、口約束だからいつになるともわからないことだが、思わず、うーん、と曖あい昧まいな返事が口から出る。


「なんだよー侑志、嫌なのかよ。おまえいつからそんな薄はく情じようになったんだよー」


「や、べつにやなわけじゃ……」


　がしっと肩かたを組まれて、さすがにびっくりしながら身体からだを離そうとするが、日野の力は強く抜ぬけ出せない。というか、酔うの早いよあいかわらず……、と日野のテンションの上がりように内心で息をついた。


　酒に弱いくせに呑みたがるのは、このまえもそうだったけれど、変わっていない。


「つうか正直、俺は寂さびしい。やっぱおまえからは連れん絡らくくんねえしさあ……」


「……メールにはちゃんと返信したじゃん」


　自分からできるわけがない。それが、日野には知りようもない理由だから言い訳もできないけれど、せめて言われた通りメールを返したことだけでもよしとして欲しい。


　そうだけどさあ、と侑志の言葉にぼやいている日野の、依い然ぜん離はなれてくれない腕うでもどうしようと思いながらどうもできず、またひとつ息をついたときだった。


「あれえ、篠田さーん」


　だれかが上げた声に、えっ、と驚いて侑志は視線を向けた。ついで、思わず息を呑む。個室の入り口のところに立っている篠田が、こちらを見ていた。表情がひどく険しい。


　その目が、侑志を呼んでいることはすぐにわかった。なんだかやましいことでもしていたような気分になるのは、どうしてだろうか。ずっと片かた想おもいをしていたことを知られていて、その相手と密着しているところを見られたからか。その状じよう況きようをきっと自分が喜んでいるだろうと、浅ましいと、そう思われたかもしれないからか。


　ぐるぐる考えながらも、ぐいっと日野の腕を離して、「トイレ行ってくる」と場を抜け出した。後ろから、篠田がだれかに話しかけられて適当に答え、追ってくる気配があった。


　すると、ぐっと手首を取られて手洗いまで引っ張ってこられたかと思ったら、ふたつある個室のうちひとつに、篠田はふたりして身体を押し込める。


「っちょ、なんだよ……っ」


「うるせえ」


　抗こう議ぎにはひと言だけ投げ捨てられる。機嫌最悪じゃん、と憂ゆう鬱うつになっていると、篠田はふいに侑志をドアに押しつけた。そのまま口唇くちびるを重ねられて、目を瞠みはる。


「っん！……っぅ、ん……っ」


　角度を付けて下唇を甘あま嚙がみされ、緩ゆるく愛あい撫ぶされると反射で口唇が開く。その隙すき間まから、急せいたように篠田の舌が入り込んできて、喉のどの奥が震ふるえた。


　唐とう突とつな行動に抵てい抗こうしようとして篠田の背中に回した手を、拳こぶしに握にぎり込んでいた侑志は、だがそのどこか切せつ羽ぱ詰つまったような口くち接づけに、内心で首を傾かしげる。


　いつも篠田がするキスは、余よ裕ゆうたっぷりの、年下だとは到とう底てい思えない巧たくみなキスばかりだった。どこか愉たのしむような雰ふん囲い気きを漂ただよわせてこちらを翻ほん弄ろうするばかりで、必死さや性急さとは無む縁えんだったのに、いまされているキスは、なんだか……。


（……なんか、よくわかんないけど）


　もう何度も交わしているキスのどれとも、ちがう気がした。


　つらつらと思考を巡めぐらせていると、キスを続けながら篠田の手が侑志の胸や下か肢しにも伸のびてきて、身体がおののく。


（……っちょ、こんなとこで……っ）


　篠田の指やてのひらに触ふれられるだけで反応するようになってしまった、自分の身体が恨うらめしい。けれど、さすがにここではまずいだろうと、必死に抵抗する隙すきを探した。


「んぅ……っふ、ぁ、なあ、ちょっと……っ」


　それに、篠田の様子は、感じるままに表現してしまえば、どこか縋すがるような雰囲気がある気すらした。どうかしたのかと思うとなんだか妙に気になって、一いつ瞬しゆん口唇が離れたときに隙間を作って視線を合わせる。


「……篠田？　おまえ、ちょっと変だぞ……？　なんか、あった？」


「……うるせえ、黙だまって触さわらせろよ」


「っさっきからうるせーうるせーって、おまえなあ……」


　ひとが心配してるのにと、乱暴な物言いに眉まゆ根ねを寄せる侑志に、ふと篠田が首筋に顔を埋うずめるようにして抱だきしめてきた。ぎゅう、と強い力で抱きすくめられて驚きながらも、鼓こ動どうを早める自身の心臓を感じて戸惑いの声を上げてしまう。


「……っちょ、篠田……？　どうしたんだよ？　仕事は終わったのか？」


「……そうだよ。ひとが仕事がんばってかたづけて来てみれば、だれかさんは男といちゃいちゃしてるし……。なんで日野さんがいんだよ、聞いてねえんだけど」


「……んなこと言われたって、べつにそれは、俺が呼んだわけじゃないし……つか、いちゃいちゃなんかしてねえよ。あいつが酔っぱらうとべたべたすんの、おまえも知ってんだろ」


　篠田にしては珍めずらしく、ぼそぼそと呟つぶやくような声だったが、まるで責められているような内容に、思わず言い訳めいたことを返してしまう。


　だが、篠田の様子がおかしい理由は、いま彼が言ったことが原因でない気がする。仕事は終わったのかという侑志の問いに合わせて、ただそう返しただけなのではないだろうかと思えた。


（……だってべつに、日野と俺がくっついてようが、篠田には関係ない、はずだし……）


　まさかやきもちを妬やいたなんてことも、ありえない。なぜかまた、つきん、と胸が軋きしんだ。


（……珍しいおもちゃをほかに渡わたしたくないだけの、独どく占せん欲よく？）


　それもどうだろうと思ったが、そうすると今度は、切なさとわずかな歓かん喜きのようなものが滲にじんできた。


（……なに、なんだよ、これ……）


　あきらかに自分の心はいま、独占欲という言葉に反応して喜びを示した。それがたとえ気まぐれなものであっても、嫌いやだとは言えないような、甘あま苦くるしい気持ちに戸と惑まどう。


　いったい自分はどうしてしまったのかと困惑しながらも、侑志を抱きしめたまま動かない篠田が気になった。


　そもそも、仕事が終わったら連絡をくれと侑志は言っていたはずだ。迎むかえに来てくれと頼たのんだわけでもないのに、どうしてわざわざ篠田はここまで来たのだろう。


「……篠田……？」


「……いいから、しばらくこのままでいろよ」


　再度名前を呼ぶと、そんな言葉が返ってくるだけで、やはり腕は離はなれていかない。その声が少し掠かすれている気がして、侑志はやはりなにかあったのだろうかと、そのまま言うことをきいてじっとしていることにした。


　時折、わずかに動いて、首筋や項うなじに軽い口接けをされ、そのたびに肩が震えたが、どうやらそこから先に進むつもりはないらしい。


　そうすると、ゆるやかな体温と愛撫は心地ここちよくて、なんだか甘えられているような気になった。自分の中の変化に戸惑っていた心はいつの間にか小さくなっていて、不思議と落ち着いた気分が心を満たしていく。


　その気持ちのまま、そっと、篠田の背中に回していた手を伸ばして、漆しつ黒こくの色が綺き麗れいな、その髪かみの毛に触れてみた。篠田は、ぴくっと一瞬だけ反応したが、なにも言ってこない。


　それに許しを得たような気がしてうれしくなり、侑志はそのまま両手で篠田の頭を抱きしめた。緩やかに髪の毛を撫なぜながら、艶つややかなその黒髪にキスをする。


（……なんか、不思議な感じだな……）


　いま初めて、篠田が自分よりも三つも年下だということを実感した気がした。腕の中のおおきな身体に、やわらかな気持ちになる。


　そのまましばらく、抱き合ったままの状態で会話もなく時間が過すぎた。呑のみの場はどうなったかなと頭の端はしを掠めたが、だれも呼びに来ないし、みんな酔よっぱらって気にしていないのだろう。


「……な、篠田、うち、来んの……？」


　ふと約束を思い出して沈ちん黙もくを破ると、一いつ拍ぱく置いて篠田はわずかに身体からだを離した。そのまま今度は顔が近付いてきて口接けられるのを受け入れると、途と端たんに体温が上がった気がした。


　不思議と、それまでのゆるやかで穏おだやかなぬくもりも消えないまま、身体からだの中の奥のほうが熱くなったような感覚だった。


（……あ、これ、俺、したいのか）


　自分が静かにじわじわと欲情しているのだとわかって、返事を待つように侑志は篠田を見つめた。すると篠田は、真っ黒い瞳ひとみにちりっと熱を灯ともしたような色をたたえて、侑志を見返してくる。それが、侑志と同じ種類の熱だということも、すぐにわかってしまった。


「……行くに決まってんだろ」


　あいかわらず口調は俺様なままだったが、なんだか妙みようにかわいく思えて、侑志は小さく笑えみを零こぼした。結局理由はわからなかったが、少しは気分が浮ふ上じようしたらしい。すると、なに笑ってんだよと文句が返ってくる。だが、だってと開こうとした口は、またキスで塞ふさがれた。


　口内をかき回し、舌を吸って離れた篠田は、息が上がっている侑志の口唇をひと舐なめする。


「……言っとくけどあんたのほうから、そんなやらしい目で誘さそったんだぜ」


　誘った自覚があっただけに一瞬いたたまれなくなったが、もう一度ねっとりと口接けられて、それも気にならなくなった。やっぱりなんだか、篠田だけでなく、自分もおかしい。


　あんたが具合が悪いから連れて帰るって言ってくる、とそんなことを言って離れる篠田に、侑志はただ頷うなずいた。








　車で出勤していた篠田の運転で帰り、アパート近辺のパーキングに停とめた。


　途と中ちゆう、まだ夕飯を食べていなかった篠田が腹が減ったというので、コンビニに寄って買ったものを、レンジで温める。


　ほかの欲も高まってはいるが、とりあえずは食欲も大事だと、侑志は一いつ旦たん思考を切り替かえることにした。


　キッチンは狭せまいので、食事をするのはもっぱら寝しん室しつのローテーブルでだった。篠田が自分の弁当を持ってキッチンを去ったあと少しして、侑志も寝室に行く。すると侑志が手に持ってきたものを見て、男前な目が眇すがめられた。


「……日本酒かよ」


「うっせ。さっきあんま呑めなかったんだもん、いいだろ」


　カップ酒を、コンビニで買ったチョコレートをつまみに呑む。


「オヤジくせえな」


「どうせオヤジだよ。おまえより三つも上なんだからな」


　やはり居酒屋で想像したような文句を言われて、べ、と舌を出した。


「つか、そんでつまみはチョコって、あんた味覚おかしいんじゃねえの？」


「なんだよ、篠田、つまみにスイーツはだめなひとなの？」


　聞いてから、ふと侑志は首を傾げた。


「そういや篠田って、あんま酒呑まないよな」


　あんまり、というか、そういえばちゃんと呑んでいる姿というのを、侑志は見たことがない。


　そう思って篠田に視線をやると、ふいっと顔を逸そらされた。黙もく々もくとパスタを食べている横顔に、え、と侑志は目を瞠みはる。ぴん、ときたものはたぶん間ま違ちがっていない。それからじわじわと、口の端が引きつるのを我が慢まんできずに、笑みが零こぼれた。


「へー。あっそう、なるほどー」


「……なにがなるほどだよ。笑ってんじゃねえぞ」


「いやー、篠田案外かわいーとこあんだなあ」


「はあ？　ふざけんなよ」


　睨にらんでくる目も怖こわくないと、侑志はにんまり笑った。


「そっかあ、篠田、酒だめなんだあ」


　つまりそういうことだろうと笑みを向ける侑志に、篠田は若じやつ干かんふてくされたような顔をする。その顔がまた珍しくて笑みが深まった。


「うるせーな、言っとくけどまったくだめなわけじゃねえからな。体質の問題なんだよ。好きで呑めないわけじゃねーし」


「あっ認めた」


　呟つぶやくと、さらに睨まれたが、やはりいっこうに怖くない。むしろかわいい気すらして、侑志はけたけたと笑った。


「あんたなあ……あとで覚えてろよ」


「あは、ごめんごめん。じゃあ、匂においもだめなんじゃないの？」


「匂いで酔うほどじゃねえけど、あんま好きじゃねえんだよ。だから呑むなって言ったろ」


　言われて、一瞬意味がわからずきょとん、とした侑志は、すぐに理解して、うっすら頰ほおに熱が上るのを感じた。つまり、キスするときに気になるから、ということだろう。そういう意味合いも含ふくんでいたのかと、篠田が呑みに行くまえに言っていたことを思い出した。


　だがそれを言うなら、いちばん最初にした日だって、自分は呑んでいたはずだが、よく抱だく気になったなと思う。


　けれど、そう言われてしまうと、と少しだけ困って、侑志は手元のカップに視線を落とした。なら余計に呑んでやる、と言うにはいまの自分は、身体の裡うちに溜たまっていく欲を無視できない。それを解放できるのは、目のまえの男しかいないのだ。


　だが逆に、じゃあここでやめておこうとカップを置くことも、なんだかあからさまに、篠田にちゃんとキスもして欲しいとねだっているようで、恥はずかしい。自意識過か剰じようだとはわかっているのに、そんな妙なことが気にかかった。


「……なに悩なやましい顔してんの？」


「……へっ？」


　なんか想像した？　と膝ひざをついて近寄ってきた篠田に囁ささやかれ、変な声を上げてしまった。それに色気ねえな、と眉まゆを上げた篠田に、そんなのあってたまるかと視線を返す。


　だいたい、悩ましいだのなんだの言ったすぐあとに色気がないって、どっちなんだと思いながら口を開こうとしたら、そのままキスされた。


　戯たわむれるようなそれから、深いものになるのに時間はかからず、篠田のスイッチが入ったことを知る。いつの間に食べ終えたのだろうと思ったが、口内をかき回される感かん触しよくに、すぐにどうでもよくなった。


「……ん、クリームの味する……」


「そりゃカルボナーラ食ってたからな。……なあ」


　口唇くちびるが離はなれた篠田が、侑志の感想に小さく笑って呟く。それに、目で先を促うながすと、篠田はすっと侑志の襟えりぐりから手を差し込んできた。


「味とかそうやって言っちゃうの、冷めるってやつもいるけどさ、あんたが言うと妙にエロい」


　そう言う篠田のほうがよっぽどエロいんだけど、と思いながら、ばか、と小さく返した。どうしてこう、いちいち恥ずかしいことをこの男は言うのだろう。自分がエロいわけがないと知ってはいるけれど、そう言われると、かっと顔が熱くなって、鼓こ動どうが早くなってしまうのだ。


　その、篠田の作り出す雰ふん囲い気きに浸ひたってしまいたくなる。


「……ベッド、いこ」


　すぐそこにあるのだから、ラグがあるとはいえわざわざこんな床ゆかでやることもないだろうと思い、そう言う。するとそれを誘い文句と取ったらしい篠田が、少し驚おどろいたふりをして「珍しいじゃん」と眉を上げた。


「……あー、俺、なんか今日、発情してるみたい」


「って、はっきり言っちゃうとこがあんたらしいけどさ。そういや呑のみ屋にいるときから、したそうだったもんな」


　揶揄からかうように言われてまた顔が熱くなったけれど、それが正直な状態だから仕方ないと半ば開き直る。悪いかよ、と小さく睨むと、触ふれるだけのキスが降りてきた。


「……悪くねえよ」


　それからそう低い声で囁いた篠田に抱かかえられるようにしてベッドへ運ばれ、また口接けられながら、服を脱ぬがされた。首筋を吸われ、胸を弄いじられて、腹を舐められる。それだけですぐに指先が痺しびれるようにじん、としてきて、あえかな声が零れた。


　中心を口に含まれたときにはもう、声も抑おさえられなくなって、達してしまう寸前で篠田の口唇が離れた。困こん惑わくして、きっと縋すがるような目を向けただろう侑志に、指先だけはやさしく顎あごを取った篠田は、自身に導く。


「……上手にできたら、いかせてやるよ？」


　色に濡ぬれた笑えみで囁かれ、促されるまま篠田の熱い中心を咥くわえた。もう自分がなにをしているのか考えることすらできないまま、時折落ちてくる言葉の通りにひたすら口を動かす。しばらくして硬くなった篠田を口から抜ぬかれたかと思ったら、雫しずくを流していた侑志自身といっしょに扱しごかれた。


　経験したことのない感覚に上り詰つめるのは早く、そう時間をかけずに達すると、篠田もほとんど同時に熱を吐はき出す。


　篠田の膝の上に乗るような体勢のままキスを交かわしていると、後ろに伸のびてきた手が、臀でん部ぶを揉もむように淫いん猥わいに動いた。そのうちに奥に指が差し込まれ、ぐちゅぐちゅと濡れた音が耳を犯おかす。その音にも煽あおられるように喘あえいでいると、四つん這ばいの体勢を取らされた。


「っあ、んん……っ、あ、やぁ……っ」


「すげー色……どんなふうにここが俺のこと誘さそってるか、見せてやりたいくらい……」


　それから篠田は双そう丘きゆうにキスしながらそんなことを言って、奥に舌を這はわせてきた。びくびくっと引きそうになる腰こしを、だめだと捕つかまえられて、舌と指で犯される。


「や、ぅン、んん……っ、あ、あ……っ、あ、もぉや、だ……っ」


　卑ひ猥わいに濡れた音と、ぐちゃぐちゃにかき回される感覚に耐たえられないと首を振ふる。なのに相反するように、なにかが足りないと思ってしまうのは、このあとに来るものを知ってしまっているからだ。それが欲しい。ほんとうに耐えられないのは、それがないことだった。


「……嫌いやばっかじゃ、わかんねえよ？……どうして欲しいか、ちゃんと言えよ」


「っあぅ、んあ、あ……っ」


　きゅ、とすでにまた硬く勃たち上がって雫を零している自身を握にぎられ、背中が反った。そのままいきそうになったところを、篠田の指が押さえる。


「っと、まだだろ？……つか、今日の侑志、すげーやらしくねえ？　どうした？」


「っわか、んな……っ、あ、ん……っ」


　そんなことを訊きかれても、自分でもわからない。ただ、こうしてふたりきりのときにだけ名前を呼び捨てる篠田の声にも、感じてしまう。


　ふるふると力無く首を振って、肘ひじをついた侑志は、腰を捻ひねって背後の篠田を見つめた。


「……っ、なあ、も……っ」


「……ん？」


「も、ほし……っ、しのだぁ……っ」


　きちんと言うまでくれないのかと、だらしない口調で名前を呼んで、ねだってしまった。すると間髪入れずに篠田のおおきな手が腰を摑つかんで引き寄せ、仰あお向むけにされる。脚あしの付け根からぐいっと開かれて、その間に熱が入り込んできた。


「っあ、ああ……っ、んん……っン」


「……よくもそんな、ギャップが出る、よな……」


「んっ、あ……っ、あ、なに……っあ、んっ」


　ちがいすぎだよ、とぼやくように言われ、なんだと揺ゆれる視界の中視線を返せば、なんでもねえよとさらに腰を深く突つかれた。


「ひぁ、あ……っ、や、んん……っ、んあ……っ」


「……侑志」


「んん、ン……っあ、あ、ん」


　篠田の顔が近付いて、荒あらい息とともに首筋を嚙かまれた。ぴりっと疾はしった痛みはすぐに快感に変わって、背中が震ふるえる。


　下か肢しから溢あふれる体液が、つながった箇か所しよにまみれて濡れた音を立てている。喉のどを突いて出る喘ぎは、我ながらきっと聞くに堪たえないようなみっともないものだろうとはわかっていた。けれど、そんな羞しゆう恥ちなど些さ細さいなことだというように、思考はどんどん麻ま痺ひしていく。


　最初から快感を得てはいたし、段々その気持ちよさを覚えて受け入れることができるようになったけれど、それでもなんだか、今日は特別に感覚が鋭するどくでもなっているようだった。


（……俺、どうしたんだろ……）


　奥を穿うがたれて、かと思うとゆるりとかき回され、声を上げながらぼんやりと思ったとき、額に篠田のてのひらが触れた。汗あせで張り付いた前まえ髪がみを掬すくうようにやさしく撫なぜ、ついで口唇が眦まなじりを舐なめる。


　溜たまっていた涙なみだを吸い取って離れていった篠田の顔を見て、唐とう突とつに侑志は悟さとってしまった。


　───ああ、好きだ。


　そう心の中で呟つぶやいた瞬しゆん間かん、ひくんっと奥が痙けい攣れんした。中の篠田をきゅうっと締しめ付けてしまうのがわかる。


「っ、……侑志……っ？」


「っあ、あ、や、あ……っああ、んっ」


「……なに、考えてんの……？　いきなり、すげえ、ナカ、動いたけど……」


「んんっ、ん、や、あ、あ……っ」


　ぽた、と篠田から落ちてくる汗の感触と、快楽を感じている切なそうな表情に、胸がときめくように鼓動を打つ。情熱を秘ひめて自分を見つめる瞳ひとみに、捕とらえられてどうにかなってしまいそうだと思った。けれど、その波に攫さらわれたままでいたいと願う心も、間ま違ちがいなくある。


　困惑と、混乱と、快楽がない交ぜになって、どうしていいのかわからなかった。


（……っ俺、うそ、うそ……っ）


　いつの間に、そんなことになってしまったのだろう。どうして、なんで。思ってみても、まともに働いていない頭では、答えなど出てきそうになかった。


　ただ感覚だけが支配する中で、だからこそいま感じてしまった自分の気持ちが、偽いつわりのないものだと確信できてしまう。


「……っ、はぁ、侑志……っ」


「ん、んーっ……あ、あ、も、だめ、ぇ……っ」


　俺、篠田のことが好きなんだ。


　もう一度、そう思ったらもう、我が慢まんできなかった。


　形のいい眉まゆ根ねを寄せて息を呑み、自分の中で同じように達する篠田に、愛いとしさを感じる。けれど同時に、ひどく苦しい切なさが、胸を覆おおった。


　───……また、好きになってはいけないひとを、好きになって、しまった。








　次の日が休みだと、篠田はそのまま泊とまっていくことが多かった。篠田曰いわく、面めん倒どうくせえ、らしい。だが、侑志の目が覚めたときに時折、腹が減ったからと言い訳付きで軽い食事が用意されていたり、いつの間にかシーツが換かえてあったり、侑志自身も身み綺ぎ麗れいにされていたりと、どちらかというとそれらのほうが面倒くさそうな気がするのだが、あえてつっこんだりはしなかった。


　それで侑志が困ることなど滅めつ多たにないし、好きにさせておけば篠田の機き嫌げんもいい。


　ただ、身体からだを清められることは羞しゆう恥ち心しん以外のなにものも浮うかんではこないが、大体が、侑志が疲つかれて眠ねむっている間にやってくれることが多かったから、気が付けばさっぱりしているという状じよう況きようだ。そんな自分にいたたまれないような気持ちになったりもするけれど、最終的には、まあいいか、と思ってしまう。結局、侑志もたいがい面倒くさがりなのだ。


　それに、ほかに寝しん具ぐもない上ベッドはひとつしかなかったが、去年アウトレットのセールで買ったそれはセミダブルだった。なんとか男ふたりでも快かい眠みんできる広さだったのもあり、同じ布ふ団とんで眠ることも多い。


　案の定、うっすらと意識が浮ふ上じようした侑志が瞼まぶたを開くと、目のまえにひどく整った貌かおがあって息を呑のんだ。何度か遭そう遇ぐうした事態だというのに、やはりアップは心臓に悪い。


　閉じられた瞼から生える睫毛まつげは、長いのもあるが密度が濃こいせいで影かげが落ちるほどだ。すっと通った鼻筋の下には、厚いセクシュアルな口唇くちびるが薄うすく開いていて、静かな寝ね息いきをたてている。きりりとした眉といい、額にかかる長めの黒くろ髪かみといい、いまさらながら、ほんとうに綺麗な顔の男なんだなとぼんやり思った。


（……俺、面めん食くいなのかなあ……）


　けれど、篠田のなにがいちばん魅み力りよく的かというと、その造作というよりは、彼の醸かもし出す雰ふん囲い気きではないだろうか。男としての色気に溢れて、情熱的な視線が強くて、仕事にも自信のある彼の出いで立ちが、よりひとを惹ひきつけるのだ。


　年下なのに、年下に思えない。同じ男なのに、自分とはまったくちがう、一見完かん璧ぺきな男。けれど、侑志が自分の想おもいを自覚したのは、それ以外の篠田の一面を知ったからだ。


　変なところでマメで、仕事には手を抜ぬくことがないのはもちろん、才能もあるのにこつこつと真面目まじめで、部下や仲間への気き遣づかいも忘れない。ひとりできちんと立っているようなのに、あんなふうに甘えるように腕うでを預けてきたりもする。


　篠田のことを知るたびに、じわじわと胸の中で生まれていたのは、この恋こい心ごころだったのだ。


　惹かれていたのはもしかしたらもう少しまえからかもしれない。ちょっとずつちょっとずつ、侑志の思考を篠田が埋うめ尽つくしていったのは、そのせいにちがいなかった。


（……勘かん弁べんしてほしい……）


　どうしてこう、救いのない方向へばかり、自分は行こうとするのだろう。一度くらい、ぱあっと幸せな気分になれるような恋れん愛あいがしてみたい。俺ってマゾなのかな、と妙みようなことを考えながら、侑志はそっとベッドから抜け出した。


　篠田はまだぐっすり眠っている。彼が侑志よりも先に起きているのは、割合としては半々くらいだった。それはたいがい昼過ぎだったりすることが多いのだが、というのも実は篠田はものすごい低血圧なのだ。


　現在の時間はといえばまだ午前中で、もしもいま無む理り矢や理りにでも起こしてしまったら、超ちようのつくほど不機嫌な顔で睨にらまれるにちがいない。寝起きの掠かすれた低い声で文句を吐はかれてまで起こす理由もないので、自然と目が覚めるまで放っておくのがいちばんだ。


（……いつの間にこんな詳くわしくなってんだよなあ、俺も……）


　はあ、と憂ゆう鬱うつなため息が漏もれた。やるせなさと同時に嬉うれしさも滲にじんでくるのだから始末に負えない。


　布団を出ると、もうすぐ四月になるとはいえ家の中はうっすらと寒く、震えが疾った。昨日その辺に散らばっていたはずの服はない。たぶん、というか確実に篠田が洗せん濯たく機きに入れたのだろう。怠だるい身体を持て余しながら、シャワーを浴びに浴室に向かい確かく認にんすると案の定だった。ただ洗濯自体はまだのようで、風ふ呂ろから上がったらやろうとふたを閉めた。


　いつものように身体は綺麗に拭ぬぐわれていて、やはりいたたまれなさが襲おそう。身体を洗って熱い湯を浴びながら、視線を落とすと、胸に赤い鬱うつ血けつが散っているのが目に入った。


　そっとその痕あとに指を這はわせると、じん、と痺しびれた気がして息を呑む。指の感かん触しよくにというよりは、そこへ口くち接づけられたときの、篠田の口唇の熱さを思い出してしまったからだった。


　最初この痕を自分の身体に見つけたときには、どこか後ろめたさに苛さいなまれた。羞恥と、ほんとうにこんなふうになるんだという物もの珍めずらしさも浮かんできたのは、元来の好こう奇き心のせいかもしれない。けれど、そこにはそれ以上の感情などなかったのだ。


　なのに、いま、この赤い斑はん点てんを見るだけで、身体の奥のほうからなにかが疼うずくように顔を見せる。熱い腕に抱だかれ、貫つらぬかれた記き憶おくが蘇よみがえって、色めいたため息が出るのだ。


（……最低だよな）


　自分の身体は、恋心の芽生えとともに変わってしまった。……きっと、篠田は望んでいないのに。こんな面倒くさい、鬱うつ陶とうしいくらいの恋れん情じようなんか、重いだけだろう。


　最初から篠田は、きっぱり言っていた。侑志のことなど、恋愛というカテゴリの中においては、眼中などないのだと、そう告げられていたじゃないか。


　ちょっと身体の相あい性しようがよかったから、飽あきるにはまだ早いから、続いているだけの関係だ。篠田の気まぐれな気持ちが離はなれてしまったら、終わりなのだ。


「……っ」


　まえにも同じようなことを思ったはずなのに、そのとき以上の鋭するどい痛みが胸を襲おそって、泣きたくなった。けれど涙は出ずに、気持ちを落ち着かせるように息を吐くと、きゅ、とコックを捻ひねって湯を止める。


　着き替がえを持ってくるのを忘れたので、身体を拭ふいたバスタオルを腰こしに巻いて、洗濯機を回すと部屋に戻もどった。がしがしと髪かみの毛の水分を別のタオルで拭き取りながら、ベッドに近寄る。ブラインドの隙すき間まから入り込んでくる光にやわらかく包まれた寝ね顔がおに、無意識に見み惚とれてしまい、すぐに我に返った。


　だが、離れようとした瞬間手首を引っ張られ、侑志は小さく声を上げる。バランスを崩くずしてベッドに倒たおれ込み、ぎゅっと閉じていた目を開くと、篠田の瞳がひどく間近にあった。心臓が、ばくばくとおおきく跳はねて騒さわいで、静まらない。


「……っな、んだよ……起きてたんだ」


「まあね……目が覚めた。隙間できて寒いと思ったら、シャワー浴びてたのかよ」


　寝起きで掠れてはいるが幾いく分ぶんしっかりした声でそう言って、篠田が首筋に顔を埋めた。抱き込まれたまま、バスタオル一枚の腰を撫なぜられ、肩かたを竦すくめる。


「……っ、ん、ちょ……っ」


「そそる匂においしてんね……いままでのとちがう？　なんか甘い」


　くん、と鼻を鳴らしてから、篠田の舌が首から頤おとがいを這う。てのひらはあいかわらず身体をなぞっていて、いつまでも慣れないその感触に、ぞくぞくと背中が震ふるえた。


「っ、もらいもんの、ボディーソープ、使った、から……っ」


　ふうん、と頷うなずいた篠田の手が、下か肢しに伸のびてきて、びくんっと身体がおののく。慌あわてて侑志は篠田の肩をてのひらで押した。


「って、なにしてんだよ……っ、俺、シャワー浴びてきたばっかなんだけど……っ」


「知ってるって。いまその話してんだし……つか、なあ、ここ、反応してるけど……？」


「っあ！」


　まだなんとか腰に巻かれたままのバスタオルの上から、きゅ、と侑志の中心を握にぎった篠田が、揶や揄ゆするような声で、耳元に囁ささやく。そのまま耳じ殻かくを甘あま嚙がみされ、中に舌を差し込まれなぶられると、篠田の肩を押さえていたてのひらから力が抜けてしまった。


「や、あ、んん……っ、あ」


「ボディーソープもそうなんだけどさ、あんたの汗あせと混じると、なんかすげえ色気滲んでくるから、不思議だよな……」


「っふ、ぁ、ん、ん……っ」


　すぐに濡ぬれた声が零こぼれてしまう自分が嫌いやで口唇を嚙かみしめる。ちょっと触さわられて、誘さそうような篠田の熱い息と声を与あたえられるだけで、こんなふうになってしまうなんて、それが恋情を伴ともなうからこその反応の早さだと思えば思うほど、切なくなった。


　するっ、とタオルの端はしから入り込んできた手が、直接侑志を弄いじり出す。気持ちよくて、けれどそれがとてつもなく悲しくなって、じわ、と眦まなじりが熱くなった。


「……っん、……っふ、ぅ」


　抵てい抗こうできない。たとえどんなにあとで後こう悔かいすることになるとしても、触ふれてもらえる間は、篠田からもたらされるどんな感覚も欲しいと、そう願ってしまう自分がいるのだ。


　つらいのに、逃にげることもできない。求められたら、そこに意味などなくても、きっと差し出してしまう。


（あんなに簡単に寝ねるべきじゃなかったんだ……）


　一番最初の出会いを思い出す。身体からだだけのカンケイなんて、到とう底てい割り切れるものじゃない。


「……侑志？　おい、なんて顔してんだよ、あんた」


「……っ」


　胸を舐なめていた篠田が、つと顔を上げて、驚おどろいたような声を出した。


「なに泣いてんだよ」


「……っ泣いて、ない」


「うそつけ」


　眉まゆ根ねを寄せる篠田に、指の腹で眦を拭われて、侑志はひとつ瞬まばたきをした。それからひた、と視線を返す。


「……泣いてるんじゃなくて、興奮してんだよ」


　小さな噓うそをついて、するっと篠田の首に両りよう腕うでを回した。昂たかぶっているのはほんとうで、その熱が、胸を塞ふさぐ痛みを紛まぎらわしてくれて、篠田に見えなければいいと願った。


「朝からする気なんかなかったのに、おまえが煽あおったんだから、ちゃんと責任とれよ……」


　そう言って、言こと葉ば尻じりでこちらから口接けた。ちゅ、と吸い付いて篠田の口内を探さぐるように舌を伸ばすと、一いつ瞬しゆんだけ躊躇ためらったような気配を感じる。だが、引き離されることもなく深い口接けに持っていかれて、胸の裡うちは安あん堵どでまた泣きそうだった。


　恋こいしいなんていう、甘く重い気持ちを見み透すかされて、引かれたらどうしようと思った不安が小さくなる。けれどそれが一時的なものでしかないことは、自分でも充じゆう分ぶんわかっていて、それでもどうしようもなかった。


　篠田のくれるものを、せめていまは、自分だけのものだと思いたかった。





　　＊　＊　＊





　ボードを目のまえにして、侑志は、はあ、と息をついた。


　ラフ画の描えがかれたスケッチブックを手に取って、しばらく眺ながめたあと、机の上にシャープペンを置く。


　打ち合わせも進んで、結局、イラストの案もほぼ決まり、とりあえずは描き始めていい段階にきていた。イラストは大小数点あるのだが、そのどのラフにもぜんぶＯＫをもらったし、さい先はいい。


　あとは、もう少し細かいディテイルを描き込みながら下書きをして、主線を入れ色をつけていく。イメージも固まっていて、ラフもあるのだから、迷うことなんかないはずなのに、どうにも調子が悪かった。今回、一応下書きもやるとはいえ、主線は初の試みで万年筆を使って描こうと思っているから、いつも以上に集中力が必要だというのに、これではだめだ。


　完全に、篠田への想おもいを自覚したことで、心のバランスが揺ゆらいでしまっている。


　あのとき、篠田に、仕事とプライベートを混同したりしないと偉えらそうに言ったくせにこの様とは、自分が情けなかった。


　絵を描くことは、侑志にとってのライフワークで、たったひとつの、ひとに誇ほこることのできるものなのに、これではその自信すらなくなりそうだ。


「……っあー、だめだ！」


　ひと言叫さけんで、椅い子すから降りた。こういうときは、なにか気分転てん換かんでもするしかない。


　幸いなことに、時間はもう少しあるし、急せいてもいいことはないだろう。んーっと背中を伸ばすように腕うでを上げた侑志は、ふと部屋の一画に目を留とめた。


　ごちゃっと物に溢あふれたおおきなラックのまえにしゃがみ込んでひとり頷く。


「……かたづける、か」


　そう呟つぶやいて、ラックに手をかけた。箱やファイルなどがみっしりと並んでいて、ひとつずつ中身をたしかめていく。


　そのほとんどが画材や、以前資料に使った雑誌や本、紙の束、写真なんかで、最初は整理していたのだろう名残なごりもあった。だが、しばらく放ほったらかしにしていたのもあって、かなりの量だ。


　結構まえのものもあって、懐なつかしさに見入ったりと、そちらのほうに時間を取られながら少しずつ整理していく。すると、スケッチブックの束が出てきて、お、と声を上げてしまった。


　一枚一枚端はしに日付を記していたから、いつのものなのかすぐわかる。大学時代のものまで出てきて、よく取っておいたなと自分でも感心した。


（……あ）


　だがその中の一冊の、さらに一ページを捲めくって、侑志は手を止めた。


　少しざらっとした手て触ざわりのその紙に描かれていたのは、日野だった。鉛えん筆ぴつ画がのそれは、正面を向いていて、やわらかい笑え顔がおをたたえている。やさしい笑みなのに、それでもどこか、切ないようなさみしさを覚えるのは、そのときの侑志の想いが、この中に詰つまっているからだろう。


　本人を見ながらではなく、ただ頭の中で夢想しながら、溢れそうな恋こい心ごころを抑おさえるのがむずかしくて、どうにかなりそうで、ただひとつ、それを逃がすための手段だった。


（……こんなに、日野のこと、好きだったのに、な）


　この絵を見るだけで、どれだけ日野のことを想っていたのか、すぐにわかる。なのに、それもいまでは過去のものでしかなかった。


　また同じような……いや、たぶん、それ以上のおおきさで、ちがう人間を好きになってしまった。


　年下のくせに不ふ遜そんで、意地悪で、強ごう引いんで、だけどほんとうはやさしくて、強い瞳ひとみと甘い手を持っている、男。


　自分のことなんか、絶対に、好きにはなってくれない、男。


　きっと、こんな気持ちが少しでもばれたりすれば、眉をひそめられて、引かれてしまう。


　なに気持ち悪いこと言ってんのと嗤わらわれて、もう二度と、触れてすらくれなくなってしまうにちがいなかった。


　最初から叶かなわないことがわかっているのは、日野のときといっしょだけれど、わずかでも、相手のぬくもりを知ってしまっているだけ、あきらめ悪く縋すがってしまいそうな自分が、怖こわい。


　けれどまだ、捨てられないのだ。自分から離はなれてやることが、できそうにない。もう少し、もう少し、と息苦しいほどの想いの中でもがく、浅ましい自分がいる。


　だけどどうしたらいいのだろう。どうすれば、この苦しくて醜みにくい気持ちを、和やわらげることができるんだろう。


（……また、描いたら、少しはすっきりするかな？）


　あの顔なら、描き甲斐がいがありそうだ。


　とくにあの瞳、強い意志を秘ひめた漆しつ黒こくの色を、絵でどこまで表現できるだろうかと、頭の中で思い描く。


　日野を描いたこの絵のように、笑顔は描けないだろうけれど、あの情熱的にひとを見つめる、彼の熱を描けたら、きっと気持ちがいいだろう。


　写真もないし、本人に目のまえでモデルになってもらうわけにもいかないけれど。


　それに、本人に見られでもしたら恥はずかしいどころの騒さわぎじゃないが、いいかもしれない。想像していると少しだけたのしくなって、ひとり笑みを浮うかべた。


　そうやって描いている間だけは、きっと、自分の中でだけの篠田がいるから。


「───なに？　それ」


「……っ」


　そのとき唐とう突とつに背後からかけられた声に、侑志はびくんっと肩かたをおののかせた。振ふり返るまでもなくわかる相手は、篠田だ。いつの間に来たのかと驚くよりもまえに、目があった篠田の表情にぎくりとした。


　ひどく不ふ機き嫌げんそうに顰ひそめられた眉み間けんと、怒いかりを隠かくしもしない瞳の色にたじろぐ。


「……あんたが描いたの？　その絵」


「っ、あ、これは……」


　そこでようやく、日野を描いたスケッチブックを見られてしまったのだと気が付いて、咄とつ嗟さに侑志はそれを胸に抱だくようにして隠してしまった。理由はわからないが、その行動が、篠田の怒りをさらに買ったようだった。


「……まだそんなに日野さんのこと好きなのかよ」


　忌いま々いましそうに舌打ちをして篠田が呟いた言葉に、え？　と思う。だがなにかを返す間もなく目のまえに篠田の顔が迫せまっていて、後頭部に衝しよう撃げきが疾はしった。床ゆかに押し倒たおされている。ラグの上だったのもあり痛みはそれほどでもなかったが、思わず呻うめきが漏もれた。


「っう、……ちょ、待って、篠田……っ」


　篠田が誤解をしたのだということを理解して、けれどそれがどうしてこんな行動につながるのかわからずに混乱した。


　篠田は、乱暴に侑志の服を剝はぎながら、強く拘こう束そくすると、口唇くちびるを合わせてくる。性急に差し込まれる舌は、侑志の口内をかき回すだけで、こちらの反応など知らないというようだった。


「ん、むぅ、ん……っ、んんっ」


　口くち接づけとは呼べないような、ただ乱暴なだけのそれが、なぜなのか、わからない。首を振ろうとするのを、顎あごにかけられた手で押さえられ、息を奪うばわれた。苦しさに涙なみだが滲にじんで、喉のどの奥が震ふるえる。


　ようやく口唇が解放されたと思ったら、露あらわにされた胸の突とつ起きを、ぎゅうっと強くつままれて、背中が跳はねた。


「っい、あ……っ、やぁ、ん、あ、しのだ……っ」


　かと思うと舌で転がされ、じん、と知った感覚が襲おそう。だがすぐにかり、と齧かじられ、再び軽い痛みに胸が反った。


　どうしていきなりこんなことを、しかもいつもとちがう、乱暴で性急な愛あい撫ぶばかりを施ほどこしてくるのかと、篠田の名前を呼ぶ。すると一いつ瞬しゆんだけ、ぴくっと反応した篠田だったが、すぐにまた侑志の腰こしを抱かかえると荒あら々あらしく肌はだを吸った。


「っん、や、だ……っ、やめっ」


「……抵てい抗こうなんて許した覚え、ないんだけど？」


「……っ」


　わけがわからないまま、しかも寝しん室しつでなく、仕事部屋で抱かれるなんて嫌いやだと身体からだを捻ひねったら、ぐいっと両手首をまとめて頭上に上げられた。それから低い声で告げられた言葉に、侑志は動きを止める。その瞳の冷たい色に、ひゅっと喉が鳴った。


　驚おどろきとショックで、目を瞠みはる侑志から、ふいっと目を逸そらした篠田は、また侵しん略りやくの続きにかかる。


（……っな、に……？　これ、なんだ……？）


　いままで、あんな冷めた色の瞳で、篠田は侑志を抱いたことなんかなかった。恋れん情じようを伴ともなわない、いささか不利な交こう換かん条件の上での、身体だけが目的のそれであっても、最初から、目だけは熱を灯ともしていた。想われていないことがわかっていても、その熱だけで、体温があがってしまうほどのものだった。


　なのに、さっきのあれは、なんだろう……。


　なにが、篠田をあんな目にしてしまったのだ？


「っあ、やぁ……っ」


　考えようとしても、次から次に、性急に伸のびてくる篠田の指に与あたえられる感覚に思考を持って行かれてしまう。呆ぼう然ぜんとしている間にとっくに脱ぬがされていたジーンズは、下着ごと奪われていた。だが、篠田は中心を通り越して、侑志の最さい奥おうに触ふれた。


　潤うるおいもないそこに指を突つき立てられ、声を上げる。


「ぃた、や、あ……っ」


　いくら何度も篠田を受け入れているとはいっても、いきなりではほぐれもしないし準備もできない。身体がこわばってしまった侑志に、篠田の指が一いつ旦たん抜ぬけるのを感じた。吐はかれた息が、苛いら立だちを表しているようで、気持ちまで竦すくむ。


（……っなんなんだよ……っ）


　あまりにひどい扱あつかいに、胸が抉えぐられそうだった。じわ、と涙が滲んでくる。


　すると、奥に今度は濡ぬれた感かん触しよくが這はった。見ると篠田が、侑志の下か肢しに顔を埋うずめている。


　奥の襞ひだを指先で広げられ、唾だ液えきを送り込まれる感覚に、腰が動いた。何度かそうして舐なめられたことはあるが、いつまでたっても慣れることはできない。


　けれど、さっきまでの頑かたくなさが噓うそのようにほぐれていく奥が、感覚としてそれが快感につながると知っていた。ひどくいやらしい音が耳について、声が溢あふれる。


「っや、ぁ、あ……っあ、ん、んん……っ」


　するとそれまで、反応するどころか萎しおれていた中心が、ゆっくりと硬くなってきた。慣れないと言っても、それは侑志自身の気持ちの問題であって、身体はすでに篠田の施す行こう為いを受け入れている。奥を探さぐられること、イコール、篠田の熱を得るための準備、だと勝手に期待した身体が変化していくのを、止められなかった。


「っん、ん、あ……っあぅ、んっ」


　奥を舐められながら、勃たち上がってきた中心を擦こすられ、頭の芯しんがぼやけてくる。やはりいつもよりも強い愛撫に、急速に熱が集まりだしてきた。


「や、あ、も、でる……っ」


　雫しずくがとろとろと溢れ出し、崩ほう壊かいしそうだと訴うつたえると、きゅ、と根本を指で圧あつ迫ぱくされ、侑志は息を呑のんだ。到とう達たつすることを止められ、どうしてと視線をやると、篠田は、ゆっくりと侑志の屹きつ立りつしたものを下から舐め上げる。


「っん！　っあ、あ……っや、なんで、ぇ……っ」


「……まだいかせない」


　そう呟つぶやいて、篠田は侑志の中心を捕とらえたまま、自分の硬く勃ち上がったものを奥へと埋め込んだ。


「っや、ああ……っ」


「……っ一回、俺がいくまでは、いかせてやらない」


「っ、うあ、あ、あ……っんーっ、んっ」


　ずぶずぶと入り込んできた篠田の熱は、遠えん慮りよなしに抜ぬき差しされて、侑志の中を溶とかしていく。いきたいのにいけないもどかしさは、奥を擦られるほどに増していって、侑志を翻ほん弄ろうした。


「や、あ、やだ、もぉ、ああ……っ、やぁ」


「……こんくらいも、我が慢まんできねえの……？」


　淫いん乱らん、と揶や揄ゆに満ちた囁ささやきを落とされ、ひくんっと喉が鳴った。


　行為をたのしむためのものというよりは、嘲あざけるような色をその声に感じて、侑志は胸が潰つぶされそうな痛みに襲われる。じくじくと心臓が痛んで、ぶわん、と涙が溢れた。


「っ、ぁ、は、ぅ……っ」


　どうにかなってしまいたい、と上がる息を吐き出しながら、侑志は思った。いっそのこと、おかしくなって、快感だけを追いかけて、なにも考えられなくなりたい。そうすれば、この張り裂さけそうな心も気にせずに、ただ気持ちよくなれるのに。


　追い込まれた身体は、どんなに心が傷を負って竦んでいても、終わりを目指して昂たかぶっていってしまう。それを与えてくれる篠田を、求めてしまう。


　激しく突かれて、しばらくして篠田が達したのを感じる。それからすぐに自身を擦られて、侑志も熱を吐き出した。けれど息を整える間もなく、うつぶせにされて今度は後ろから穿うがたれる。一度いったはずの篠田はまだ硬く、侑志の中を強ごう引いんにかき回した。


　そんな扱いを受けてもなお、篠田を想おもう浅ましい心は、どうやっても消えてくれなかった。


　だからこそ余計につらくて、最後、意識が遠のきそうな気配を感じたときには、安あん堵どすらしながら、侑志は瞼まぶたを閉じた。








　身体の痛みで、目を覚ました。


「……っ、いた……」


　口から漏もれた声はみっともないくらいに掠かすれている。その辺に畳たたんでおいたブランケットが肩かたからかかっていたが、中ちゆう途と半はん端ぱに胸まで捲まくられた服はそのまま、もちろん下半身はなにも身につけていない。そっと下肢を見ると、一応タオルかなにかで拭ぬぐったように綺き麗れいにはなっていた。だが、いつものようにとまではいかず、とりあえずといった感じがあった。


（……篠田……？）


　確かく認にんするまでもなく、彼の姿はここにはない。


　抱だき合ったあと、侑志が目を覚ましたとき、彼自身がいないということはあった。けれどいままで、こんなふうに、ことが済んだらそれで終わり、あとのケアなど構いもしないなどということは、一度もなかった。


　彼は慣れているぶん、セックスの相手に対する扱いを心得ていたし、言ってしまえば思いやりのようなものがきちんとあったのだ。


　その、あたりまえのようにあったものがないことで、侑志は、きん、と冷えていく心の裡うちにおののいた。


　篠田は、たしかに怒おこっていた。その怒りが、あんな扱いを、侑志に対してした理由なのだろう。では、その怒りとは、なんなのだろう。


　最中は、衝しよう撃げきと混乱で、まともに考えることなどできなかった。まだその困こん惑わくはたっぷりと残ってはいるけれど、それでも考えないよりはいいだろう。


　いったいなにがどうなって、あんなことになったのかと、視線をさまよわせた侑志は、ふと投げ出されたままのスケッチブックに気が付いた。


　日野を描えがいたページが晒さらされたままのそれを目にして、ゆるゆると思考が巡めぐる。


　あの絵を見て、篠田は怒りを露あらわにしたのだ。それはたしかだった。だとすれば、これが原因の一いつ端たんなのはまちがいないのだろう。


　───まだそんなに日野さんのこと好きなのかよ。


　ふいに、篠田が言った言葉が思い浮うかんで、侑志はある考えに行き着いて目を瞠った。……もしかしたら。


（もしかして、篠田、日野のこと、好きなのか……？）


　頭に浮かんだ疑問は、にわかに侑志の中で有力になる。


　そもそも篠田は日野にひどく懐なついているようだった。そう考えると、あのときもこのときも、と次々に思い返される場面があった。


　篠田が唐とう突とつな言動を起こしたり、苛立っていたり、少しおかしかったりしたとき、そこにはすべて、日野が、いた。日野の存在が、自分と篠田の間に介かい在ざいしていたのだ。


　あの日、「同じだからわかった」と篠田が言ったのは、性せい癖へきのことではなく、同じように日野を好きだからわかったのだと、そういう意味だったのではないだろうか……。


（……そ、か……そうなんだ……）


　だとすれば、きっと篠田が自分にこんな関係を迫せまってきたのにも、頷うなずける。最初はたぶん、しつこく日野のことを思い続けている侑志が邪じや魔まで、日野から離はなそうというだけのことだったのだろう。


　日野から気を逸そらせて、あきらめさせようとしたのかもしれない。そうでなければ、遊び相手にするにしても、こんな自分のような、色気があるわけでもない、綺麗なわけでもない年上の男を抱こうだなんて思うはずがなかった。


　大学時代の友人だからといって、日野が侑志に構おうとすることが許せなかったのだろう。侑志がスケッチブックを見ていたことを怒ったのは、きっと、篠田が言った言葉通りだ。


　未いまだに日野のことをあきらめられないのか、未練があるのかと、そう思ったにちがいない。それはほんとうに、誤解も甚はなはだしいのだけれど、そう思わせるような言動をした自分も悪いのだろう。


　納なつ得とくしてしまえば、すとん、と胸の裡に降りてくるものがあった。それは、理由がわかってよかった、という想いと、やっぱり、というあきらめに似た苦い気持ちだった。


　なにより、結局篠田は一度も、日野に向けていたようなやわらかな笑えみを、侑志にくれたことはなかった。


　───嫌きらわれた、のかなあ。


　心の中で呟いたら、胸が狭せまくなったように締しめ付けられる。


　もとから、好かれてはいなかっただろうことはわかっているけれど、それでも、嫌われるまではないだろうと思っていた。そうでなければ、いくらなんでも身体からだをつなげることはできないだろう。


　けれど、今日の、この扱あつかいや、あの冷たい目や言葉を思い出せば、そんなわずかな情すらも、篠田の中から消えてしまったのだろうとしか思えなかった。


　恋こい人びと同士みたいだなんて、一いつ瞬しゆんでも誤解した自分がかなしい。


「……っいた……」


　きりきりと痛む胸に、さっきと同じ言葉をぽつん、と呟く。まだこちらも痛みの残る自分の身体を抱きしめるように膝ひざを抱かかえて、顔を埋うずめた。涙なみだは、出なかった。








　それから三日、篠田からの連れん絡らくがないまま過すぎた。いままでも、三日くらい連絡がないことなどはざらだったが、週末が迫る頃ころになってもないとなれば、完全に、篠田は侑志とのつながりを切ったということなのだろう。


　あの日、ラグが敷しいてあったとはいえ、加減なく揺ゆすられた身体は、あちこち擦すれていて赤くなっていた。それらの痕あとも、もう消えかけて、風ふ呂ろに入っても滲しみなくなった。


　仕事は、無心になってやるように努めてみれば案外進んで、あと少しで、いちばんおおきなイラストの下書きが終わりそうだ。


「……」


　だが、ふと手を止めて、侑志は自分が描いたその絵をじっと見つめる。


（……これ、ほんとにいいかな）


　ふいにそんな想いが湧わき上がる。ラフから予定通り組み上げた構図のはずなのに、どこか、なにかがちがう気がした。


　けれど、なにがどう違い和わ感かんを呼ぶのかとそのまま見つめても、まったくわからない。なのに、どんどんもどかしいような感覚だけはおおきくなっていって、手が動いてくれなくなった。


「……コーヒーでも淹いれよ」


　終しまいには息苦しくすらなってしまい、ふ、と胸の中の濁にごりを吐はき出すようにして、キッチンに向かう。湯を沸かして、ドリップ式のインスタントコーヒーを淹れて部屋に戻もどると、ちょうど床ゆかに放っていた携帯電話が鳴った。


　設定していた歌の種類で、それが仕事関係の電話だとすぐにわかる。見ると、辻からだった。


「はい、もしもし」


『あ、小沢さん？　辻です』


「うん、どうかした？」


　懐なつこさを見せる辻に対して、すでに砕くだけた口調で話すようにもなっていた。律りち儀ぎに名乗った辻の、いつもどこか飄ひよう々ひようとした色を崩くずさない声がどこか沈しずんでいるようで、気にかかる。


「なんかあった？　しばらく俺が出なきゃなんない打ち合わせ、なかったよな？」


『はい、……あの、ほんとうはこんな電話なんかじゃなく、直接会ってお話ししたいんですけど』


「……うん？」


　やはり辻らしくなく言い淀よどむ様子に、こりゃなにか自分にとってよくないことだな、とすぐに悟さとって、侑志は先を促うながすように意識してやさしい声を出した。言いにくいことなのだろうが、気にせずに告げてもらえるようにと、「辻さん？」と名前も呼ぶ。


　すると辻は、実は、と口を開いた。


『その、今回のイラスト、小沢さんに、……降りてもらうことになりそうなんです』


「え、あ……そうなんだ」


『あのっ、もうほとんど、というか決まってたんです！　小沢さん以外ありえないって、みんなそう思ってたし、それでもう進んでたのに』


　思わず間ま抜ぬけな返事をした侑志になにを思ったのか、辻は勢い込んで話し出した。このひと知ってますか、と辻が出した名前に、侑志は頷いた。たしか、海外でも個展を開いたことのある有名なイラストレーターだ。


　それで、ああ、と侑志は合が点てんがいく。


「じゃあ、そのひとに変わるってこと？」


『……はい。篠田さんが以前プロデュースした店を見て、ぜひ自分を使ってくれって名乗りをあげたそうなんです。それだけなら、ほかの仕事で組めばいい話なんですけど、実はクライアントが彼のファンだと……』


「はあ、そっか」


　それではしょうがない。そもそも、まだ未熟な自分が、そんな名の知れたイラストレーターに勝てるわけがないし、肝かん心じん要かなめのクライアントの意向とあっては、従わざるを得ないだろう。


『……小沢さん、ほんとうに申し訳ありません。せっかく、小沢さんには時間を取ってもらってたのに……』


「んー、いいって。気にしないで。辻さんが悪いわけじゃないし、それはもう仕方ないことでしょ？」


『でも、俺、ほんと小沢さんの絵、好きなんです。いっしょの仕事ができてうれしかったのに、なんかもう、悔くやしくて……』


　そう言う辻の声から、ほんとうに自分の絵を好きでいてくれている気持ちが見えて、侑志は笑みを浮うかべた。


「ありがと。俺の絵好きだって、そう言ってもらえるのがいちばんうれしいよ」


『小沢さん……』


「また次の機会があるかもしんないしさ。そのときをたのしみに待ってるから」


　ね、と言うと電話の向こうで辻が『小沢さんオトコマエだなー』と笑った。申し訳なさそうだった声が少し明るくなって、ほっとする。


　そのあと少し話をして、今度また呑のみに誘さそいますという言葉にも頷いて電話を切った。


　これで、仕事がひとつ減ってしまったわけだったが、なんだか逆にすっきりしていた。さっきまで向かい合っていたボードのまえに座って、またじっと眺ながめる。


「……迷いばっか、吹ふっ切れもしないまんまで描かこうとするから、だめだったんだな」


　自分を懸かけて描いているものだから、自分の心が出てしまうものだと、わかっていたはずなのに、忘れていた。


　心の持ちかたが影えい響きようしてしまうことが、未熟だからなのかそうでないのかはわからなかったけれど、ただ、いまの侑志には、この絵をどれだけ描いても完成させることはできないのだろう。


　仕事がおじゃんになったことよりも、気になったのは、篠田のことだった。


　きっと篠田は、辻よりも先に侑志が降ろされることを知ったはずだ。それを彼も了りよう承しようしたからこそ、その決定が辻にも伝わり、自分へも告げられた。


（……篠田は、思ってくれたかなあ）


　少しでも、残念だと、自分との仕事がなくなったことに対して、なにかを感じてくれただろうか。


（いや、ない、か）


　きっと彼にしても、あんなことのあとで、自分と会うことは気が進まなかっただろう。篠田のことだから、仕事に持ち込むようなことはしないだろうが、それでも、きっとこうなって、ほっとしているにちがいない。


　結局は、唯ゆい一いつ対等に向き合えるはずだった仕事でさえ、自分は、篠田に必要とはしてもらえなかったのだ。自分のなにもかも、篠田にとっては、きっと、とるにたらないこと。


　わかりきっていたことなのに、未いまだにどうしてだか、ひどく胸が痛んで仕方がなかった。








　その日の夜、日野からも電話があった。


　少しだけ言い淀んだあとに、いまから会えないかと言われ、わずかに戸と惑まどう。


「なに、どうかしたの？」


『いや、ちょっと訊ききたいことっつうか、話があんだけど』


　だめか？　と訊たずねられ、侑志は少し考え込んだ。


　篠田の誤解や、彼の日野への想おもいを考えると、いま会うのは正直少し躊躇ためらってしまう。だが、篠田が侑志ともう会うつもりがないのなら、さらに誤解されることもない。


　それに、そう言うからには、いま電話では言えない話が日野にはあるのだろう。


「いいよ。えーと、じゃ、どうする？　俺、出ていったほうがいい？」


『あ、いや、侑志さえよければおまえんちでいいんだけど。場所教えてくれれば行くし』


　外では話しにくいことなのだろうかと思って、それにも頷うなずいた。


　それから三十分ほどで、日野はアパートまでやってきた。タクシーで来たらしい。


　寝しん室しつに通すことを少しだけ躊躇ったが、仕事部屋では落ち着いて話せないだろうしと、結局そっちに案内した。座ってて、と言い置いてコーヒーを淹れて戻ってくると、ローテーブルの上に置く。


「どうぞ。ってインスタントだけど。あ、でも一応ドリップ式」


「サンキュ。べつに俺こだわんないからいいよ」


　侑志の言葉に小さく笑った日野は礼を言って一口啜すすると、あのさ、と口を開いた。


「うん？」


「直球で訊くけど……侑志、おまえ、篠田となんかあったか？」


「……え？」


　唐とう突とつな問いに、思わず目を瞠みはって日野を見返す。


（……なんか？　なんかって、なんかって……）


　穿うがって考えればいろんな意味にも取れそうな気がして、侑志はぐるぐると思考を巡めぐらせた。


　なんかあったのか、と言われれば、あった、というしかない。けれど、それはどの段階のことを指しているのだろうか。


　もしかして、日野は、自分と篠田の間にあったものを、知っているのだろうかと思うと、ひやりと胸が騒さわいだ。だが日野は、困こん惑わくする侑志には気付かないようで、続きを口にする。


「いや、あのさ、このまえ……一昨日かな、篠田に会ったんだけど、あいつ、なんか様子おかしくてさ」


「……様子？」


　どうおかしいのだと疑問を込めて視線を返す。


「なんていうか、覇は気きがないっつうか、いつも感じるオーラみたいなもんがさ、ないっつうか……。ほらあいつ、容姿が派手で目立つのもあるけど、それだけじゃなくて、雰ふん囲い気きが鋭するどかったり強気だったりするところがあるだろ？　それが妙みように萎しぼんでる感じでさ……」


　そうなのか、と驚おどろきながら、その日野の言葉に、篠田のことをよく見てるな、という思いもよぎった。


「……それが、でも、なんで俺に関係してるって思うんだよ」


　だがそれも疑問だと、日野がどこまで気付いているのか気になって問う。すると日野は、また一口コーヒーを飲んで目線を上げた。


「え、だっておまえら、仕事組んでからなんか仲よくやってただろ？　ほかの子に聞いたら、なんかプライベートでも遊んでるらしいっていうからさ。俺としてはちょっとさみしくもあったんだけど」


「え？」


「まあそれはいまはどうでもいいんだよ。じゃなくて、篠田ってさ、一見、あの外見のせいもあってちょっと近寄りがたい感じもあるし、生意気に見られがちだろ」


「あー、まあ……そうだね」


　日野の後こう輩はいなだけにはっきり肯こう定ていするのもどうかと、曖あい昧まいに相づちを打つ。すると日野はちょっと笑って続けた。


「ていうか、実際まあ、自分に自信があるからこそ強気な言動も多いんだけどな。若手の中じゃ実力もあるし、事務所期待のホープだしって、そういうプレッシャーがあっても、そんなの微み塵じんも気にしてないような態度で、堂々としてるし」


　いわゆる新進気き鋭えいというやつだ。侑志は見たことがないが、雑誌にも載のったことがあるのだとまえにチームの若い子が教えてくれたことがある。


　だが、だからこそ、今回のようなおおきな仕事も任されるのだろう。


「だけど、だからってあいつは驕おごったりとかって絶対しないだろ？　仕事に対する姿勢は真面目まじめそのものだし、よく見ればこつこつ努力だってしてる。マメだし、礼れい儀ぎ正しいし、実際よくできた男だって思うよ」


「……日野、かわいがってんだな、篠田のこと」


　日野の篠田に対する評価に、思わずそんな呟つぶやきが漏もれた。


　言いながら、ちりっと胸に燻くすぶるものに、侑志はわずかに眉まゆ根ねを寄せた。……これは、なんだろう。なにか、悔しいような気持ちが滲にじんで、なにが悔しいんだ？　と自問する。


「かわいがるっつうか、そんな感じで、先せん輩ぱいの俺へも尊敬を示してくれたり、立ててくれたりするからな。俺は結構気に入ってる。ってちょっと話が逸それたけど」


　言って日野は軌き道どう修正するよと苦く笑しようする。


「だからさ、まあそうやって一見じゃなく完かん璧ぺきな男だけどさ、あれでまだ二十四だし、意外に他人に心開かないやつだから、それはちょっと気になってたんだよ」


　日野の言葉に、たしかに、という想いは侑志の中に広がった。


　篠田薫という人間は、なんだか、孤こ高こうの匂においがする。だけど、だからこそ、彼の意外な一面や年相そう応おうの面を知ることができたときに感じたものが、おおきかったのだ。


　それは、誇り高い獣けものを手て懐なずけたような優ゆう越えつ感に似ているかもしれない。


（……俺のそれは、勘かん違ちがいだったんだろうけど、さ……）


　もういまでは自分には縁えんのないことだと気持ちを落としていると、日野は、だけど、と話を続けた。


「なんか、どうも侑志には懐なついてるみたいだったからさ」


「……え？」


「おまえらふたりが仲いいのは、俺にしてもうれしかったんだよ。……おまえのそういうさ、自分のことには頓とん着ちやくないとことか、いいと思うし、好きだし」


「……へ？」


　さらっと告げられて間ま抜ぬけな声を上げてしまったが、そのやさしい笑えみに、あたたかい情のようなものを感じて、瞬まばたきをする。


「篠田がおまえに懐くのもわかるんだよ。だから、珍めずらしく篠田が自分の中に入れた人間が侑志なら、あいつが落ち込んでる理由は、おまえなのかなって思ったんだ」


　それで、なにかあったのか、だったのかとようやく理解して、侑志は日野を見返した。


「や、あのさ、もし喧けん嘩かとかだとしてもさ、子供じゃねーんだからとも思うんだけど、ふたりともを知ってる人間としては、いまいち放っとけないっつうかさ」


　ひとり照れたように頰ほおを搔かく日野に、じんわりとした嬉うれしさを感じる。よくもまあ、一方的に五年間も連れん絡らくを絶っていた友人のことを、こんなふうに大事だなんて言ってくれるものだ。


　けれど同時に、泣きたいような笑いたいような、奇き妙みような気持ちも胸の奥に浮うかんできて、侑志は視線を落とした。


（……日野はすごい）


　やさしくて、心が広くて、思いやりに溢あふれていて、ほんとうにいい男だ。だからこそ日野を好きになった自分だったのに、いまはそれが、少しだけうらやましかった。


　こんなふうに、まっすぐに自分の気持ちを伝えて心配してくれる日野だからこそ、篠田も彼を好きになったのだろう。


　だれにも想いの欠片かけらすら見せることができずに、向かい合うことさえしない自分を、篠田が好きになってくれるはずがなかった。


　さっきから、日野が篠田のことを語るたびに、胸に醜みにくく疾はしる鈍にぶい痛みは、嫉しつ妬とだったのだ。誤解されがちな篠田のことをよく理解していている、数少ないひとり。


　日野は、篠田の元気がない様子を、侑志に原因があるのではないかと思ったようだが、きっとそれもちがう。篠田は、侑志のことなどもう忘れかけているかもしれない。


　たぶん、侑志にはまったく関係のないことで、篠田は落ち込んでいるのだ。


　それがなにかと言われれば、すぐには浮かんではこないけれど……。


（……仕事、でもないはずだよな……）


　侑志が降ろされた件にしても、結果的に客の興味を惹ひくという点に置いては、名のあるイラストレーターのほうが好都合だろう。だとすれば篠田にとってもいい方向へ進んでいるということになる。


（……あ）


　もしかして、とひとつの可能性に侑志は気付いた。


　───篠田は、日野への想おもいに苦しんでるんじゃないのか。


「……侑志？　どうした？」


　考え込む侑志を、怪訝けげんそうに覗のぞき込む日野に、思いは確信に変わった。きっとそうだ。


　だけど、そんなに傍はた目めにもわかるほどに元気をなくしてしまうくらいなら、いっそ告白すればいいのに、と思う。


　最初のあの日、篠田は、気持ちがばれて日野に軽けい蔑べつされたいかと侑志に言った。そう言われて、そんなのは嫌いやだと咄とつ嗟さに思ったけれど、もしかして、ちがうということもありえる。


　真しん剣けんに、きちんと自分の想いを告げれば、日野はきっと、闇やみ雲くもに嫌けん悪おしたり罵ののしったりはしないはずだ。多少困惑はするだろうが、こちらが傷つかないように想いをあきらめさせてくれる。


　それに、もしかしたら。


（……日野が、篠田を受け入れるかも、しんないし）


　日野の篠田への気にかけかたや、理解度を見ても、その可能性はないとはいえない。


　まさか自分から篠田の気持ちを日野へ告げることはできないが、どうかすればうまくいくこともあるだろう。そうなればいい。そうすれば、篠田もきっと、元気になる。


（……俺、なんで……）


　そう思うのに、考えれば考えるほどに胸が締しめ付けられて苦しくなり、侑志は眉根を寄せた。


　いまではただたいせつな、大好きな友人と、好きなひと。そのふたりがしあわせになってくれれば、きっとそれ以上のことはないと、そう思うのに。


（……うそだ）


　そんなのは嫌だと、胸を苛さいなむ痛みが訴うつたえた。


　篠田の気持ちが自分にないことは、何度も何度も思い知らせて、言い聞かせたはずなのに、どうしてこんなに、悲しいのだろう。


　目のまえの友人が、どんなにやさしくていい人間であっても、どうして篠田の想い人が自分じゃないのかと、そんな醜い嫉妬心が抑おさえきれずに、溢れだしてしまいそうだった。


　だってまだ、あきらめきれない。どんなにひどい扱あつかいをされても、その傷が消えることすらさみしいと思ってしまうほどの想いを、自分は初めて持ったのだ。


　日野を好きになった気持ちもほんとうだった。


　けれど、そのときとは比べものにならないくらいの、愛いとしさと、切なさと、うれしさと、苦しさと、抱かかえきれないほどの感情の渦うずが、自分の中に溢れている。だけどなにかが足りなくて、ぽっかりと空いたそのなにかを満たしてくれるのは、たったひとりしかいないのだ。


　なのに、どんなに欲しくても、それはもらえない。空くう虚きよな隙すき間まに滲んでくる切なさが悲しかった。


「……っおい、侑志？」


　どこか戸と惑まどったような声を上げて名前を呼ぶ日野を、ぼんやり見返して、侑志はぼやけた視界に気が付いた。


　ぽた、と顎あごを伝った雫しずくに、自分が泣いているのだとわかる。自覚した途と端たんに、喉のどが震ふるえた。


「……っ」


　ひく、と口唇くちびるがおののいて、小さな嗚咽おえつが漏れた。


「ちょ、いきなりどうした？　侑志？」


　どっか痛いとか？　具合悪いか？　と心配そうな日野にも、ゆるゆると首を振ふることしかできない。困らせているとわかるのに、一いつ旦たん外れてしまった箍たがははめ直せそうになかった。


　理由も言えず、泣きやむこともできず、そのままでどれくらいいたのか、ふいにその場にちがう空気が入り込んできた。


「───侑志？」


　日野ではない声に名前を呼ばれ、え、と振り向いた侑志は、目を瞠みはった。拍ひよう子しにぼろっとまた溜たまった涙なみだが頰を伝うが、気にする余よ裕ゆうなどなかった。


　篠田、と日野が呟つぶやく。その通り、寝しん室しつの戸口に立っていたのは、篠田だった。


　驚おどろきのあとに、どうしてここに、という疑問が湧わく。だがすぐに、そういえば合い鍵かぎをまだ返してもらっていなかったと思い出した。律りち儀ぎな男だから、わざわざ渡わたしにきたのかもしれない。それ以外ではもうなにも、彼がここに来る理由など思いつかなくて、けれどその事実ですら、ひどく悲しかった。


　だが、篠田は侑志ではなく、日野に目を向けると、つかつかと室内に踏ふみ込んでくる。それからやにわに日野の襟えり首くびを摑つかんだ。


「おい、なに泣かしてんだよ！」


「っ知るか！」


　ひどく怒おこったように声を上げる篠田に、侑志は驚いて呆ぼう然ぜんとふたりを見た。いきなり怒ど鳴なられて、日野もわけがわからないながらも不当に責められたことに腹を立てているようだった。


　一いつ瞬しゆん流れた険悪な雰ふん囲い気きに、はっと我に返った侑志は、慌あわてて間に割って入る。


「っちょ、篠田待てって……！　日野のせいじゃないんだってば！」


　どうやら自分が泣いている原因が日野にあると篠田が誤解しているようだ。だが、それでなんで篠田が怒っているのかがわからない。


　だが篠田は、納なつ得とくがいかないのかその鋭するどい視線を侑志に向けてきた。


「ならなんなんだよ！　そんな顔させられといて、庇かばうのかよ！」


「だからちがうって！　これは篠田が……っ」


　言い止さして、あ、と侑志は慌てて口を噤つぐんだ。


　篠田も一瞬なにを言われたのかわからないというような顔をしてから、目を瞠った。


「……は？　俺……？」


　未いまだ日野の服を摑んだままだった篠田の手から力が抜ぬける。その日野からの視線も感じて、侑志は、ひとつ息を吐はいた。一度瞼まぶたを閉じて、こうなったらもうどうにでもなれ、と腹を括くくる。


「……ちゃんと、説明するから。俺だけ、ほんとの気持ち言わないのは、フェアじゃないよな」


　そう前置きして、小さく深呼吸した。きちんと自分の想いを告げて、それできっぱりふられればいい。そうすればきっと、少しは楽になれる。まえに進める。それに……篠田が、日野へ気持ちを言えるきっかけになるかもしれない。


（ごちゃごちゃ考えるな。……逃にげるな）


　涙で汚よごれているだろう顔を、ぐいっと拭ぬぐって、侑志は、続きを待っている篠田へ視線を向けた。まっすぐに目を見るのに、これほど勇気を振り絞しぼったことも初めてだった。


　けれど、いま言わなければきっと、一生言えない。


　すっ、と息を吸い込んで、口を開いた。


「───俺、篠田のことが好きなんだ」


　小さく、けれどはっきりと告げた言葉に、篠田の目が見開かれる。その驚きよう愕がくの色に、きっと予想だにしなかったことなんだろうということが見てとれて、希望のなさに胸が痛んだ。けれど侑志は、なんとか微かすかに笑えみを浮うかべてみせる。


「……篠田のこと、好きで、だけど、篠田は、俺じゃないひとの、こと、好き、なんだって……思ったら……つらく、て」


　けれど言いながら段々声が震えてきて、自分でもまずいとわかったのに、堪こらえきれずにまた、涙を流してしまった。それ以上篠田を見ていることができずに、ごめん、と小さく謝って俯うつむく。


「……ちょっと待てよ」


　すると、頭上から、篠田の怪訝そうな声が落ちてきた。思わず顔を上げると、こちらをしっかり見ている篠田と目が合う。


「なに言って……俺があんた以外だれを好きだっつうんだよ!?」


「……え……？」


　言われた意味が咄嗟に理解できず、けれど、まったく思いがけない方向からの答えだとはわかって、侑志はゆるゆると目を瞠った。


「だって……篠田、日野のこと、好きなんじゃない、の……？」


「は!?」


「え!?」


　篠田の声に被かぶさって日野も心底驚いたような声を上げた。


　それに、ようやくなにかがおかしいということに気付いて、侑志は視線をさまよわせながら思考を巡めぐらせる。


（……え？　あれ……？）


「……ちがう、の……？」


　ぽつん、と訊きくと、篠田はひどく困こん惑わくしたような顔で口を開いた。


「つうか、なんでそんなことになってんだよ。もしかして、あんたの中で、俺ってずっと日野さんのこと好きだってことになってたのかよ……？」


「え、ずっとっていうか……そうすると、いろいろ説明がつくし……」


　こちらも混乱しながら、説明にもならないことを返すと、篠田が、あのなあ、と盛大に顔を顰しかめて日野を指さした。


「ちょっと待てよ。俺がこのひと好きなわけないだろ？　いくら尊敬してたって、日野さんだぜ？　このひと抱だく気にはなんねえよ」


「おい。指さすなよ。っていうか、俺だって初耳なんだけど。つか、俺がいちばんわけわかんないんだけど」


　話についていけないと顔に書いて、日野が一いつ旦たん場を止めた。


「なんかもう、ものすごい驚いてんだけど、とりあえず、俺の混乱は後回しにして。おまえら、ふたりでゆっくり話せよ」


　な？　と交こう互ごに顔を見て諭さとすような日野に、戸惑いながらも小さく頷うなずく。自分もいまいち状じよう況きようを把は握あくしきれていないのだが、どうにもおおきな勘かん違ちがいや誤解が生じているようだ。


　と、篠田が、はあ、と息をついた。


「……あー、すみません、日野さん。なんか頭に血が上って……巻き込んだみたいで」


「いいよ。後日きちんと説明してくれるんだろ？」


　さわやかに笑ってそう言った日野は、はい、と苦く笑しようする篠田の肩かたと、侑志の頭を軽く叩たたく。それから、じゃあな、と手を上げて部屋を出て行った。


（……なんか、なにが起こったんだっけ……）


　ぼんやりと思って視線をさまよわせた侑志は、ふと篠田と目が合った瞬しゆん間かん思い出したものに、視線を逸そらせなくなった。


　まさか、でも、そう聞こえた気がしたけど、聞き間違いかも、だけど……、とぐるぐる頭の中を回る言葉を消せないままだったが、そっと口を開く。


「……なあ、さっき俺のこと、……好きって言った……？」


　唾つばが溜まって少しだけつっかえながら、それでもそう問うと、篠田はじっと視線を返してきた。


「……言った」


　肯こう定ていの返事に、じわ、と胸が熱くなった。うれしい。どうやら自分の願望がもたらした幻げん聴ちようではなかったらしい。


「……ほんとに？」


　けれどまだ実感が湧かなくて、確かく認にんするように再度訊たずねる。すると篠田は、がしっと前まえ髪がみをかき上げて息を吐いた。


「まあ、伝わってねえだろうなとは思ってたけど、ほんとに伝わってなかったな」


　それが若じやつ干かん呆あきれを含ふくんだものだとわかって、わずかにむっとする。怒るような余裕があるとは自分でも驚きだったが、こっちだけが悪いような篠田の態度に思わず声を上げた。


「だってそんなの、わかるわけないじゃんか！」


「なんでだよ」


　眉まゆ根ねを寄せて訊かれて、むうと口を尖とがらせた侑志は、子供みたいだと自分でも思いながらもう一度、だって、と篠田を睨ねめ付けた。


「好みじゃないって言った！　それにおまえ、俺のアパートには散々あがって好き勝手してったくせに、……一回だって、自分の部屋に俺のこと、呼んでくれなかっただろ……」


　そんな愛人みたいな会いかたで、自分のことを好きだなんてどうやって思えというのだと責める。


「最初がああで、そのままなんとなく続いてて、そんで自分のテリトリーは見せてくんないんだぞ。それで自分のこと好きなんて思えたら、俺はどんだけ自意識過か剰じようなんだって話だよ」


　そりゃ変な方向に誤解して、それが真実だと疑わなかった自分も鈍にぶいだろうと思う。けれど、もう少しわかりやすく示してくれていれば、あんなふうに苦しい想おもいを抱かかえて、泣いたりしなくてよかった。


　少しだけ恨うらめしい気持ちはほんとうで、それをぶつけると、篠田は珍めずらしく言葉に詰つまったように苦い顔を見せて、息を吐いた。


「……わかったよ」


　そう呟つぶやいて立ち上がる篠田に、なにが？　と疑ぎ問もん符ふを浮かべ視線を返すと、手を差し出される。


「……なに？」


「いいから」


　そう言って腕うでを取った篠田は、とにかく来いというふうに、侑志を部屋から連れ出した。








　篠田の車に乗せられ、どこへ行くのかと思えば、どうやら自分の部屋へと向かっているらしかった。


「……なあ、あのさ。自分で言っといてなんだけど、いいの？」


　思わずそう問いかけると、篠田はおかしそうに笑った。もうとっくに陽ひも暮れて車内は暗かったが、それでも初めて見るその笑みに思わず見み惚とれていると、横から手が伸のびてくる。


「ほんとあんたらしいよな。いいから連れてってんだろ」


　そう言った篠田のおおきな手が、侑志の髪かみの毛をぐしゃっとかき混ぜてきて、首を竦すくめた。


「ちょ、ぐちゃぐちゃになんだろ！」


「もとから寝ね癖ぐせしかついてねえじゃん。気にするようなタマかよ、あんたが」


「うるせー、いちいちひと言多いっての」


　ったく、と乱された髪を梳すいて直しながら呟いて、そっと、ハンドルを握にぎる篠田を見た。文句を言いながらも、いま見た笑みと、車内に流れる雰ふん囲い気きの変化に、どきどきと胸は高鳴っている。触ふれた手もなんとなく、いままでとちがう気がして、緊きん張ちようしてしまうのに、どこか居い心地ごこちもいい気がして、妙みような気分だった。


　そうしてしばらくして着いたマンションの一室が篠田の部屋らしい。だがドアのまえで、鍵かぎを開けた篠田は一いつ旦たん侑志を振ふり返った。


「笑うなよ」


「？　なにを？」


　いきなり言われたひと言に首を傾かしげると、一いつ瞬しゆん視線を返してきた篠田は、「まあいいや」と中へ促うながす。なんなんだと思いつつも、篠田のあとをついていくと、リビングらしき部屋があった。中に入った侑志は、へえ、と室内を見回す。


　予想通りというか、きちんとかたづけられていて、篠田らしい。シンプルな家具は、それでいてデザイン性が高く、その配置や照明の効果などをみても、おしゃれな部屋だった。さすが空間プロデューサーといった感じだ。


　だが、思わず敬遠してしまうほどの堅かた苦くるしさはなく、居心地のよさそうな雰囲気もある。それは、実際篠田が暮らし、生活している場だからこそ感じるものかもしれなかった。


「いい部屋じゃん。あとほかには何部屋……」


　あんの、と言おうとした言葉を切って、侑志は瞬まばたきをした。思わず、え、と声が漏もれる。


　結構天てん井じようも高いなーと顔を上げていた侑志は、それから壁かべに視線をやって、一点を見たまま動けなくなった。


「……あれって」


「……あんたの、イラスト」


　驚おどろいたように呟く侑志の横に、篠田がすっと身体からだを寄せて口を開く。


　廊ろう下かから進んでドアを抜ぬけた場所から、向かって右側の壁に、額に入れられたおおきな絵が一枚、かけてあった。白い壁に映はえる、カラフルなイラスト。遠近法など存在しないような描えがきかたで、けれど不思議とバランスのいい街並みと空が、細かく描かれている。


　それは間違いなく、侑志の描いたものだった。


　思わずその絵に近付いてみて、侑志はさらに目を瞠みはる。


「……これ、原画じゃん」


　右下に小さく記している日付を見て、ちょうど二年ほどまえに請うけた仕事だったと思い出す。あるカフェからの依い頼らいで、交流のある数軒けんの店のオーナーと共同でカフェ音楽のイベントをやるから、そのポスターを描いて欲しいと頼たのまれたものだった。イラストの中には、ヘッドフォンやＣＤなどの音楽関連のものと、スイーツや雑貨などのモチーフも細々盛り込んである。


「懐なつかし……、あれ？」


　告知用のパンフレットやちらしなどにも使ってくれて、当日は店でも飾かざってくれたのだ。イベントに招待してもらったことを思い出して、まじまじとイラストを眺ながめていた侑志は、ふと首を傾げた。


「これって、そういや俺、原画、イベントが終わったら、どうしても欲しいってひとがいるから、譲ゆずってもらえませんかって言われたんだ……」


　商用目的では使いません。あくまで個人的に欲しいという人間がいるんですが、と言われ、少し考えたあと、まっいっか、と頷いたのだ。自分でも結構気に入っていたイラストだったが、ポスターやら記念のポストカードやらと同じ絵のものをもらったりもしていたし、それにそんなにこの絵を気に入ってくれたひとがいるのなら、と思ったのだ。


　自分の家にあっても、たまに見返すことはあるけれど、さすがに飾ったりはしない。それなら、大事にしてくれるひとのもとへ行くほうが、うれしい。そう思って手放した。


　それがここにあるということは……。


　事実として目の前にあるのに、にわかに信じられずに、侑志は篠田を見た。すると篠田は、わずかに眉根を寄せる。それが恥はずかしさを誤ご魔ま化かすためのものだと気が付いて、さらに驚いた。


「……それが、俺、ってこと」


「うそ……まじで」


「まじだよ。……俺、ずっと前からあんたのファンだったんだ」


「……え、え……!?　うそ！」


　思わずまた同じ単語を繰くり返すと、ここで噓うそついてどうすんだよ、と言って篠田は目のまえのイラストに視線を移す。


「俺のファン歴は長なげえよ、言っとくけど。大学んとき初めて見てからだから……それこそあんたが仕事しだしてからはずっとだし」


「え？　大学？」


　きょとんと篠田を見ると、やっぱり、というような半眼で睨にらまれた。


「やっぱ気付いてねえし。俺、あんたと大学いっしょなんだけど」


「ええっ!?」


「最初会ったとき、日野さんが言ってたろ、後こう輩はいだって。聞いてなかったのかよ」


　言われて、覚えてるけど、と反論する。


「そんなの、仕事の後輩だって思うに決まってんだろ！　だいたい、おまえ三つ下だろ？　ってことは、俺が四年のとき一年で、日野の後輩だってんなら、俺とは学部もちがうわけだし……自じ慢まんじゃないけど俺、交友関係は狭せまかったし、疎うといんだぞ」


「んなことは知ってるけど、疎いって自覚あったのかよ。……だけど、実際話したこともあるぜ。あんたは覚えてないだろうけど。なんか考えごとしながら歩いてて、こけそうになったあんたを助けたこともある」


　嫌いやみったらしくそんなことを説明され、だがほんとうにそれは記き憶おくになく、言葉に詰まった。


　そんなことを言われても、ぼうっとしているせいで転びかけるのは日常茶さ飯はん事じだし、その際だれかが助けてくれることも多い。そんなものをいちいち覚えているわけがないじゃないか。


　そうは思っても、なんだか自分が悪いような気がしてきて、思わずごめんと口をついて出そうになったとき、横で篠田が息を吐はいた。


「ま、べつにもうどうでもいいけどさ」


　軽くそう言って、また視線を絵へ向ける。


「学内コンクールで賞獲とったあんたのイラスト見て、一気にファンになったんだ。俺は絵に関してはまったくだめだしさ、芸術性とかそういうのはわかんねえけど、でもあんたの絵は、なんだろうな、単純に、好きだった」


　好き、という単語に、どきりとする。自分の描いた絵を見つめながら、自分のことを語る篠田の横顔に、不思議な感覚を覚えた。


「こんなふうなさ、すげえデフォルメしたようなキャッチーなイラストが特とく徴ちようなのかと思えば、ものすごいリアルな絵も描いたりするだろ？　デッサン力が半はん端ぱないっつうか、基き礎そがしっかりしてるから描けるんだなと思えば、幅はばの広さに感心するし、見てて飽あきないんだよ」


　そう言って、篠田の指先が、イラストにそっと触れる。自分に触さわられたわけでもないのに、その仕草にも鼓こ動どうが跳はねた。


「このイベントんときの主しゆ催さい者しやのオーナー、俺のともだちでさ。で、無理言って譲ってもらった。……どうしてもさ、あんたのイラストが欲しくて」


「……あ、そう、なんだ……」


　なんだか段々恥ずかしくすらなってきて、意味のない相づちを打って俯うつむいた。


　仕事にしていることなのだから、褒ほめ言葉をもらうことはある。けれどこんなふうに、まっすぐにただ向けられる、好意に似た想おもいは、くすぐったかった。うれしさと照れが混じって、普ふ段だんならありがとうと笑えみを向けられるのに、どうしてだか、それが篠田だと思うと、いつもみたいにできない。


「それからずっとここに飾ってる。ここ、越こしてきていちばんに考えたのがこの絵の配置で、それに合わせて部屋ん中組み立てたんだぜ」


　そこまで自分の作品を気に入ってくれたのかと思いながらも、やはり半信半疑で話を聞いていると、それを信じていないと思ったのか篠田は、俯く侑志の顔を覗のぞき込んできた。


「なんだよ、疑ってんの？」


「え？　や、そうじゃないけど……」


　照れくさいのも手伝って口ごもると、篠田は眉まゆ根ねを寄せて壁に寄せて置いてあるスタイリッシュなサイドボードの引き出しを開いた。


「じゃあここ、見ろよ」


「？　なに……」


　指示されて引き出しの中を見た侑志は目を瞠った。


　そこには、様々な雑貨類が収納されていたが、どれも侑志の見覚えのあるものばかりだった。主に紙媒ばい体たいの、便せんや封ふう筒とう、ポストカードに手帳などだが。


「……俺が描いたやつ？」


「あんたランダムにいろんなことやってるから、たまにびっくりするところで見かけて、偶ぐう然ぜん手に入れたりってのも多いけど。雑誌やポスターはまだいいけどさ、いい加減ブログでも始めて、仕事予定とかちゃんと告知したほうがいいと思うぜ」


「……って、雑誌とかポスターも持ってんの？」


「あと切り抜ぬきとか。なんなら見せるけど？」


「……まじで？」


　まさかそんな細かい仕事まで、ちゃんとこうやって取っておいてくれるほどだとは思っていなかったのもあり、恥ずかしいを通り越して感心しながら篠田を見返す。すると、ちょっとだけ、珍しく篠田はバツの悪そうな顔をした。


「だから最初に、笑うなよっつっただろ。そんでまあ、あんたをこの部屋に呼ぶには、正直ちょっと恥ずかしかったってことなんだけど」


　べつに笑ってはいないのだが、それが部屋に呼んでくれなかった理由につながるらしい。


「……って、俺のファンだってわかんのやだったのかよ」


「は？　そうじゃなくて……だから、あんたが俺のこと好きかどうかもわかんねえときに、こんなの見せたら、俺ばっか好きだって思われるかもしんねーのが嫌だったんだよ、俺は」


　なんだその負けず嫌ぎらい、と篠田の言い訳に少し呆あきれたが、ふとまたひっかかった。顔を上げて、篠田を見る。……いま、さらりと言ったけれど。


「……あのさ、篠田」


「なに」


「おまえがさ、俺の絵を気に入ってくれてるっていうのはわかったんだけど……」


　そこまで言って一いつ瞬しゆん躊躇ためらい、思わず視線を外してしまった。


「……俺の、絵、だけ、好きなの」


　さっきみたいに、肯こう定ていするだけじゃなく、いまみたいに、会話の流れなんかじゃなく、聞きたかった。篠田の口から、自分のことをどう思っているのか、ちゃんと伝えて欲しい。


　そう思うのは、わがままだろうか。


　だけど、好きなひとが自分を好きでいてくれるなんてこと、いままでなかったから、どうしても不安が拭ぬぐえない。これまでのまったく気持ちが見えない関係とは、変化していることは感じるけれど、それでも、自信なんかなかった。


　篠田は、答えてくれない。もしかして呆れたのだろうかと、にわかに不安が強くなって、思わず俯いていた顔を上げたときだった。


「───侑志が、好きだ」


　言葉と同時に、腕うでの中に包まれた。微かすかに驚おどろいて目を瞠みはった侑志は、告げられた言葉に、じん、と胸の奥があたたかくなるのを感じる。


「あんたの、繊せん細さいで、ダイナミックで、だれにも真似まねできない絵も好きだけど。あんたのその、一見ぼうっとしててほんとに年上かよって思うほど童顔のくせに、びっくりするほどキャパシティが広くて、ぶれない芯しんがあるオトコマエな性格も、好きだし。かわいいだけかと思ったら、こっちが持ってかれそうになるほどの色気が隠かくれてたり、だけどそのテのことに関しては徹てつ底てい的に鈍にぶかったり、そういうところが、意外で、おもしろくて、興味惹ひかれて、どんどんどんどん、逃にげらんなくなるみたいだった」


「……っ」


　逃げられなかったのはこっちのほうだと、次々に落とされる告白になんだかじっとしていられなくなりそうで身じろいだ。だが篠田は、それをどう取ったのか、少しだけ身体からだを離はなすと、侑志の顔を両手で挟はさんで、くいっと自分のほうへ向ける。


「最初は、その才能に惚ほれた。俺には作れない世界を作れるあんたがうらやましくて、もっとその世界を知りたいって、そう思った。けどそれだけだったから、あんたの作品を追っかけるだけで満足だったんだ。……あんたが、日野さんを好きなことを知っても、だからどうとは思わなかった」


「……え、知ってって……いつ」


「大学んときから。だけど、あんたに再会して、そのときからなんとなく胸に燻くすぶってたものがなんだったのか、わかった。あんたがいまでも日野さんのこと好きなのかって思ったら、すげえ苛いら々いらして、腹が立って、そんな気持ち、いい加減壊こわしてやりたいって、思った」


　決してやさしくはない言葉なのに、篠田の目の中にちりっと見える激情のような色は、少しも侑志の胸を痛めつけなかった。それが、篠田の侑志を想う心なのだとわかってしまったからかもしれない。


「あんたの想いを、ほかに向けたかった。いま思えば我ながらよくあんな近づきかたしたなって思うけどさ、あんときはこれでも結構、必死だったんだよ。せっかくあんたとできた接点逃のがしたくないってさ」


「いいけど……やっぱちょっと強ごう引いんだったぞ」


「でもそれであんたの初めてをもらえたわけだし」


　くるっと表情を変えた篠田がそう揶揄からかうのに、言葉をなくす。


「っ、おまえな……っ」


「それが自分でも驚くほどうれしかったんだけどさ」


　そんなことを言って篠田は、触ふれるだけのキスをしてきた。言われたことと不意打ちのキスにさらに真っ赤になって、侑志が小さく睨にらむと、篠田は口の端はしを上げて目を細める。


「……初めてだって、たぶん言われなくても途と中ちゆうで気付いただろうけど、信じられないくらいすげえやらしい身体してるし。最初ひどくしてやろうと思ったのに、実際抱だいたらそんな気なんてなくなって、ただあんたが感じてくれるように、夢中になってた。ほんと、慣れてないのはすぐわかんのに、誘さそってんのかって思うくらいだった」


「……っ」


「それから、普段のあんたからは考えられない色気にやられて、ほかの人間を好きだって知りながら、何回だって抱きたくなった」


「……っあのな！　言っとくけど、俺、べつに、おまえと会ったとき、昔みたいには日野のこと好きだったわけじゃないんだぞ……」


　切なげな目を向ける篠田に、実際何度も抱いたくせに、と思いながら侑志は反論するように返した。けれど、その綺き麗れいな瞳ひとみに射い貫ぬかれ侑志は口を閉とざす。


「……ごめん。この間は自分勝手な感情で、ひどいことした。ほんとうに、ごめん」


　日野さんに嫉しつ妬としたんだ、と静かに、ひどく真しん摯しな声でそう言われ、侑志はゆるゆると感情を揺ゆさぶる波を堪こらえきれず、震ふるえる口唇くちびるを開いた。


「……すげえ、痛かった」


「……ごめん」


　ほかに言葉もないというようにただ謝る篠田に、そうじゃないと熱くなる眦まなじりを感じながら視線を返す。


「乱暴にされても、ちょっと無む理り矢や理りでも、我が慢まんできたけど、……気持ちよく、なんのは、おまえにされてるからなのに」


　その言葉に、わずかに篠田が目を瞠った。


「身体の痛いのは、ちょっとくらい平気だけど、……俺の、気持ちなんか、いらないって言われたみたいで、すげえ傷ついた……っ」


　それがいちばんつらかったのだと訴うつたえたら、ぼろっと涙なみだが零こぼれた。


　涙るい腺せんが弱くなりすぎだと自分でもどこか思いながら、それも篠田のせいだと強引にまとめてしまう。


「……ごめん」


　もう一度そう口にして、篠田の腕が、侑志を抱きしめた。強い力で包み込むように腕を回され、その肩かた口ぐちに顔を埋うずめる。


「……っ俺のこと、こんなにしたの、おまえのくせに……っ」


「……うん、ごめん。俺が、あんたのこと、俺にしか感じないようにした」


　責めるように揺れてしまう声を出すと、ちゅ、と耳元に口くち接づけられた。


「俺しか見えないようになればいいって、そう思いながら、俺の熱だけ教えた」


「……見てない」


　髪かみの毛にもやわらかいキスを落としながら囁ささやかれ、侑志は涙の滲にじんだままの目で顔を上げると、篠田を見た。え？　と篠田が呟つぶやく。


「篠田しか、見てない。……篠田しか知らないからとか、初めてだったからとか、そんなの関係なくて、ただ、篠田だから、好きになって、篠田だから、俺はそれを受け入れたんだって、……っんっ」


　ちゃんとわかって欲しいと、最後まで言えずに、けれど侑志は深く口接けてくる口唇をうっとりと迎むかえ入れた。吐と息いきを奪うばわれる苦しささえ、まるで脳内が麻ま痺ひしてしまったかのように気持ちいい。


「……っん、んぅ、ふ……っ」


「……侑志」


　つ、と糸を引いて離れた艶つややかな篠田の口唇が、侑志の名前を呼んだ。向けられればすぐに見み惚とれてしまう、情熱を秘ひめた黒い瞳が、侑志を映している。


　それだけで身体の奥から、甘あま苦くるしい切なさと、泣きたいほどの歓よろこびが、同時にやってくるのだ。


　篠田の綺麗な顔にそっと手を伸のばして触れる。指先が、自分でもわかるほど熱かった。篠田は、まっすぐ侑志を見つめたまま、口を開いた。


「あんたのこと、傷つけてでもいいからずっと欲しくてたまらなかった。身体だけでも俺のものにしたかったんだ。けど、もう泣かせねえから───今度こそぜんぶ、俺のものになれよ」


　篠田らしい言葉は、誓ちかいのようにも聞こえて、侑志は小さく微笑ほほえんだ。そのまま、応こたえるように腕を伸ばしてそっと首に抱きつくと、うん、と頷うなずいてみせる。


「なる。……篠田のものになるから、篠田も、俺のもんになってよ」


　そう言うと、背中に回ってきた腕うでが、ひどく心地ここちよく、侑志を包んだ。








　リビング横の寝しん室しつに連れて行かれ、壁かべのスイッチに手を伸ばした篠田に、侑志は慌あわてて声をかけた。


「え、電気つけんの……っ？」


　思わず篠田の腕に手をかけて訴えると、眉まゆを上げて視線を返される。


「なに、散々いままで見られてんのに、恥はずかしい？」


「……だって、さあ……」


　篠田の言う通り、彼に抱かれたのはベッドの上だけではない。明るい電気の下で、普ふ段だんひとに見せることのないような場所まで晒さらしたこともあるけれど、いまさらだとか、そういう問題ではなかった。


　これまでと、いまでは、完全に状じよう況きようがちがう。


　篠田を好きだと気が付いたあのとき、あれだけでもものすごい変化が自分の心だけでなく、身体にまで出たのだ。信じられないくらいに気持ちよくなって、それまで以上に、自分の反応を自分で制せい御ぎよできなくなった。


　あのとき感じた感覚を思い出せば、いま、篠田も自分のことを好きでいてくれるということに対して、どんな反応を自分がしてしまうのかわからなくて、怖こわい。


「……だってなに？　ちゃんと説明しねえと、つけるよ」


　黙だまり込んでしまった侑志を促うながす篠田の声は少し意地悪で、おそらくなんとなく見当は付いているのだろうことはわかった。だがあえてそれを言わせようとするあたり、このドＳ、と内心で呟く。だが顎あごを摑つかまれくいっと視線を合わせられると、口を開いてしまう。


「……だから、俺の心構えが、ちがうから……」


「心構えって？」


　まだ言わせるか、とじわじわ顔に熱が集まっていくのを感じながら、うう、と唸うなる。だがきっと、言うまでこの男は先へ進んではくれないだろう。こうなったらやけだ、と思い切った。


「……好きなやつとすんのに、顔丸見えじゃ、恥ずかしすぎておかしくなりそうだからだよっ、ばか！」


　だが羞しゆう恥ちは消えてくれず、半ば逆ギレのように声を上げてしまった。そんな侑志に、篠田はちょっと目を瞠みはってから、小さく噴ふき出した。


　けれど、そんな笑いかたも初めてで、また新しい表情に見惚れていると、おかしそうに笑いながらも篠田は侑志の顎を捕らえたまま顔を覗のぞき込んでくる。


「あんたさあ……ほんと、そういうことは、普ふ通つうもっとかわいく言って誘さそうもんだけど……あんたの場合これで不思議なほどかわいいからすげーよな」


「なんだよそれ……褒ほめてんの……？」


　笑いながら言われても真実味がないと胡う乱ろんに見やれば、篠田は、口の端はしに色を乗せたような笑えみに変えた。


「褒めてるもなにも、誘われたって言ってんの。……そんなに恥ずかしいなら、間接照明だけで電気はつけないでやるけど」


　結局間接照明はつけるのかと思うが、真っ暗ではたしかに逆にやりにくいだろうこともわかるので納なつ得とくする。だが、けど、の先がまだあるようなのが気になって視線を返すと、篠田は侑志の顎に添そえていた手を、するっと首筋に沿って撫なで下ろした。


「っ」


「……服、自分で脱ぬいでみせろよ」


　口唇に囁かれるように言われて、息を呑のんで間近にある黒い瞳を見返した。


「……な、だめ？　見たいんだけど」


「……っ」


　命令するように言っておきながら、甘えるような声で促してくる篠田に、侑志はわずかな間思考を揺らすように瞼まぶたを伏ふせてから、頷いた。


「……わかった」


　すると小さく笑みを刻んだ篠田はひとつキスをしてから、侑志の腕を引いて、ベッドのまえまで導いて手を離はなす。自分はベッドに腰こし掛かけて、立ったままの侑志を見上げた。


「……じゃ、脱いで」


　低い声で促され、ひとつ息を呑んだ侑志は、そろ、と手をあげＶネックカーディガンのボタンに指をかけた。普段なら面めん倒どうで、ボタンなど外さず下に来ているロングＴシャツごと一気に脱いでしまうところを、ひとつずつ外していく。


　自分だけがいやに緊きん張ちようして余よ裕ゆうがないように感じられて、なんだか悔くやしかったのもあり、少しでも篠田をどきどきさせられないだろうかと思ったのが、こんな恥ずかしい行こう為いを了りよう承しようした理由だった。


　だが、心臓はばくばくと大音量で騒さわぎながら耳元でうるさいし、指先は痺しびれたように震ふるえてしまって、正直篠田を煽あおるどころではない。


（……っあんま見るなよなあ……）


　それに、絶対に目は合わせられないが、ずっと篠田の視線は感じている。おぼつかない手つきで少しずつ衣服を取り去っていく様子を、じっと黙もくしたまま見つめる篠田から感じる熱が、段々と強くなっていく気がした。晒されていく肌はだが、じりじりと灼やけついてしまいそうだ。


　それでも、躊躇ためらいを見せるほうが余計に恥ずかしい気がして、上半身裸はだかになり、ジーンズを脱いでインナー一枚になったときも、手を止めず脚あしから抜ぬいた。


「……っ……」


　なにも身体からだに纏まとうものがなくなると、安あん堵どなのかさらなる緊張なのかわからない息が漏もれる。変わらず篠田の視線は感じていて、けれどこのあとどうすればいいのだろうかと惑まどっていると、「侑志」と名前を呼ばれた。思わず目を向けると、薄うす暗ぐらい間接照明の中、篠田が小さく笑みを刻むのがわかった。


「おいで」


　そうして手を差し伸べられて、従うように篠田に近付くと、手を引かれた。そのまま、ベッドに腰掛ける篠田の脚の間に片かた膝ひざをつくようにして、抱だき寄せられる。


「……見られて感じた？」


　するっと背後に回された手で腰こしを密着させられ、もうわずかに反応しかけている中心を揶や揄ゆするように囁ささやかれる。それにさらに身体を震わせて、侑志はきゅうっと目を瞑つぶった。


「……っおまえが、エロい目で見るからだろお……っ」


　そう文句を言いながらも、篠田の頭を抱かかえ込むように両りよう腕うでを回すと、含ふくみ笑いのような声と、首筋へのキスが返ってきた。


「だってあんたがエロいから、仕方ないだろ」


「……っん、ばか、……っあ、ふ」


　ちゅ、と耳の下を吸われ、背中を撫なぜられただけで身体はびくびくと反応してしまう。脚の力が抜けて、篠田の膝ひざの上に座り込んでしまった。


「……まだなんもしてないのに、くたくたじゃん」


「そん、なこと、言ったって……」


　こればかりはどうしようもないと反論しようとしたところを、するっと体勢を入れ替かえられて、ベッドに寝ねかされた。ほどよくスプリングの効いたベッドは、布ふ団とんも上質なのか、ふんわりと侑志の身体を受け止める。


　その侑志の腰を跨またぐような体勢の篠田は、膝をついて身体を起こしたまま、まだ着たままだったジャケットとカットソーを躊躇ためらいなく脱いだ。ほどよい筋肉に覆おおわれた身体は、その身ひとつで色気を放っていて、あてられそうなくらいだった。


「……篠田」


　はぁ、と身体の中に燻くすぶり始めているものが熱い息になって漏れる。名前を呼ばれた篠田は、侑志を見ると、上体を倒たおして覆い被かぶさってきた。


　だが、口唇くちびるが触ふれる寸前で、つと篠田の動きが止まる。どうかしたのかと思っていると、至近距きよ離りで目を合わせた篠田は、なあ、と呟つぶやいた。


「……なに？」


「いい加減、名前で呼んでみねえ？」


「……え？」


　瞬まばたきをして訊きき返すと、「名前」と繰くり返される。


「俺の名前、ファーストネーム。呼んでよ」


　いつもみたいに横おう柄へいに、呼べよ、とかでなく、ねだるような言いかたがちょっとかわいいなとじんわり思って、侑志は、いまさらちょっと恥はずかしいかもという言葉を呑み込んだ。


「……薫……？」


　そっと呼ぶと、うん、と小さく笑った篠田が、いままででいちばん、侑志の心を摑んで揺ゆさぶった。じわ、と広がる歓よろこびに胸をときめかせていると、ちゅ、とキスが降りてきた。小さく啄ついばんで、すぐ離れてしまった口唇がまた欲しくて、口を開く。


「薫……」


　呼ぶと、口唇が降りてくる。それがうれしくて、何度も呼んだ。


「薫、かお、る……ん、ん……」


「侑志……」


　一いつ旦たん口唇が離れた合間に、篠田も侑志の名前を囁いて、キスが深くなった。


　角度を変えながら口唇を吸われ、じん、と微かすかな痺れを感じる。応こたえるようにそっと開くと、隙すき間まがないくらいに合わさった篠田の口唇に覆われて、舌が入り込んできた。


「……っん、んぅ……」


　篠田とのキスは気持ちがいい。たまに強ごう引いんではあるが乱暴ではないし、基本的に丁てい寧ねいなくらい隅すみから隅までを知るように施ほどこされ、その上情熱的だから、キスだけですぐに体温を上げられてしまうのだ。


　だが、音を立てて舌を絡からめ合い、唾だ液えきが溢あふれるようになると思考も溶とけかけて、無意識に次の刺し激げきを待ちわびている自分がいる。


「ん、ふぁ……」


「……ほんと、キスだけですげえ気持ちよさそうな顔するよな……」


　とろんとした目を向けると、独特の意地悪そうな表情を乗せた篠田が、なに？　と訊たずねてくる。今日はこうやっていちいち言わせるつもりだろうか。


「……キスも、きもち、いけど……」


　腫はれぼったい口唇のせいでうまくしゃべれずに、少し舌ったらずになってしまう。けど？　と指の腹でその口唇を撫ぜられながらさらに促うながされて、ますます瞳ひとみが潤うるむのを感じた。


　いつもよりもじわじわと高められていく感覚に、溜たまっていた焦じれったさと欲が溢れそうになるまま続ける。


「ん……もっと、ほかも、触さわって欲しい。……ちゃんと、して」


「……凶きよう悪あく」


「っん、んっ、ふ……っ」


　それで合格だったのか、小さく笑えみを刻んだ篠田は、もう一度深いキスをしてから、口唇をずらした。耳の中に舌を差し込まれ、聴ちよう覚かくから犯おかされていく。


「っん、んん……っ、あ、あ……っ」


　その感かん触しよくに首を竦すくめると、するっと脇わきに伸のばされた手が、胸を掠かすめるようにして身体のラインを辿たどり始め、肩かたが揺れた。頤おとがいを反らすと喉のどをきつく吸われ、鎖さ骨こつを舌で辿られる。


　そのまま口唇が胸に降りてきて、粒つぶだけでなく、周りにも吸い付きながら愛あい撫ぶを施された。


「んぁ、あ……っ、あ、ん」


「こんなちっさいのに、すごい感度だよな……すぐこんなに硬かたくなって」


　やらしい、と言いながらもう真っ赤になっている胸の粒を口に含まれて、吸われると、じんじんと甘い痺れが生まれる。舌で転がされると背中が跳はねて、指の腹で押しつぶすように刺激されれば、声が止まらなかった。


「あっ、んぅ、っん……んっ」


「まああんたは、どこもかしこも敏びん感かんだけどね……」


「っあ、ん……っ」


　するっと下か肢しに伸ばされた手が、すでに熱を持ち始めている中心を撫ぜる。軽く触れられただけなのに、そこはさらに硬さを増すように震えた。


「……っそん、なの……っん、んっ」


「うん、俺のせい。あんたのこんな顔、俺しか知らないって、すげーうれしい」


「っ、あ、ん……っ」


　いきなりそんなことを言うなんて、ずるい、と快感で涙なみだの滲にじんでくる目で篠田を見返した。


　篠田の言う通り、彼に抱かれるまでは予想もしなかったような箇か所しよを触れられて、自分でも驚おどろくほどに敏感な反応を返してしまう。だがその微かな刺激が、そのうちに我が慢まんできないほどの快感につながることを教えたのも、篠田だ。


　篠田に会って、自分の身体からだは変わってしまった。けれど、戸と惑まどうほどの新しい感覚を植え付けられる中で、心までも変化してしまうなんて、思ってもみなかった。


　篠田の手が与あたえる感覚を、気持ちがいいと、素す直なおに感じて、見せることができる。恥ずかしい気持ちは消えないけれど、それすらも隠かくさないで晒さらしていいというように言われてしまえば、浮うかんでくるのは歓びでしかなかった。


　愛いとしい。目のまえの男が、早くちゃんと、欲しかった。


「……っふ、あ、なあ……っ」


「……ん……？」


　体中至るところを触られ、口くち接づけられ、中心に熱が溜まっていく。けれどその熱を解放することよりも、ほかに満たしたいものがあった。


「も、俺、おまえといっしょがいい……」


　肩かた口ぐちに口接けていた篠田の顔に手を伸ばし、視線を合わせて呟くと、綺き麗れいな形の目がわずかに見開いた。


　いつも……このまえ篠田の怒いかりにまかせて抱かれたとき以外、彼はたいがい、一度侑志を頂点へ導いてから身体からだをつなげていた。そうでないときだって、侑志が身体から余計な力を抜ぬいて、快楽に蕩とろけるようになったあとに与えられるものは、いつも痛いことなんかひとつもなかった。


　それが、同性に抱だかれるという、どうしても浮かんでしまう戸惑いや恐きよう怖ふを、篠田なりに慮おもんぱかってくれた結果なのはもうわかっている。彼は最初から、侑志をこれ以上ないほどにたいせつに扱あつかってくれていたのだ。


　だけど、それがわかったからこそ、彼の気持ちもちゃんと手の中にあるいま、もう少し、自分から欲しがってみせてもいいのかもしれないと思える。


　篠田のことを、ほんとうに好きな自分を、ちゃんと見せたかった。


「……薫、といっしょに、気持ちよく、なりたい、から……」


　まだ呼び慣れない名前を呼んで、だから、と乾かわきそうな口唇を舐なめる。すると篠田の口唇がそこを潤うるおすように舐めてキスをして、だから？　と促された。


「……も、うしろ、して……」


　誘さそおうと思って誘ったことなんか、いままでなくて、どうしたら篠田をその気にさせることができるのかなんてわからなかった。けれど、じっと見つめたままの篠田の瞳の中に、ゆらっと揺れたものが彼の欲情の証あかしであるような気がした。


　篠田は、すっと目を眇すがめると、侑志の口唇を塞ふさぐ。舌を搦からめ捕られる深いキスに息をあげると、口唇を離はなした篠田は、侑志の腕うでを引いた。上体を起こされ、篠田と向き合うと、もうひとつキスをされる。


「……じゃ、四つん這ばいになって、俺のほうに、して欲しいとこ見せて……？」


「……っ」


　口唇が動くと触ふれてしまうような位置で囁ささやかれて、震ふるえを覚えた侑志は、熱い息を吐はき出した。こくん、とひとつ頷うなずいて、そろそろと体勢を変える。羞しゆう恥ちは感じても、それを上回るなにかが侑志を動かした。


「……ここ、して欲しいんだ？」


「っあ、ん、ぅん……っ」


　双そう丘きゆうに手を添そえられ、まろいそこにちゅ、とキスされる。てのひらでその感触を味わうように撫なぜながら、篠田は奥の窄すぼみにも口唇を寄せた。


「ふ、あ、んん……っ、んっ」


　舌で入り口をさぐられ、びくびくと身体が震えてしまう。何回されてもそんなところを舐められるなんて慣れないけれど、それが篠田の熱をそこで感じるために必要なことだと思えば、違い和わ感かん以外のものが滲んでくるのもほんとうだった。


　すると、しばらくそこを弄いじっていた篠田が、ふと離れる。不思議に思って首を捻ひねり振ふり返ると、篠田はなにかを手にすぐ戻もどってきた。


「？……なに……？」


「ローション。そういやまえに買っといたの思い出して」


「ろっ、え……っ」


　これまで何度も篠田と抱き合ったが、そういうものを使ったことはそういえばなかった。たいがいが、その場にあるもので補ったり、もしくは自身が出したものや唾液で慣らされたのがほとんどだ。だから、逆にいかにもなそのボトルを目にしてしまうと、なんだか腰こしが引けてしまう。それに気付いた篠田が、眉まゆを上げて小さく問うてきた。


「……なに、べつに害はねえよ？　怖こわい……？」


「……そ、んな……怖くは、ないけど……」


「なら、使っていい？」


　するっと尻しりを撫ぜられ、囁くように訊きかれると、もう頷くしかできない。小さく笑った篠田が、蓋ふたを開けて、てのひらに液体を零こぼした。色のついた多少粘ねん着ちやく性せいもあるらしいそれが、とろとろと篠田の手に落ちる様が、いやに卑ひ猥わいに見えて、侑志は思わず視線を逸そらす。


　すると、ふいに奥にぬるっとした感触が疾はしった。思わず高い声があがって、背中が反る。


「っひゃ、や、あ……っん、んぅ」


「どんな感じ……？　一応てのひらであっためたから、冷たくはないだろ……？」


「んっ、つめたく、は、ないけど……っ」


　けど、なんだか、変な感じだった。


　ローションを纏まとった篠田の指が、奥に入り込んで慣らすように抜き差しする。ゆっくりと上下するように中をさぐられて、なんだかだんだんと、むずむずしてきた。


「……っん、ん……っ」


「……気持ちよくなってきた？　すげースムーズに、指入るよ」


　下した唇くちびるを嚙かんで、目のまえにあったおおきな枕まくらにしがみついて耐たえていると、耳元を食はまれ直じかに囁かれる。ぐち、と濡ぬれた音を立ててかき回されて、指先に力がこもった。


「あっ、あ、や、んん、……っやぁ」


「ん……？　このへん、好きだよな……？」


「っあ、んっ、んう、う、ん……っ」


　もう熟知されてしまっている、中の感じるところを刺し激げきされ、腰が跳ねる。ローションのぬるぬる具合は、さほど気にならなくなっていた。


　だが、器用な篠田の指に翻ほん弄ろうされながら、ふやけてしまった思考でふと、視界の端はしに転がるローションのボトルを目に留とめて、ぼんやり考えてしまう。


　ずっと、最初からそうで、わかっていたことだけれど、篠田はひどく、こういった行こう為いに慣れている。容姿だけでなく、雰ふん囲い気きでひとをその気にさせる術すべを持っているし、実際施ほどこされる愛撫は的確で、かつ情熱的で、きっと、巧うまい。まえにも思ったように、男女問わずもてたにちがいないし、何人も、彼の熱を知っているのだろう。


（……このベッドで、俺じゃないだれかも、抱いたのかな……）


　抱かれながら、そんなことを考えるなんて、篠田に対して失礼だとわかっているのに、一いつ旦たん気になりだしたら仕方なくなってしまった。


　こんなふうにすぐに彼の手の中に落ちてしまう自分は、物足りなくはないだろうか。好きだともらった言葉を思い出して、いまこうして大事に扱われていることを考えれば、だいじょうぶだと思うのに、なぜか不安が消えてくれなかった。


　篠田は、侑志のことをずっと欲しかったと言ったけれど、そうやって長い間焦こがれていたものを手に入れたら、もうそれだけで満足してしまうということだって、きっとある。


　篠田のことを疑うわけではなく、ただ、ふと、怖くなった。


　自分から早くひとつになりたいとねだったくせに、いざ、心を通わせて身体をつなげてしまったあとのことを、思ってしまう。


「……侑志？」


　すると、ふいに篠田が後ろを弄る手を止めて、侑志を呼んだ。


「……なに考えてんの？」


「……っ、べつ、に……ん、なん、も……」


「噓うそつけよ。……いきなり反応薄うすくなったくせに、誤ご魔ま化かしてんじゃねえぞ」


「……っ」


　時折ひどく言葉が悪くなるのは、たいがい機き嫌げんを損そこねたときだ。


「なに？　どうしたの」


　だが、ひとつ息を吐いて侑志の腕を引き、顔を合わせた篠田の声こわ音ねは、怒おこっているようでも、不機嫌でもなかった。ただ静かな瞳ひとみで見つめられ、そっと眦まなじりに指が伸のびてくる。


「……言ってなかったけどわかってるもんだって思ってたから、あえて口にはしてないけどさ。……これ、あんたが嫌いやだったらしないでもいいんだぜ？」


「……え……？」


　意味がわからずに目を瞠みはると、だから、と篠田は自分の髪かみの毛をかき上げる。


「俺が脅おどしてるんでもなく、強要してるんでもなく、好きだから、……俺があんたを好きで、あんたも俺のこと好きだって言ってくれたから、したいんだ。だから、気が乗らないとか、なんか嫌だとか、そういうんだったら、俺はもう、ちゃんと待てるよって、話」


　そう言う篠田は、視線を逸らしはしないがわずかに照れたように、眉根を寄せた。


「まあ……散々いままで好き勝手やってきて、待つもなんもないと思うけどさ。せっかくあんたを手に入れたのに、あんたがちゃんと感じて、俺とするの、しあわせだって思ってくれなきゃ、意味ねえだろ」


　だから、とさらに話を続けようとする篠田に、侑志は、待って、と手をあげた。咄とつ嗟さに篠田の口を塞ふさぐように自分のてのひらで覆おおってしまい、驚おどろいたような彼に慌あわてて手を離す。


「……や、あの……ごめん。俺、余計なこと、考えちゃって……」


「……余計なことって？」


　訊かれて、う、と詰つまってしまう。だが、篠田に言ってもらった言葉は、侑志にとってひどくうれしくて、それだけでしあわせだと思えるものだった。まっすぐに想おもいをくれる篠田を、自分はちゃんと知ったつもりだったはずなのに、やはりどこかで疑ってしまっていたことが、恥はずかしかった。


　だから、どんなことを考えてしまったのか、ちゃんと告げて、それでもう一度謝って、続きをして欲しいと言おう。それで篠田が、もう冷めてしまったというなら、もう一度がんばって誘さそおう。


　そう決めて、侑志は俯うつむき加減だった顔を上げた。


「……あの、さ……すごいばかなんだけど、その、篠田が……」


「俺が？」


「篠田が……、俺、以外の人間も、ここで、抱だいたのかなって思ったら、なんか、気になって……っ、ごめ」


　言いながら自分でも傷ついてしまって、ばかみたいだと思う。言われた篠田だって、きっといい気はしないはずなのに、声が震えてしまってまた俯いてしまった。


　だが、これではだめだ、ちゃんと謝って、途と中ちゆうで止めてごめん、続きをして欲しいと言わなければと、顔を上げた侑志は目を瞠った。


「……っん、んん……、はぁ……っ」


「……してねえよ」


　ふいに口くち接づけられて、半ば口唇くちびるをくっつけたまま、篠田が呟つぶやく。え？　と侑志が視線を返すと、額の髪の毛を撫なぜるようにてのひらが触ふれた。


「ここでは、だれも抱いてない。……そりゃ、まあ、いままでだれともしてないつったら噓になるけど、……きっと、俺、あんたがほんとに好きになった最初の人間だから」


「え……」


「呆とぼけるなよ。不安だって言うなら、何度だって告白してやるよ。俺は、いままでだれといても感じなかった感情を、あんたには感じる。……愛いとしいって、言ったら、あんたは笑ってくれる？」


「……っしの、だ」


「薫だって言っただろ。さっきからまた戻もどってるっつの」


「……っ、かおる……」


　よくできました、と篠田の口唇が、いつのまにか涙なみだの滲にじんでいた眦に降りてくる。


「……愛してるよ。あんただけを……侑志しか、いらないし、あんたにだって、俺だけ、だろ？」


　そう言って、篠田らしい少し意地悪そうな、揶や揄ゆを乗せたような笑えみを向けてそんなことを訊きいてくる。うん、と頷うなずくと、やんわりと口接けられた。やさしく啄ついばんで、ゆるく舌を吸われるキスにうっとりしていると、ふいに下か肢しに刺激を受け、声を上げた。


「んっ？　っふぁ、ん……っ」


「こっちはまだ熱いけど……どうする？」


　続きをするかしないか、きちんと委ゆだねてくれる篠田に、睫毛まつげを震ふるわせながら視線を返した。


「……したい、続き……」


　そう口にすると、小さく笑んだ篠田が、再度キスをくれた。それに応こたえながら、侑志は薄く瞼まぶたを開いて、そろ、と手を動かす。


「っ、おい……？」


　篠田の下肢に手を伸ばした侑志に、驚いたような視線が返ってくる。侑志の余計な思考のせいで間に変な時間を作ってしまったためか、篠田のものは、まだあまり反応していなかった。


　身をかがめて、侑志は篠田自身に口接ける。そっと手を添そえて、先せん端たんを舐なめ、口に含ふくんだ。


「っ、……侑志？」


「ん……、中断したから、おわび……」


　息を呑のんだ気配がして名前を呼ばれ、そんな答えを返して侑志は篠田のそれを吸う。


　反応して、熱を蓄たくわえ、段々硬くなっていく篠田に、じわ、と悦よろこびを覚えながら必死に口と手で愛あい撫ぶを施ほどこした。


「……っふ、んぅ……ん、ん」


「……な、侑志、こっち見て」


「ん……、ん、んん」


　言われて目線だけを上げると、さわ、と髪の毛を撫ぜられ、褒ほめられたようでうれしくなる。先端から滲んできたものを舐め取ると、篠田の手が移動して、背中を撫ぜ、臀でん部ぶのほうへと伸びた。


「っん、ふぁ……っ、あ、ん」


「……さっき慣らしたから、まだやわらかいままだぜ……ほら」


　言いながら、篠田の指は奥に入り込んで、くちくちと中を弄いじる。


「すぐ指、入る……」


「っあ、ん……っ、や、あ……っ」


　すぐに指を増やされ、けれど焦じらすように感じる箇か所しよには触れてくれなくて、篠田から口を離はなしてしまった。


「……っはぁ、ん……」


「……もう咥くわえてらんない？」


　顎あごを取られ、小さく揶揄されるように笑みを浮うかべられて、侑志は口の中に溜たまった唾つばを呑み込んだ。それから篠田を見返して、ふと起きあがると目のまえの肩かたに手を伸ばす。そのまま力を込めて、侑志は篠田の身体からだをベッドに倒たおした。


　それから、おもしろそうにこちらを見る篠田の上に、侑志は乗り上げるように跨またがってみせる。


「……なに、もしかして、上、乗ってくれんの？」


「……ん」


「じゃあ……自分で挿いれる……？」


　するっと臀部に回された手に丸みを撫ぜられて、ひくんっと脚あしが震える。やったことはないが、ここで引くのも悔くやしい気がして、こくん、と頷いた。


　視線を落として、篠田のものをそっと摑つかむ。よくわからないながらも、そっと腰こしを下ろしていくと、奥の窄すぼまりに熱いものが触れた。


「っん……っ、ふ……っ」


「ん……そう、そのまま、ゆっくり……」


　腰を持った篠田の手が、やさしく促うながすように撫ぜてくる。その篠田の低く掠かすれた声に、気持ちいいんだろうかと思い圧あつ迫ぱく感かんに耐たえながら、侑志は息を吐はいて、ゆるゆると深くしていった。


「……っんんぅ……っ、ん、あ、ん……っ、ああっ」


「……は、すげー、エロ……」


　最後の最後で、くいっと腰を引き寄せられ、おおきな刺し激げきがきた。喉のどを反らして喘あえぐと、熱い息を漏もらした篠田が呟く。


「……な、自分で動いて」


「っん、ふ、んん……っ、ん、ん……っ」


　尻しりを撫ぜられ促されて、ぺたん、と篠田の上に座り込んだような体勢のまま、ゆる、と腰を揺ゆらした。中に篠田がぜんぶ入ったまま動く感覚が、どうやってもずっと奥までいっぱいに満たされたままで、ひどく感じてしまう。


「……っん、はあ、んっ、ん」


「自分で気持ちいいとこ探して、動く侑志、めちゃくちゃ、やらしい……」


「っや、あ……っ、んん、ふぅ、ん……っ」


　ひそやかに笑われて、胸を弄られると、中が動くのがわかった。びくびくと耐えていると、篠田の手がふと、侑志の両りよう脚あしに伸のびてくる。なんだと思う間もなく、膝ひざを持たれて、脚を開かれた。恥ずかしい格好に思わず声を上げてしまう。


「っあ、や、なに……っ、んんっ」


「んー……こうすると、入ってるとこ、すげーよく見える」


「っや、ばか……っあ、あ、んっ」


　それまで緩ゆるやかに自分で動いていたところに、下から篠田が腰を突つき上げてきた。バランスを崩くずしそうになったところを、両手とも摑まれて、ぎゅっと指を交差させるようにつながれる。


　変わらず羞しゆう恥ちを誘さそう体位のままなのに、そうやって手をつながれると、きゅうっと胸の奥のほうがときめくように疼うずいた。


　身体だけでつながっているのではないと、教えられているようだと思うのは、きっと勘かん違ちがいではないと、熱い視線と目が合うことで確信できる。


「んっ、ああ……っ、あ、あ、うンっ、ん……っ」


「もうちょっとあんたが自分で動くの、見てたかったけど、ちょっとさすがに限界……」


「んんっ、やぁ……っあ、あ、ふか、い……っ」


　自分でしていたときよりも、深い場所まで篠田の熱を埋うめられて、腰を弾はずまされるたびに、喉の奥から甲かん高だかい声が零こぼれた。


　上体が少し後ろに反ってしまうために、視線を下げると、自分でも篠田とつながっている箇所が、見えてしまう。ひどく卑ひ猥わいで、けれど目を逸そらせないでいると、篠田が、侑志、と名前を呼んだ。


「なあ……ぜんぶ、見えるよ、あんたのこと。やらしく俺を咥え込んでるところも」


「っあ、あン、やぁ……っ」


「すっげえ気持ちよさそうな、顔も……」


「ん、んー……っ、あ、あ……っ」


「……俺のこと、好きだって、言ってる」


　だろ？　と否定など知らないというような低い声が侑志に問う。


　ぜんぶ、ぜんぶ晒さらしている。身体も、心も、篠田に向かう自分のなにもかもを、見せているのだ。


　指し摘てきされて、ひどい羞恥と、けれどそれを上回ってしまう悦えつ楽らくと歓よろこびが侑志を支配した。上がる息の合間に、こくこくと必死で頷いてみせる。


「……っぅんっ、す、き……っ、あ、すき……っ」


「侑志……っ」


　それまで倒していた半身を、ふいに篠田が起き上がらせる。つながったまま、篠田の膝の上に抱かかえられるようにして、背中に腕うでを回され、口唇くちびるが重なった。


「っんぅ、んん……っン、ぁふ……っ、あっ、あ！」


　中の篠田の角度がまた変わって、震えながら篠田の首に縋すがり付いてしまう。臀部を両手で摑まれ、揉もむようにしながら篠田の熱を打ち付けられた。


　喘ぎが止まらない。互たがいの腹の間にある侑志自身も、ろくに触さわられてもないのに、さっきからずっと雫しずくを溢あふれさせていた。


「ふ、あ……っ、あ、ね、もぉ、あ、んん……っ」


「いきそう……？」


「んっ、だめ、あ……あっ」


　今度は、ぐいっとそのまま仰あお向むけにベッドに倒された。それでも首に回した腕を放さずに、揺らされていると、顔に篠田の汗あせが落ちてくる。


　荒あらい息を吐きながら眉まゆ根ねを寄せている篠田の表情は、ひどく色っぽくて、ずん、と腰の奥が重くなった。疼きがひどくなって、篠田を見つめながら懇こん願がんした。


「っあ、あ、や、しのだ……っ、も、やあ、いく……っ」


「ん、名前、呼んで……」


「あ、ん……っ、薫、かおる……っ」


「いいよ、俺も、いっしょに、侑志……」


「んっ、あぁ、あア……っ」


　中が限界まで蠢うごめいて、きゅうっと締しまった。擦こすられた中心から、溜まっていたものが飛び出して、自分の腹を汚よごす。するとすぐ、篠田の熱が、ひと際きわおおきくなって、爆はぜるのを感じた。その刺激にまた、全身に震ふるえが駆かけ抜ぬけていく。


「……っふ、あ……っん、……っん、ん……っ」


「……っ」


　侑志の奥から自身を抜いて、は、と首筋に顔を埋めた篠田が、息を吐く。


　肌はだ同士が触ふれ合う感かん触しよくが、ひどく気持ちがいい。どくどくと耳の裏でうるさい鼓こ動どうが、自分のものなのか、篠田のものなのか、もうその境目がわからなかった。


　収まらない息を整えようと荒い呼吸を繰くり返していると、つと動いた篠田の口唇が重なる。


「っんぅ……ふ、んん……」


　まだ息が苦しいのに、甘いキスはひどく心地ここちよくて、鼻から抜けるような声が漏れた。そっと瞼まぶたを開くと、綺き麗れいな黒い瞳ひとみが、じっと見つめていて、じわ、と胸に痺しびれが広がる。


（……うれしい）


　こんなにやさしい色を浮かべられたら、どれだけ自分が想おもわれているかなんて、すぐにわかる。好きだとも、愛いとしいとも、愛してるとも言ってもらえたけれど、それと同じくらいのうれしさが、じわじわと胸をいっぱいにしていった。


「……ん……」


　ふ、と思わず笑えみを漏らすと、篠田の目が不思議そうに侑志を見返す。それに、キスの解かれた腫はれぼったい口唇を開いた。


「……なんか、すごい、安心した……」


「……安心？」


　訊きき返す篠田の頰ほおに手を伸ばして、そっと触れると、その上におおきなてのひらが重ねられて、ますます笑みが深まる。


「ん……俺、篠田に……ちゃんと好きになって、もらえたんだなってさ」


「って、まだ心配してたのかよ……」


「や、心配っていうか……なんか、実感したっていうか……」


　わずかに呆あきれたような顔を見せる篠田に、胸の裡うちの満たされた感覚をどう伝えたものかと思考をさぐる。すると、そういえば、と篠田が口を開いた。


「訊こうと思ってたんだけど」


「？　なんだよ」


「なんで俺が、日野さんのこと好きだなんて勘違いしてたわけ？　俺、そんなことひと言も言ってねえんだけど」


「……あー、それは……」


　あのときの篠田の驚おどろきようを思い出して、自分の思い込みのせいなのに少しおかしくなった。


「だってさ、なんか、篠田って最初会ったときから、日野にはすごい懐なついてたじゃんか。俺のことはすんごい目で見るくせに、日野には愛あい想そいいし、丁てい寧ねいだし……。日野は、男女問わずもてるやつだったから、篠田が好きになるのもあたりまえかって。それで俺、いい加減報むくわれない片想いをしつこいって思われてて、日野の絵見てたとき、篠田が怒おこったのもそのせいなのかなって思ったんだけど……」


　侑志の説明を聞きながら、篠田は奇き妙みような顔をしている。納なつ得とくできるようなできないような、微び妙みような心持ちなのだろう。


　いま思えば、篠田が日野を、そういう対象として好きかどうかなんて、きっとすぐに判断がつくだろうに、そのときにはほんとうに、わからなかったのだ。


　篠田が侑志を抱だき続ける理由が、自分のことを好きだからなんてことはあり得ないと思っていた。だから、ほかになにかあるはずなのだという勝手な想像だった。


「……なあ、篠田」


　まだなにか考えている篠田に呼びかけると、なに？　という視線が返ってくる。それに笑みを浮うかべて、侑志は篠田の頰に手を触れたまままっすぐに視線を向けた。


「……あの、日野の絵見てた俺のこと、篠田は、綺麗だって、言ったじゃん」


　そんな表現が、自分に似合うとは思えないし、やはりちょっと信じられないのだけれど、もしも、篠田の目に、そんなふうに映ったとするなら。


「だったらそれって、たぶん……俺が、あのとき、篠田のこと、考えてたからだと思う」


「え？」


　わずかに驚いたような表情を晒す篠田が愛しくて、目を細める。


「日野のこと好きで描かいた絵見ながら、どうしてあんなに好きだったこと忘れて、いま俺は、篠田のこと、こんなに好きになっちゃったんだろうって、切なくて、でも、おまえのこと、恋こいしくて、仕方なかった。だけどあきらめなきゃいけないって、そう思ってたから、おまえのことも、絵に描いたら、少しはその気持ちが昇しよう華かされないかなって、そんなこと考えてたんだ」


　篠田のことを思っていた顔が、少しでも綺麗に見えたというなら、ちょっとうれしい。


　じっと黒い瞳で見つめ返しながら聞いていた篠田は、つと、侑志が頰に添そえたままだった手を取った。


「じゃあ今度こそ、ちゃんと俺を見ながら、俺描いてよ。あんたの絵……俺のための絵、欲しい」


「ん……？　わかった、いいよ」


　そんなことをねだられるのもうれしくて頷うなずくと、篠田も笑みをくれる。それからふと、なにかを思いついたように取ったままの侑志の指先にキスをした。


「なあ……あんたが、俺のこと好きだって自覚したの、いつ？」


「え？」


　上うわ目め遣づかいのような目で問いを向けられた侑志は、その角度にどきっとしながら口ごもった。


「いつって……えーと……」


「あんたが日野さんを忘れられないって思いこんでたから、さっぱりわかんなくてさ、知りたいんだけど」


「……う、んと」


　まっすぐに見つめられ、視線を逸そらした。


　あんまり言いたくないのだが、経験上この男がきちんと答えるまで引くとは思えず、仕方なく口を開く。


「……あの、チームのみんなで、呑のみ会行ったあと、したとき……」


「……」


　ぼそぼそと小さく答えたら、沈ちん黙もくのあとに、へえ、と相づちが聞こえた。なんだか笑みを含ふくんだような声こわ音ねに、指し摘てきされたら嫌いやだなと思っていたことを間ま違ちがいなく篠田が思ったことがわかる。


「なるほど……それであのとき、あんなに感じてたわけだ……へえ……」


「っ、なんだよ、その目！　なんかやらしいっ」


「いやにかわいかったよな、あんときのあんた。俺のこと好きだって思ったら、気持ちよくなったんだ……？」


「っば、……っんん」


　ちゅ、と口唇くちびるを吸われ、するっと胸に這はわされた手が妖あやしく蠢いた。それにびっくりして身体からだを震わせた侑志は、その手を追う。


「っん、なに、ちょ……っ、ん……っ」


「次の日泣きそうになりながら、それでもやめようとしなかったのも、俺が好きだったから……？」


「……っそ、だよ……っ、あ、や、しのだ……っ」


　逐ちく一いちよく覚えてるなと思いながらも、またじわじわ滲にじんでくる疼うずきを促うながすような篠田に、訴うつたえるように視線を返した。だが、いくらも効果はない。


「あんたがあんまりかわいいから悪い。……ほら、俺だけじゃないし」


「かわいくな、あ……っ」


　また熱を持ち始めた篠田自身と、侑志を触れさせて、擦こすられるとあえかな声を上げてしまった。ちゅ、ちゅ、と首筋にキスを落としながら、篠田の指が背後に回るのを感じる。さっきまで篠田を受け入れていた箇か所しよをまたつつかれて、びくんっと腰こしが跳はねた。


「……っ、あ、ん……だって、言っとく、けど、あんとき、篠田が妙みように神妙で、それが気になったからなんだぞ……っ」


　なんかかわいかったし、と上がりそうな息を吐はき出しながら、そのきっかけを説明すると、篠田がつと動きを止めた。不思議に思って首を傾かしげると、視線を合わされる。


「篠田……？」


「……まだ俺からは言ってなかったけど、今回の仕事の件、もう辻から聞いただろ？」


「え？　あ、ああ……うん」


　そういえば、それが今日の昼間の話だった。なんだかひどく長い時間が経たってしまったような気がする。


「あれ、実は、もしかしたらそうなるかもしれないって、上から言われたの、その日だったんだよ」


「え……？　え、じゃあ、え、もしかして……」


「……俺、あんたのファンだったって言ったろ。だから、いつか、俺のプロデュースした空間であんたのイラストを使った仕事がやりたいって、ずっと思ってた」


　驚く侑志に、だから、と篠田は続ける。


「今回の仕事、念願だったんだ。やっとあんたと仕事ができる、おおきなチャンスだった。……けど結局、こんな様でさ」


「篠田……」


「新進気き鋭えいだ、有望株だって言われたって、自分の力のなさが悔くやしくて、情けなくて……あんたにも迷めい惑わくかけるのに、顔見たら、急にその体温が恋しくなった」


　そう言って篠田は、あのときのように少し強く、ぎゅうっと侑志の身体を抱きしめた。


「顔に似合わずあんたは妙になんでも受け入れるような性格だしさ……案の定俺が理由も言わずに抱きしめたって、黙だまってそのままにしてくれてただろ。それでだいぶ、落ち着いて、ああ、やっぱ俺、あんたのこと好きなんだなって、思ったよ」


「……っなんだよ、いきなり……」


　なんだか褒ほめ上げられて照れ臭くさくなり呟つぶやくと、ふっと顔を上げた篠田が小さく笑う。


「……まあそれから、ごたごたあって、あんたを傷つけたりもしたけど、いまこうしていられて」


　瞬まばたきをして見上げると、顔にかかる髪かみをかき分けるように頰ほおを撫なぜられた。


「だからってわけじゃないけど……そういうのはぜんぶ、俺自身が乗り越えてかなきゃいけない問題だってちゃんとわかってんのに、それでも、そばにあんたがいると思うと、またがんばろうって、そう思えるよ」


　篠田というのは、一度本音を晒さらしたら、ものすごく臆おく面めんのない男のようだと、そんなことを侑志は思う。だができれば、あまりにストレートに気持ちを与あたえられて、慣れない自分が戸と惑まどうのにも気付いて欲しいものだ。


（……恥はずかしいっての）


　心の中で呟いて、どうしていいかわからずに顔ごと視線を逸らすと、それを追うようにして口くち接づけられた。


「っん、ぅん、ん……っ」


　ゆっくりとキスしながらまた仰あお向むけられて、やさしく吸われる口唇がじん、と甘く痺しびれていく。


「……なあ」


「……んう、ん……？」


「……俺、今度はだれにもなにも言わせないくらい成長して、あんたを誘さそうから。だからそんときは、また俺といっしょに仕事して欲しい」


　甘いキスをしながら仕事の話なんて、とは不思議と思わない。自分の中になくてはならないもの、それがなければ自分ではなくなってしまうものを、篠田が必要としてくれる。それがなによりうれしかった。


　篠田のことを好きになって、そんな自分に戸惑って、ひどい扱あつかいに泣いて、挙げ句に自分の絵がわからなくなった。けれど、強い意志を持って先へ進むと宣言する篠田と同じように、侑志もまた前向きな気持ちで、自分の絵を描ける気がした。


　今回必要のなくなってしまったあの絵も、いつかは続きを描ける日がくるかもしれない。それが彼との仕事でなくてもべつにかまわなかった。篠田の言うように、そんな機会がまた訪おとずれたら、一から新しく、そのときの自分にしか描けない絵を描くだけだ。


　そして、その日まで、そのあとも、ずっと、篠田がそばにいてくれるような自分でありたかった。それがたぶんまっすぐに延のびた道ではないと、わかっている。


　けれどそれでも、自分ひとりがそう思っているわけではないことも、ちゃんと知ったから、歩いていけると、そう思った。


　その気持ちのまま、侑志はそっと笑えみを浮うかべる。


「……うん。待ってる」


　そう答えて、頷うなずいてみせると、篠田も笑みを浮かべて、ありがとう、と呟いた。その瞳ひとみは、さらに輝かがやきを増して、黒い宝石のようだと、侑志は思う。そして、その冷たい色の中に熱いものを秘ひめた、篠田の目が、すごく好きだ。


　自分を見つめる黒い瞳が、距きよ離りが近くなることで段々見えなくなっていく。これも好きな、厚い口唇がもうすぐ自分のそれに触ふれるのを待ちわびながら、その強い光を自分の中に閉じこめるように侑志はそっと瞼まぶたを閉じた。





　　＊　＊　＊





　後日、再度呑みと称しようして、以前行った和風居酒屋で、侑志は篠田と、それから日野という面子メンツでテーブルを囲んでいた。


「……で、いまここにふたり揃そろってるってことは、おまえら仲直りしたの？」


　運ばれてきたビールで乾かん杯ぱいをして、ぐいっと一口呑んだ日野が、なんでもないことのようにそう訊きいてきた。なんだか今日は焼しよう酎ちゆうよりもビールという気分で、日野と同じグラスを傾かたむけていた侑志は、仲直り、という単語に苦く笑しようしながらも、友人を見返す。ちなみに、篠田はウーロン茶だ。


「あー……まあ、一応」


「一応って。……まあいーか。ちゃんとまとまったんならさ」


　侑志の曖あい昧まいな返事にツッコんで、日野はひとつ息をつくとまたビールを呷あおる。さり気なく話題を出してくれたり、あとで説明しろと言っていた割に深くは追及せずそんなふうに流してくれる日野に、侑志は、やっぱり、と思考を巡めぐらせた。


　あの日篠田と自分のいざこざに巻き込んでしまった状じよう況きようから、普ふ通つうはわかるだろうけれど、日野はきっと自分たちの関係になんとなく気付いてはいるのだろう。


（……ちゃんと、言ったほうが、いいよなあ……やっぱ）


　日野には、いままで散々邪よこしまな想おもいを抱いだいたり、その上偏へん見けんなどないはずだからばれてもだいじょうぶだと思っていたくせに、いざとなると、やはり躊躇ためらってしまう。それは、日野のことは完全に吹ふっ切れているいまだからこそなのかもしれないけれど、彼とはできれば純じゆん粋すいに友人でいたいと、そう思いもするのだ。


　数少ない友人だし、だが、だからこそ、ちゃんと知ってもらっておいたほうが、日野に対しても、……篠田に対しても、誠実ではないか、という気もする。


「日野さん」


　話そうか話すまいかと、行ぎよう儀ぎ悪くつきだしをつつきながら侑志が迷っていると、ふと横で篠田が声を上げた。


　見上げると一いつ瞬しゆんこちらをちらっと見やった篠田と目が合い、すぐにその瞳はまた日野のほうを向く。


「たぶん日野さんも気付いてると思いますけど、俺、侑志と付き合ってます」


　なにも誤ご魔ま化かさず、躊躇わず、ストレートに告げた篠田に、日野が目を瞠みはった。侑志も篠田のその言動にわずかに驚おどろいて、それからじわじわと滲にじんでくるくすぐったいものを感じる。


　篠田とはべつに、日野にどう言おうとかこんなふうに説明しようとか、そんな話はいっさいしていなかった。それもあり、篠田が自ら口を開くことを予想していなかったのと、こうやって迷いなくまっすぐにだれかに自分たちの関係を言ってくれる篠田が、うれしかった。


「そっか。まあそんな予想はしてたけど」


「このまえは、みっともないとこ見せて、すみませんでした。ちょっとお互たがいに誤解が生じて、俺も余よ裕ゆうなくて」


「いいよ。気にすんな。正直驚いたしいつの間にって感じだけど、おまえらよく似合ってるよ」


　友人と後こう輩はいが、しかも男同士で付き合っていると聞かされて衝しよう撃げきを受けないわけがない。だが思っていた通り、日野は嫌けん悪お感などは見せずに、そう言って笑ってくれた。


　それでもきっと、内心は困こん惑わくに揺ゆれているだろうに、それを顔に出さないでいてくれる日野に、侑志は自分もちゃんとまっすぐに向き合わなければと思える。


「ごめん、日野、びっくりしたと思うけど、俺、あの……」


「ばか、おまえまで謝んなって。俺、ほんとにおまえらふたりが仲いいのうれしいんだからさ」


「日野……」


　けれど、うまく気持ちを伝えられずに言葉を探していると、まえにも言ってくれたのと同じことを日野は言って笑う。それにただ感動してしまって、ありがと、と滲むような笑みがこぼれた。


　すると日野は、瞬きをしてから破願する。


「それより正直、俺、もしかして侑志に嫌きらわれたのかなって思ってたこともあるから、そうやって笑ってくれんなら、それでいいよ。目のまえで理由もわからず泣かれんのもまいったし」


「……あ、それは」


　再会するまでずっと避さけていたことを、やはり日野も気にしていたのだとあらためてわかり、思わず口ごもると、いいっていいって、とまた日野は笑う。そのにこにこ機き嫌げんのよさそうな様子に、こちらまでまた笑みになった。


「つうか、そんなことより、侑志が、篠田は俺のこと好きなんじゃないのって言ったときのほうがびびったよ、俺は」


「あ、や、だからそれはさー……なんていうか……」


「それは俺も同感です」


　横から篠田が呆あきれたような声で同意する。それに笑って、日野は篠田を見た。


「篠田もさっさと、侑志にちゃんと自分の気持ち言ってやりゃよかったのに」


　そう言ってから、そういえば、と日野は首を傾かしげる。


「さっき、お互い誤解って言ってたけど、ってことは、篠田も侑志の気持ちをなんか勘かん違ちがいしてて、自分の気持ちが言えなかったってことか？」


　ん？　とひとりぶつぶつ言いながら考えている日野は、早くももう酔よい始めているようだった。弱いわけではないのだが、酒が回る速度が速いらしい。普ふ段だんならここまでつっこんだことは口にしない男だが、さっき本人が言ったように、侑志が自分を嫌っているわけではないとわかって安心したのかもしれなかった。


　自意識過か剰じようということでなく、日野が自分を友人としてほんとうに心配してくれていたんだなということはもう理解できているから、そんな日野のご機嫌な様子も、まあいいかと思ってしまう。


「なあ侑志、そうなんだろ？」


「うん？　あー、まあ……うん、そんな感じかなあ」


　なんでそこで自分に振ふられるのかわからないと思いながらも、段々とこちらも気分がよくなってきて、相づちを打つ。


　すると、つっと畳たたみについていた手に触れるものがあって視線を上げたら、篠田がこちらを見ていた。その目が「余計なこと言うなよ」と言っているのが丸わかりで、侑志は小さく笑う。


　たぶん、篠田は侑志が日野に抱いていた想いを、ぽろっと口走ってしまうのではないかと危き惧ぐしているのだろう。けれど、もとからそんなつもりは侑志にはまるでなかった。


　すでに終わっている想いを、もう深い意味はないからといって口に出すことはないだろう。自分の中の、いろんな感情を認にん識しきしたり、長い間翻ほん弄ろうされてきたものだったけれど、いまの自分にはもう、過去にすぎないのだ。


　ちゃんと、たいせつにしたいものが手の中にあるとわかっているから、心は揺るがない。


「なんだよ、篠田はなにをどう誤解して告白できなかったわけ？」


「秘密」


　だから、日野の問いにも笑ってそんなふうに答えた。なんだよ秘密ってー、と日野は眉まゆ根ねを寄せたが、すぐにまた、笑えみに戻もどって「まっいーか」と呑のみ出す。


　ちゃんとわかってるよと思いながら篠田を見ると、眉を上げた視線と目が合って、ついで小さく笑みが返ってきた。さっき触れた手が、またそっと重なって、ひそやかに交かわされるものに愛いとしさがこみ上げてくる。


　そろそろ篠田もまた忙いそがしさがピークになりそうな段階のはずだが、今日はこのあとも、いっしょにいたいなと思いながら、その手を握にぎり返そうとしたとき、和室の戸が開いた。ノックもせずに開かれた戸にばっと手を離はなして振り返ると、喧けん噪そうが飛び込んでくる。


「あっ、いたーっ」


「やっぱビンゴだったあ！」


　数人の男女がわらわらと戸口付近に押し寄せて、口々に騒さわぐ。篠田が眉根を寄せて、そちらを睨にらんだ。


「なにやってんだよ、おまえら」


「なにじゃないっすよー篠田さん！　ずるいっすよ！」


「そうですよ、呑むんなら誘さそってくださいよ」


「しかもせっかく小沢さんがいんのにー！」


　一いつ斉せいにブーイングが巻き起こって、え？　俺？　と自分の名前が出たことが予想外だった侑志は驚いてしまう。やってきたのは、ついこないだまで侑志の仕事相手だったチームの人間たちだった。


　なんだか篠田が責められているが、侑志のほうには逆に笑顔で小沢さーん！　と手を振られて、困惑しながらも笑みを浮うかべて振り返す。するとまた彼らからも笑顔が返ってきて、ほのぼのしてしまった。


　なんだこれ、と思っていると、店の従業員が来て、広くしましょうか？　と言って半個室だった座ざ敷しきの間のしきりを取り払はらってくれた。おかげでスペースが広がって、苦い顔をしている篠田を尻しり目めに彼らも交えての場に変わる。


　そのノリに、なんだか大学時代を思い出すなあとのんびり思っていると、いつかと同じように周りを囲われた。


「小沢さん！　俺ら今回、ほんと残念で、悔くやしいんですけど」


「みんな小沢さんの絵たのしみにしてたんですよ！　ほんとに！」


「あ、あー……うん、俺も、最後までちゃんとみんなとやれなかったのは、さみしいけど」


　その勢いに戸と惑まどいつつも、けれどそう言ってもらえることがうれしいと笑みを返す。


「挨あい拶さつもしないままだったから、それが気になってて。よかった、今日会えて」


「小沢さん……っ」


「絶対絶対、またごいっしょしましょーね！　つか仕事じゃなくてもぜひ！」


「そうなんです！　仕事関係なくても小沢さんと呑みたいって、篠田さんに言ったのに、無視されたんですよーっ。ひどくないですか!?」


「あー……そうなんだ」


　途と中ちゆうで舞ぶ台たいを降ろされてしまった人間のことを、そんなに気にかけてくれていたことが予想外でうれしいのと、結局篠田がまた非難を浴びていることがおかしくて笑いが漏もれる。


「おまえら、うるせえよ。十代じゃねーんだからテンション下げろ」


「またそうやって篠田さんひとり大人おとなぶるー。小沢さんは独ひとり占じめだし、たまにはこう、ぱーっとはじけましょうよ！」


「そうですよー、またこれから忙しくなんだから、こんなときくらい」


「おまえらなあ……」


　なんだかんだ言って仲間に慕したわれているらしい篠田を、微笑ほほえましく見ていると、横で日野も小さく笑ったのがわかって、視線を向けた。


「あいつも、妙みように真面目まじめだから、責任のある立場だってことに拘こだわって、ひとりで立ってるみたいに見えるけど、ああいうの見ると安心するよな」


「……そうだね。事務所のひとたちって、なんか、すごいフレンドリーだし、明るい会社だよねえ」


　職種から、なんだかスタイリッシュでクールな人間ばかりを想像していたこともあるが、緊きん張ちよう感かんも漂ただよいながら活気のある現場を目にして、それだけではないことも知った。篠田自身の才能があることも大事だけれど、それを生かすことのできる環かん境きように彼がいられることが、侑志にとってもあらためてうれしいと思えた。


「まああいつらも、篠田と歳も近いし、言いたいこと言える仲のほうが、やっぱいいものができるだろうからさ。気を遣つかうのも大事だけど、遠えん慮りよなくディスカッションできるってのもたいせつだし、うちの会社は、だからなるべく垣かき根ねを作んないようにしてんのかな」


　聞けば、フットサルや草野球などのチームも事務所内であるらしい。へえ、と日野の話に耳を傾かたむけながらも、篠田を見つめていると、あのさ、と呟つぶやきが聞こえて隣となりを見た。すると日野が、枝豆を弄いじりながら口を開く。


「……いまだから言うけど、実は俺、大学んとき、おまえのこと、好きだったんだ」


　なにげないふうに発された言葉に、え、と声に出さず驚おどろいて日野を見つめると、小さく笑った視線がこちらを向いた。


「なんか、ほのかーにな、なんとなくなんだけど」


　おどけたような口調の日野に、侑志は困こん惑わくしながらも、なんとか言葉を取り戻して口を開く。


「……え、でも……日野、彼女いたじゃん」


「まあそうなんだけど。だからっつうか、ちゃんと向き合うにまでは至らないくらいの、淡あわい恋こい心ごころみたいな感じだったっていうか。あきらかにほかの男ともだちと侑志は、俺の中で位置がちがうって自覚はあったんだ」


　小さな、けれどひどく予想外の告白に、侑志は、ちょっと黙だまったあと、そっか、と呟いた。こちらを見る日野の目には、恋と呼ばれるものに対する狂くるおしさも、甘さも、なにもない。それがほんとうに過去のことで、だから彼が言ったのだとわかった。


「あ、わり……だからどうってことじゃないからな？　彼女と別れた理由とももちろん関係ないし。ただ、再会した侑志がさ、すげーしあわせそうにしてんの見たら、おまえがひとの気持ちちゃんと受け入れられて、しっかりしてる強いやつなんだってことあらためて思ってさ。ちょっと言いたくなったっていうか、他意はなくて、……まあつまり、いまもともだちとしてはすげーたいせつだからってことなんだけど」


「……ありがと」


　自分で説明しながら恥はずかしいことを言っていると自覚したのか、最後は照れたように赤くなっている日野に、小さく笑ってそう返した。


　好きでいてくれて。ともだちとしても、それ以上でも、気にかけてくれていて、ありがとう。それがいまの自分の助けになっていて、篠田と会えたこのときを作ってくれているのはほんとうだ。けれどそれ以上も以下の意味もないまま告げた感謝の言葉に、日野も、小さく笑みを返すだけで、その会話は終わった。


　考えもしなかった日野の気持ちに、驚きはおおきいけれど、それでもやっぱり、侑志は自分が抱かかえていた想おもいは口に出さなかった。日野の気持ちを聞いたいまでも、それでいいと、思う。


　ただ、無む性しように、いま少しだけ物理的に距きよ離りのある篠田の体温が恋しくなって、侑志はつと席を立った。


「？　侑志？」


「ん、ちょっとトイレ行ってくる」


　見上げる日野に言って、部屋を出る。寸前に、篠田と視線が合ったから、きっと、彼はわかっただろう。


　店の奥にある手洗いにほかにひとはなく、だがすぐに背後に気配がした。


「侑志」


　名前を呼ばれて振ふり返った侑志は、ちゃんと追いかけてきてくれた恋人の手を取って、ふたつある個室のうちのひとつに連れ込んだ。いつかと逆のパターンだ。


　そして手をつないで、綺き麗れいな顔に近付くと自分からキスをする。黙って受け入れてくれた篠田は、応こたえるように侑志の口唇くちびるを軽く吸って、小さく笑った。


「……なに、また欲情したの？」


「……うん」


　以前のことを揶や揄ゆするような囁ささやきに、素す直なおに頷うなずくと、篠田が意外そうに眉まゆを上げて、へえ、と笑う。


「俺としては、欲情してるあんたを、このまま攫さらって帰りたいとこだけど、いま帰ったら大ブーイング間ま違ちがいなしだろうな。ま、べつにあんたの好きにしていいよ。……我が慢まんすると、そのぶん盛り上がるしさ」


　ぺろ、と首筋を舐なめられて腰こしを押しつけられ、息を呑のむ。それに、ばか、と反射的に返して、せめてもう一度、キスをしてから、と篠田の髪かみの毛に手を差し込んだ。


「……薫」


　普ふ段だんは、いままでの癖くせで名字で呼んでしまうことが多いところを、わざと名前で呼ぶと、篠田は瞳ひとみを眇すがめて見返してきた。


「……我慢、するから……キスしたい」


「……オーケー」


　ちゃんとしたのがいい、と意図せず吐と息いき混じりになってしまった声でねだると、すぐさま厚い口唇が降りてきた。


　やさしく啄ついばまれて、食はまれて、徐じよ々じよに深くなっていく口くち接づけは、篠田の言った通りこんな色気のない場所でするには、甘すぎるくらいのものだ。


　けれど、髪を撫なぜられ、腰を支えられ、熱い息を感じ、情熱的な欲を秘ひめた黒い瞳に見つめられれば、ここがどこでも関係はなかった。


　彼の作り出す空間は、いつでもどこでも、ひどく心地ここちいい。そこにいつの間にか身を投じている自分がいて、そして、不思議なくらい楽に息ができるのだ。


　苦しくて重かった胸の裡うちはその中にいるうちに晴れていって、いまではそこが、自分にとってのたいせつな場所になった。


（……篠田薫自身で作られる空間にいられるなんて、きっとこれ以上ない贅ぜい沢たくなんだろうなあ）


　背中に回される腕うでに抱だきしめられながら、そんなことをふと思う。


　篠田の身長が、一八○センチに少し足りないくらいだから、腕の長さから言えば、直径六十センチにも満たない狭せまい空間の中だ。


　けれどそれがひどくしあわせで、侑志はひとり、ひっそりと微笑んだ。




秘ひめ事ごとは情じよう欲よくに濡ぬれて





高たか野の真ま名な
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